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巻
る
頭

人口減少社会の

百

到来と外国人労働

5成
(早稲自大学人間科学学術院特任教授)

G 

陣藤

Vl' 

岡藤誠
(あとう まこと)

1942年生まれ。 1962年東京大学文
学部社会科学科卒業、 1971年間大
学院社会学研究科修士課程修了、
1980年米国ミシガン大学博士課程
惇了・社会学博士取得。厚生省人
口問題研究所所長、目立社会理
障・人口問題研究所所長を歴荘。
2005年より現隠ロ
19941"手国際人口調尭会議(カイ口
会議)日本政府代表、 2001年国際
人口問尭委員会議長、 2004年~
2006年6月日本人口学会会長。
著書編著「先進諸国の人口問題:
少引とと輩族政需J(1996年)、「現
代人口学号少子高齢社会の基礎知

識J(2000年)、共編著に f人口蓋
動と家族J(1997年)、 fジェンダ
ーと人口問題j(2002年)、 f少子
化の政苦学J(2005年)がある。

か
ね
て
か
ら
予
想
き
れ
て
い
た
こ
と
で

は
あ
る
が
、
昨
年
、
日
本
は
つ
い
に
人
口

減
少
社
会
に
突
入
し
た
。
国
の
公
式
推
計

に
よ
れ
ば
、
日
本
の
総
人
口
は
現
在
の

1

億
2
7
8
0
万
人
か
ら
、

2
0
5
0
年
に

は
ほ
ぼ

1
億
人
に
減
少
し
、

1
0
0
年
後

に
は
半
減
す
る
可
能
性
も
少
な
く
な
い
。

現
在
、
急
速
に
進
行
中
の
高
齢
化
も
、
こ

れ
か
ら
さ
ら
に
加
速
し
、
間
歳
以
上
人
口

が
総
人
口
に
占
め
る
割
合
は
、

2
0
8
5

年
の

5
人
に

1
人
か
ら

2
8
5
8
年
の

3

人
に
1
人
以
上
に
高
ま
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
超
高
齢
人
口
減
少
社
会

の
到
来
は
、
日
本
の
経
済
社
会
を
覆
う
鴎

雲
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
と
り
わ
け
経
済
活

動
に
従
事
し
、
社
会
保
障
制
度
を
財
政
的

に
支
え
、
高
齢
者
の
ケ
ア
を
担
う
働
き
手

の
不
足
は
年
々
深
刻
さ
を
増
し
て
い
く
で

あ
ろ
う
。
働
き
手
の
不
足
を
補
う
途
は
、

労
働
生
産
性
の
向
上
の
ほ
か
に
は
、
女

性
高
齢
者
の
雇
用
拡
大
、
い
わ
ゆ
る
少

子
化
対
策
、
ロ
ボ
り
ト
の
開
発
a

普
及
、

そ
し
て
外
国
人
労
働
者
の
受
け
入
れ
増
大

し
か
考
え
ら
れ
な
い
。
こ
の
う
ち
、
女
性
、

高
齢
者
の
雇
用
拡
大
に
つ
い
て
は
、
総
論

2 



と
し
て
は
反
対
は
少
な
い
。
ロ
ボ
ッ
ト
の

開
発
は
官
民
上
げ
て
の
努
力
が
続
け
ら
れ

て
い
る
。
少
子
化
対
策
に
つ
い
て
は
、
人

口
減
少
社
会
へ
の
突
入
が
政
治
的
危
機
意

識
を
喚
起
し
、
よ
う
や
く
本
格
的
な
対
応

が
始
ま
り
つ
つ
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
外

包
人
労
働
者
の
受
け
入
れ
拡
大
の
是
非
に

つ
い
て
は
、
未
だ
本
緒
的
な
議
論
す
ら
始

ま
っ
て
い
な
い
。

戦
後
の
わ
が
国
で
外
冨
人
人
口
の
流
入

が
顕
著
に
な
っ
た
の
は
1
9
8
0年
代
後

半
の
バ
ブ
ル
経
済
期
で
あ
る
。
経
済
の
国

際
化
の
掛
け
声
の
な
か
で
、
モ
ノ
(
商
品
)
、

カ
ネ
(
資
本
)
に
続
い
て
ヒ
卜
(
労
働
力
)

も
市
場
開
放
す
べ
き
か
否
か
で
、
「
開
国
か

鎖
国
か
」
と
い
っ
た
議
論
が
巻
き
起
こ
っ

た
。
政
府
は
、
こ
れ
に
対
し
て

1
9
8
9

年
の
入
管
法
の
改
正
で
対
処
し
よ
う
と
し

た
。
そ
の
基
本
原
則
は
「
高
度
な
技
術
や

技
能
を
持
つ
人
材
」
は
資
格
を
明
確
化
し

て
受
け
入
れ
る
が
、
い
わ
ゆ
る
「
単
純
労

働
」
に
従
事
す
る
者
は
受
け
入
れ
な
い
、

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
叩
年
代
の
初
頭
に

バ
ブ
ル
経
済
が
崩
壊
し
、
そ
の
後
長
期
間
の

不
況
に
入
っ
た
が
、
外
国
人
労
働
者
、
外

国
人
人
口
は
増
え
続
け
た
。
外
国
人
人
口

は
1
9
9
0
1
2
0
8
5
年
で

1
0
8
万

人
が
2
0
1
万
人
に
増
加
し
た
。

2
0
0

2
年
末
現
在
、
外
国
人
労
働
者
は
不
法
就

労
者
自
万
人
を
含
め
%
万
人
、
そ
の
う
ち

苅
%
は
単
純
労
働
に
従
事
し
て
い
る
も
の

と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

バ
ブ
ル
期
の
外
国
人
労
働
者
受
け
入
れ

の
是
非
を
め
ぐ
る
議
論
で
は
、
経
済
問
題

が
中
心
で
人
口
問
題
と
し
て
諮
ら
れ
る
こ

と
は
少
な
か
っ
た
。
当
時
は
、
叩
年
代
に

こ
れ
ほ
ど
ま
で
の
出
生
率
低
下
が
続
き
、

超
高
齢
人
口
減
少
社
会
が
こ
れ
ほ
ど
急

激
に
訪
れ
る
と
は
誰
も
予
想
も
で
き
な
か

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
今
後
、
外

題
人
労
働
者
受
け
入
れ
拡
大
の
是
非
を
議

論
す
る
と
す
れ
ば
、
ぞ
れ
は
人
口
問
題
と

い
う
幅
広
い
文
脈
の
な
か
で
議
論
す
る
必

要
が
あ
る
。

2
0
0
0年
に
国
連
人
口
部
は
「
補
充

移
民
」
(
出
生
率
、
死
亡
率
の
趨
勢
の
み
で

生
ず
る
将
来
の
総
人
口
(
あ
る
い
は
生
産

年
齢
人
口
)
の
減
少
分
を
「
補
充
L

す
る

の
に
必
要
な
移
民
の
数
)
を
先
進
各
国
に

つ
い
て
試
算
し
、
日
本
に
つ
い
て
は
2
0

0
0
1
2
0
5
3
年
に
毎
年
約
却
万
人

(
約
印
万
人
)
の
補
充
移
民
が
必
要
と
し
た
。

当
時
、
そ
の
数
字
は
あ
ま
り
に

ο
常
識
は

ず
れ
々
と
と
ら
れ
、
ほ
と
ん
ど
話
題
に
も

な
ら
な
か
っ
た
が
、
超
少
子
化
が
と
ど
ま

る
こ
と
な
く
進
行
し
、
超
高
齢
人
口
減

少
社
会
に
突
入
し
つ
つ
あ
る
現
状
を
考
え

る
と
、
そ
れ
を
あ
な
が
ち
一
笑
に
付
す
こ

と
も
で
き
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

今
後
、
日
本
の
外
包
人
労
働
へ
の
需
要

は
強
ま
り
こ
そ
す
れ
弱
ま
る
こ
と
は
考
え

に
く
い
。
か
り
に
現
在
の
出
入
国
管
理
政

策
を
維
持
し
た
と
し
て
も
、
長
期
に
わ
た

っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
外
国
人
人
口
が
増

え
て
い
く
こ
と
は
避
け
が
た
い
。
お
り
し

も
今
年
は
、
秋
の
国
連
総
会
時
に
「
国
際

人
口
移
動
と
開
発
に
関
す
る
政
府
高
官
会

議
」
の
開
催
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
国
連

人
口
基
金

(
U
N
F
P
A
)
は
今
年
の

「
世
界
人
口
白
書
日
』
の
テ

i
マ
に
冨
際
人
口

移
動
を
選
ん
だ
。
そ
の
よ
う
な
意
味
で
は
、

今
年
は
、
長
期
的
に
外
冨
人
労
働
者
の
受
け

入
れ
を
「
秩
序
だ
っ
て
、
か
つ
人
道
に
剣
っ

て
」
(
悶
白
書
)
拡
大
し
て
い
く
方
策
を
本
格

的
に
議
論
す
る
良
い
機
会
と
い
え
よ
う
。
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人口と開発/目次

巻
頭
一
言
/
人
口
減
少
社
会
の
到
来
と
外
国
人
労
働

何
藤

高
齢
問
題
は
首
都
箇
で
深
刻
に

。
吉
田

人
口
問
題
を
め
ぐ
る
国
会
議
員
活
動
を
娠
り
返
っ
て

次
号
予
告

誌
上
再
録
/
人
口
・
開
発
・
食
糧
を
考
え
る

佐
藤

政
治
家
の
活
動
と
そ
の
支
援
l

民
主
主
義
に
お
け
る
政
治
1

0

0

・
0

・
6

橋
本

2
0
0
6
年
世
界
人
口
白
書

投
稿
論
文
/
5
歳
未
満
の
死
亡
率
の
低
下

ネ
パ
ー
ル
に
お
け
る
2
つ
の
農
村
の
事
例
か
ら

-
ナ
ビ
ン
・
ア
リ
ヤ
ル

自
著
紹
介
/ 
フ
オ
ス
北
部
の
環
I完
と
農
耕
j主
iホj

タ
イ
文
化
圏
に
お
け
る
稲
作
の
生
態

。
圏
、
江
満

自
著
紹
介
/
ア
ジ
ア
に
お
け
る
人
口
転
換

。
惜
楠
本
修

国
際
家
族
計
画
連
盟
l
F
P
F
活
動
レ
ポ
ー
ト

中
村

国
際
家
族
計
画
連
盟

(
p
p
F
)
新
事
務
局
就
任

楠
本
修
A
P
D
A
新
事
務
局
長
就
任
並
び
に
出
版
記
念
パ
ー
テ
ィ

当
事
者
が
語
る
O
D
A
改
革
の
行
万

|
F
A
S
l
D
主
催
の
講
醤
会
か
ら
1

0

0

竹
本

国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会

提
言
を
安
倍
晋
三
官
房
長
官
に
提
出

居
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会

国
内
対
策
部
会

由
連
加
盟
切
周
年
記
念
「
世
界
人
口
デ
」
特
郡
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

乞
ゆ

i
す
ふ
あ
i
ら
あ

投
稿
文
募
佳
T
m
/
A
P
D
A
賛
回
会
員
募
集
制
/
本
協
会
実
施
調
査
報
告
書
お
よ
び
出
版
物
1
1筋

U
N
F
P
A
関
連
出
版
物

i
引

/
A
P
D
A
日

誌

以

誠

2 

4 

昭
彦

5 13 20 

F霊

21 

修

35 38 42 53 54 

百
合

55 58 59 

将
規

61 67 70 72 76 



齢問題は首都圏で深刻に

高齢問題

宅主r
f司

(高齢単身女性の窮乏化多発の介護現場から)

(株)こめつつじ代表・元産能短大教授

昭彦吉田

曹

「

2
0
0
7年
問
題
」
は
間
も
な
く
血

2
0
0
5
年
は
日
本
の
人
口
が
減
少
に

向
か
い
始
め
だ
年
で
あ
り
、
長
期
的
な
掴

政
を
考
え
る
う
え
で
は
極
め
て
童
委
な
節

目
の
箪
で
あ
つ
だ
。
ま
た
、
そ
の
年
は
戦

後
生
ま
れ
が
初
め
て
還
簡
を
迎
え
た
年
で

ち
あ
る
。
終
戦
の
年
と
そ
の
翌
年
は
出
生

率
が
著
し
く
低
か
つ
だ
が
、
翌
々
年
の

1

9
4
7
年
か
ら
は
出
生
率
が
現
在
の
発
展

途
上
地
域
投
み
に
古
向
く
な
り
、
円
引
年
か
ら

特
年
に
掛
け
て
生
ま
れ
走
世
代
は
最
右
数

が
多
く
「
毘
塊
の
世
代
L

と
呼
ば
れ
て
い

る。
人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
を
見
て
実
感
す
る
こ

と
は
、
一
し
の
世
代
の
人
口
の
多
さ
が
飛
び

ぬ
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
出
生
数
は
現

在
の
2
倍
以
上
で
あ
り
、
当
時
の
包
本
の

総
人
口
は
8
0
0
0
万
人
ほ
ど
で
、
現
在

の
6
割
程
度
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、

出
生
率
の
一
高
さ
は
凄
ま
じ
く
、

3
年
間
で

7
0
0
万
人
以
上
誕
生
し
疋
こ
と
に
な
る
。

そ
の
「
団
惚
の
世
代
L

の
走
り
が
2
0
0

7
年
に
は
還
暦
を
迎
え
る
。

定
年
延
長
が
叫
ば
れ
て
は
い
る
ち
の
の

公
務
員
を
中
山
と
し
て
こ
れ
ら
の
人
々
が

2
0
0
7
年
か
ら
次
々
に
定
年
を
迎
え
る
。

し
か
し
、
年
金
支
給
開
始
年
齢
は
回
歳
位

か
ら
で
あ
り
、
退
職
金
や
貯
え
が
十
分
あ

る
人
は
人
生
の
一
体
み
を
考
え
る
余
地
ち

あ
る
が
、
そ
う
で
な
い
人
の
聡
探
し
は
厳

し
い
試
練
と
な
る
。
各
企
業
に
お
い
て
は
、

多
く
の
定
年
退
職
者
に
よ
る
莫
大
な
退
職

金
の
捻
出
・
熟
練
授
術
者
不
足
が
発
生
す

吉田昭彦
(よしだ あきひこ)

1943年生まれ。 1975'1'大阪市立大
学大学院工学科樽士課程在悼了、
産業能率短期大学教授を務める。
1985年岐阜大学で匪宇謂士号を取
得。 2003年株式会社こめつつじ
(訪問介護事業所)代表取締世に就
任。以f量、環揖・椙証・教育の
体化と、住みよい街づくりに向付
た運動を、地元住民の方々と実施
中。
著書に「科学者が書いた綬清の本j
(1989)、「アマゾンで考えた私の
寝境貢献J(1993)、「環i寛道町ス
スメ J(1996)、fシルク革命j
(19981がある。
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る
一
万
で
、
退
職
者
側
で
は
、
新
た
な
職

探
し
・
人
生
設
計
の
見
直
し
等
、
多
種
多

様
な
問
題
が
発
生
す
る
。

2
0
0
7
年
に

発
生
す
る
こ
れ
ら
の
問
題
は
「
2
0
0
7

年
問
題
」
と
呼
ば
れ
る
。

wv
波
状
的
伝
叩
押
し
寄
ぜ
る
難
問
A

高
齢
者
の
社
会
保
障
費
は
年
金
・
医

療
・
介
護
仁
分
け
ら
れ
る
が
、
年
金
支
給

費
は
支
給
開
始
と
同
鯖
仁
、
ま
た
、
医
療

費
は
年
金
を
受
給
す
る
年
頃
か
ら
、
そ
し

て
、
介
護
費
は
そ
れ
よ
り
少
し
遅
れ
た
頃

か
ら
急
速
に
増
大
す
る
。

ま
ず
、
「
匡
塊
の
世
代
」
が
年
金
受
給
存
」

開
始
す
る
の
は
2
0
1
0
年
煩
か
ら
で
あ

る
。
少
な
く
見
積
ち
っ
て
忘
年
金
受
給
人

口
は
6
0
0
万
人
は
い
る
は
ず
で
あ
る
が
、

2
0
1
0
年
以
降
、
毎
年
2
0
0
万
人
前

後
の
新
規
の
年
金
受
給
者
が
発
生
し
、
そ

の
一
万
で
年
金
の
原
資
を
補
給
す
る
生
産

年
齢
人
口
が
急
速
に
減
少
す
る
状
況
の
下

で
は
、
よ
ほ
ど
の
抜
本
的
な
対
策
を
施
さ

な
い
限
り
年
金
財
政
の
破
綻
は
自
に
見
え

て
い
る
。
現
在
の
よ
う
な
後
世
代
に
負
担

を
負
わ
ぜ
る
賦
諜
万
式
で
は
負
担
が
重
過

ぎ
、
制
度
の
見
直
し
は
必
歪
で
あ
る
。
ま

た
、
人
口
が
集
中
す
る
首
都
圏
で
は
「
団

燐
の
世
代
L

の
退
職
と
と
ち
仁
、
今
後
、

急
速
に
高
齢
化
が
進
む
が
、
税
収
仁
よ
る

高
齢
者
の
扶
養
費
負
担
の
シ
ス
テ
ム
に
は

限
界
が
あ
る
。

次
に
来
る
の
が
医
療
費
の
増
大
だ
。
さ

ら
に
続
い
て
来
る
の
が
介
護
費
の
支
出
の

急
僧
で
あ
る
。
社
会
保
障
費
は
年
金
費
急

増
と
い
う
急
澱
で
か
つ
大
き
な
第
一
波
、

次
仁
、
イ
ン
パ
ク
ト
は
多
少
弱
め
だ
が
医

療
費
と
い
う
波
高
の
高
い
第
二
波
、
そ
し

て
最
後
に
は
介
護
費
と
い
う
波
長
の
長
い

第
三
波
に
襲
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

年
金
・
医
療
・
介
護
を
一
二
本
柱
と
す
る

社
会
保
障
費
と
い
う
構
造
体
は
、
今
後
、

津
波
に
似
た
3
波
に
お
よ
ぶ
強
大
な
衝
撃

に
さ
ら
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
高
度
経
済

成
長
期
の
「
日
本
列
島
改
造
論
L

の
よ
う

な
力
で
立
ち
向
か
う
構
造
体
を
作
り
上
げ

る
こ
と
は
、
成
熟
期
に
入
つ
疋
日
本
の
経

済
力
で
は
で
き
る
ち
の
で
は
な
い
。
ま
定
、

他
の
先
進
国
で
ち
北
欧
の
よ
う
な
小
国
は

別
と
し
て
色
、
日
本
の
よ
う
に
大
き
な
人

口
を
持
ち
合
わ
せ
る
国
で
は
と
て
ち
で
き

る
ち
の
で
は
な
く
、
イ
ギ
リ
ス
や
ド
イ
ツ

で
は
衝
撃
を
和
ら
げ
る
万
策
と
し
て
、
年

金
支
給
年
齢
開
始
隠
期
の
繰
り
延
べ
が
法

制
化
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

6 

軍
年
金
改
革
は
始
ま
つ
だ
ば
か
り
A

そ
こ
で
登
場
す
る
の
が
制
度
改
革
で
あ

る
。
し
か
し
、
国
を
上
げ
て
の
大
幅
な
年

金
削
減
に
向
け
た
制
度
改
革
等
は
多
数
派

に
な
り
つ
つ
あ
る
中
高
年
齢
層
仁
よ
る
反

対
が
強
く
、
す
ぐ
に
は
子
が
付
け
ら
れ
る

ち
の
で
は
な
い
。
実
施
し
や
す
い
ち
の
と

し
て
公
平
性
の
観
点
か
ら
は
公
務
員
等
で

実
施
さ
れ
て
い
る
特
例
の
廃
止
で
あ
る
。

こ
れ
は
す
で
に
実
施
さ
れ
始
め
た
。
次
は

年
金
の
一
本
化
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
各
種

の
共
済
制
制
度
の
財
務
状
態
の
違
い
が
大
き

く
ひ
と
筋
縄
で
は
済
ま
さ
れ
る
ち
の
で
は

な
い
。
ま
た
、
個
人
事
業
者
等
が
加
入
し

て
い
る
医
民
年
金
は
、
そ
れ
だ
け
で
は
と

て
古
都
市
生
活
等
は
で
き
る
ち
の
で
は
な

い
。
し
か
し
、
そ
う
か
と
い
っ
て
大
幅
な

躍
額
な
ど
の
大
判
振
る
舞
い
は
で
き
な
い
。



つ
ま
る
と
こ
ろ
、
「
な
い
砲
は
振
れ
ぬ
L

で、

な
い
な
い
尽
く
し
の
話
ば
か
り
だ
。

年
金
制
度
の
改
革
は
始
ま
つ
だ
ば
か
り

で
、
ま
だ
、
議
論
す
る
と
こ
ろ
ま
で
進
ん

で
い
な
い
が
、
確
実
に
実
行
さ
れ
そ
う
な

こ
と
は
、
支
給
開
始
時
期
の
繰
り
延
べ
で

あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
よ
り
怖
い
の
は
第

一
次
石
油
危
機
の
直
後
に
経
験
し
た
よ
う

な
ハ
イ
パ
ー
イ
ン
フ
レ
(
激
し
い
イ
ン
フ

レ
)
だ
。
現
在
、
原
油
の
高
鰐
が
常
態
化

す
る
兆
候
が
見
ら
れ
始
め
た
が
、
給
与
生

活
者
と
遣
い
、
貯
金
や
年
金
等
に
娘
ら
ざ

る
を
え
な
い
高
齢
者
は
イ
ン
フ
レ
仁
応
じ

て
収
入
を
増
や
す
術
が
な
く
、
一
し
の
ハ
イ

パ
イ
ン
フ
レ
で
は
ひ
と
だ
ま
り
ち
な
く

崩
壊
す
る
。

高齢問題

一
方
、
医
療
制
度
の
改
革
は
か
な
り
強

力
に
進
め
る
よ
う
で
、
「
骨
十
A

の
改
革
」
の

中
心
に
据
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
医
療
と

介
護
と
は
双
方
と
ち
に
深
<
関
わ
っ
て
い

る
の
で
、
分
け
て
考
え
る
の
は
無
理
が
あ

る
。
政
府
と
し
て
は
医
療
費
と
介
護
費
と

軍
覚
悟
が
、
壁
立
な
医
療
・
介
護
制
度
改
革
&

を
合
わ
ぜ
て
削
減
す
る
よ
う
な
姿
勢
が
強

く
見
ら
れ
、
奥
底
に
潜
む
考
え
方
と
し
て
、

次
の
よ
う
な
考
え
万
を
読
み
取
る
こ
と
が

で
き
る
。
「
吉
岡
齢
者
は
必
ず
し
ち
弱
者
で
は
な
い
。

能
力
を
十
分
に
発
揮
し
、
現
役
世
代
以
上

仁
収
入
の
あ
る
人
は
受
益
者
負
担
の
原
則

に
則
り
、
現
役
と
同
じ
よ
う
に
白
己
負
担

し
て
く
だ
さ
い
。
働
く
こ
と
が
で
き
な
か

っ
走
り
、
収
入
の
低
い
人
に
は
特
例
を
設

け
ま
し
ょ
う
。
加
齢
に
よ
る
生
理
学
的
な

機
能
低
下
は
万
人
に
及
ぶ
ち
の
で
病
気
で

は
あ
り
ま
ぜ
ん
。
病
気
で
な
け
れ
ば
、
病

院
に
来
る
必
要
は
あ
り
ま
ぜ
ん
。
ち
し
、

自
立
で
き
ず
、
己
々
の
生
活
に
受
障
を
き

だ
す
よ
う
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
ヘ
ル
パ
ー

(
介
護
人
)
を
付
け
ま
す
の
で
、
自
宅
で
の

生
活
に
よ
る
介
護
制
度
を
利
用
し
て
く
だ

さ
い
よ
こ
の
よ
う
な
筋
書
き
に
す
る
と
、
高
齢

者
が
病
院
や
診
療
所
に
行
く
機
会
を
削
減

す
る
効
果
が
働
き
、
医
療
費
の
大
幅
な
削

減
が
可
能
と
な
る
。
事
実
、
医
者
の
平
均

月
収

(
1
5
0
万
円
前
後
)
を
叩
と
す
る

と
、
看
護
師
の
そ
れ
は
2
1
3
(
私
的
な

病
院
で
は
初
j
m削
万
円
)
で
あ
る
の
に
対

し
て
、
ヘ
ル
パ
の
場
合
の
収
入
は
1
前

後
(
週
休
二
巳
制
等
の
労
働
基
準
法
を
遵

守
す
る
条
件
の
ち
と
で
は
巧
j
汀
万
円
)

と
極
め
て
収
入
の
低
い
就
業
環
境
と
な
っ

て
い
る
。
そ
の
だ
め
、
高
齢
者
の
お
世
話

を
ヘ
ル
パ
|
仁
委
託
す
る
こ
と
に
よ
り
、

病
院
や
診
療
所
等
の
医
療
機
関
へ
の
利
用

機
会
が
減
少
す
る
な
ら
ば
、
結
果
と
し
て

高
齢
者
の
医
療
費
は
大
幅
に
削
減
さ
れ
る
。

さ
ら
に
、
介
護
費
の
分
野
で
ち
、

2
0

0
0
年
度
か
ら
開
始
さ
れ
疋
『
「
ゴ
ー
ル
ド

プ
ラ
ン
引
L

で
は
生
活
援
助
等
を
手
厚
く

し
過
ぎ
t
L
E
め
、
自
立
可
能
な
入
在
自
立

不
能
へ
と
肪
長
さ
ぜ
た
』
と
の
理
由
に
よ

り、

2
0
0
6
年
度
か
ら
1
包
当
走
り
の

生
活
援
助
サ
ビ
ス
に
つ
い
て
、
「
1
時
間

以
上
L

の
介
護
報
酬
を
定
額
と
す
る
こ
と

で
、
介
護
給
付
費
の
大
幅
な
削
減
に
乗
り

出
し
走
。
そ
の
一
万
で
、
自
立
を
促
す
定

め
の
筋
ト
レ
を
奨
励
し
、
全
毘
に
3
0
0

0
箇
所
に
お
よ
ぶ
施
設
の
整
備
を
実
施
し

疋
ょ
う
で
あ
る
が
、
継
続
し
た
筋
ト
レ
は

若
年
の
健
常
者
で
ち
持
続
が
難
し
く
、
高

齢
者
仁
向
け
疋
筋
ト
レ
の
奨
励
は
「
箱
ち

7 



の
行
政
」
の
典
型
で
あ
り
、
現
場
を
無
視

し
た
お
役
所
仕
事
の
範
薄
に
あ
る
と
い
わ

れ
て
ち
致
し
万
あ
る
ま
い
。

今
後
、
医
療
の
分
野
で
は
高
齢
者
特
例

を
無
く
す
亡
と
ち
に
、
白
己
負
担
躍
の
立

場
か
ら
半
ば
強
制
的
に
診
療
の
機
会
を
漸

減
さ
せ
、
医
療
費
を
大
幅
に
削
減
す
る
こ

と
を
目
指
し
た
制
度
改
革
が
矢
継
ぎ
早
に

実
施
さ
れ
る
こ
と
は
臼
仁
見
え
て
い
る
。

さ
ら
に
、
介
護
の
分
野
で
は
「
自
立
支
援
」

の
名
を
か
ざ
し
た
認
定
基
準
の
強
化
が
進

む
う
え
、
現
在
の
1
部
の
自
己
負
担
費
↑
口
、

早
娩
、

2
割
負
担
に
な
る
こ
と
を
覚
悟
す

べ
き
で
あ
る
。

w
v
t
局
齢
潤
題
で
は
女
性
を
優
先
し
た
対
援
を
A

2
0
0
5
年
に
は
高
鈴
化
率
(
総
人
口

仁
占
め
る
防
歳
以
上
人
口
の
割
合
)
が

お
・

4
%
に
達
し
、
日
本
人
の
5
人
に
1

人
が
高
齢
者
と
な
っ
走
。
合
後
は
、
「
団
塊

の
世
代
」
が
寿
命
を
達
す
る
2
0
3
0
年

頃
ま
で
、
確
実
仁
高
齢
化
率
は
高
ま
り
、

高
齢
者
人
口
ち
増
加
す
る
。
注
臼
す
べ
き

は
平
均
余
命
の
男
女
格
差
で
あ
り
、
男
性

百
歳
に
対
し
て
女
性
部
歳
と
、

7
歳
の
差

で
あ
る
。
そ
の
定
め
、
高
齢
仁
な
る
に
つ

れ
て
、
女
性
の
割
合
は
増
加
す
る
。
男
性

に
先
立
だ
れ
疋
配
偶
者
は
遺
族
年
金
の
対

象
と
な
り
、
年
金
は
減
額
さ
れ
る
一
万
で
、

加
齢
亡
と
ち
に
診
療
の
機
会
が
世
相
す
中
、

4
7
後
、
医
療
費
の
自
己
負
担
が
携
え
る
こ

と
に
な
る
訳
で
あ
る
が
、
「
骨
太
の
改
革
」

は
女
性
に
特
有
な
骨
粗
忽
症
と
相
ま
っ
て
、

ま
さ
に
「
骨
身
を
出
る
」
出
資
増
が
待
ち

構
え
て
い
る
。
さ
ら
に
、
所
得
の
低
い
震

で
は
医
者
に
掛
か
れ
な
い
状
況
が
多
発
す

る
恐
れ
ち
あ
る
。

田
山
歳
を
過
ぎ
る
と
4
人
に

1
人
の
割
合

で
認
知
症
が
発
症
す
る
と
さ
れ
る
定
め
、

合
後
、
男
性
仁
出
べ
て
女
性
の
認
知
症
患

者
の
急
増
が
危
慢
さ
れ
る
。
し
か
し
、
認

知
症
の
認
定
は
人
権
の
問
題
ち
絡
み
、
よ

ほ
ど
症
状
が
懇
化
し
た
状
態
で
な
い
と
認

知
症
と
は
査
定
さ
れ
ず
、
「
認
知
が
あ
る
、

認
知
が
か
っ
て
い
る
」
程
度
に
と
ど
め

「
認
知
症
予
備
軍
」
に
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、

そ
の
数
は
認
知
症
患
者
の
数
倍
以
上
に
及

ぶ
。
介
護
の
現
場
と
し
て
は
、
実
の
と
こ

J
副
知
症
患
者
u

の
お
世
話
よ
り
、
こ

ろ

の
「
認
知
症
予
備
軍
」
の
お
世
話
の
万
が

物
議
を
醸
す
問
題
が
発
生
し
や
す
く
、
「
認

知
症
予
備
軍
L

の
急
増
は
社
会
的
に
大
き

な
問
題
に
発
展
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

制
度
自
体
に
は
男
女
の
差
別
を
つ
け
る

べ
き
で
は
な
い
と
恩
わ
れ
る
が
、
問
題
は

如
何
に
し
て
良
き
に
計
ら
う
か
で
あ
り
、

高
齢
問
題
で
は
女
性
を
優
先
し
て
取
り
絡

む
よ
う
な
新
し
い
社
会
的
な
仕
組
み
が
必

愛
で
あ
る
。
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胃

v
高
齢
化
が
急
速
巴
進
む
首
都
圏
&

こ
れ
ま
で
は
こ
れ
か
ら
始
ま
る
日
本
の

社
会
保
障
制
度
の
大
き
な
変
革
に
つ
い
て

述
べ
て
き
た
が
、
こ
こ
か
ら
は
筆
者
が
所

属
す
る
介
護
事
業
所
が
直
面
す
る
具
体
的

な
問
題
と
周
辺
の
人
口
構
成
に
つ
い
て
述

べ
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
筆
者
の
所
属
す

る
介
護
事
業
所
は
若
者
で
あ
ふ
れ
か
え
る

六
本
木
ヒ
ル
ズ
か
ら
目
と
鼻
の
先
の
港
区

麻
布
に
あ
り
、
使
命
(
ヨ
白
一
O
コ
)
・
情
熱

(
ロ
告
白
口
コ
)
・
思
い
や
り
(
口
O

ヨ百
ωωω一口コ)

を
会
社
の
指
導
理
念
と
す
る
小
さ
な
事
業

所
で
あ
る
。



こ
の
地
域
は
若
者
が
多
<
活
気
に
あ
ふ

れ
疋
街
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、

そ
れ
は
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
の
表
向
き
の
一

簡
で
し
か
な
い
。
基
本
的
な
人
口
統
計
デ

ー
タ
か
ら
は
会
く
逆
で
、
介
護
事
業
所
の

代
表
と
し
て
は
、
信
の
華
や
か
さ
と
は
裏

腹
に
毎
日
騒
い
話
ば
か
り
を
題
か
さ
れ
る
。

首
都
圏
、
そ
れ
古
都
心
の
中
の
都
ゅ
で

は
、
社
会
一
般
か
ら
す
れ
ば
高
齢
化
の
と

は
全
く
無
関
係
と
思
わ
れ
て
い
る
よ
う
だ

が
、
そ
れ
は
大
き
な
誤
解
だ
。
ま
ず
、
首

都
圏
一
都
三
県
の
高
齢
者
数
は
2
0
0
0

年
か
ら
の
汚
年
間
で
は
3
6
0
万
人
増
加

し
、
高
齢
化
率
ち
は
%
か
ら
包
%
へ
と
高

ま
る
。
2
0
1
5
年
の
時
点
で
は
、
現
在
、

目

E
t一
高
齢
化
率
の
一
色
い
島
根
県
と
同
じ
と

な
り
、
こ
れ
か
ら
首
都
国
間
は
高
齢
化
が
急

速
仁
進
む
。
そ
し
て
、
高
齢
者
の
増
加
に

よ
り
、
鉄
道
旅
客
輸
送
・
消
費
行
動
等
の

経
済
活
動
仁
志
多
面
的
な
問
題
が
発
生
す

る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

高齢問題

2 
0 

港
区
と
な
る
と
さ
ら
に
深
刻
で
、

0
4
年
度
の
高
齢
化
率
は
氾
・
1
%
と
高

い
。
そ
の
一
万
で
、
特
殊
〈
一
口
計
出
生
率
は

0
・
釘
で
あ
る
か
ら
子
供
の
数
な
ど
増
え

る
こ
と
ち
な
く
、
高
齢
者
数
だ
け
は
増
加

す
る
。
街
に
あ
ふ
れ
る
若
者
の
大
多
数
は

他
地
域
の
伎
民
で
あ
り
、
港
区
住
民
は
僅

か
で
あ
る
。
最
近
の
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
ブ

ム
に
よ
り
他
地
域
か
ら
の
流
入
人
口
ち

多
<
見
ら
れ
る
が
、
子
供
を
含
め
た
生
活

に
適
し
た
河
川
以
上
の
マ
ン
シ
ョ
ン
は
5

0
0
0
万
円
以
下
で
は
と
て
ち
時
間
入
で
き

る
ち
の
で
は
な
く
、
海
岸
近
く
の
公
営
ア

パ
ー
ト
を
除
き
、
子
育
て
年
齢
層
の
人
口

流
入
は
ほ
と
ん
ど
箆
ら
れ
て
い
な
い
。
事

実
、
港
区
に
は
現
在
小
・
中
学
校
の
廃
校

跡
が
間
校
あ
る
が
、
ど
れ
ち
が
都
ゅ
の

等
地
で
あ
り
、
そ
の
有
効
活
用
が
大
き
な

問
題
に
な
っ
て
い
る
。

帯
都
市
の
中
の
孤
犯
な
生
活
ぬ

介
護
事
業
の
事
業
内
容
は
そ
の
名
の
と

お
り
、
「
介
護
L

で
あ
る
。
介
護
と
は
「
自

立
が
で
き
な
い
、
ち
し
く
は
、
自
立
が
困

難
」
の
万
の
お
世
話
を
す
る
の
で
あ
る
が
、

ご
家
族
と
同
居
さ
れ
て
い
る
場
合
、
ひ
ど

く
雲
度
な
障
害
の
場
合
を
除
き
、
ご
家
族

の
万
が
お
世
話
を
す
る
の
で
事
業
所
の
出

番
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
そ
の
た
め
、
わ
が

社
の
利
用
者
の
閃
%
は
独
居
生
活
者
と
な

る
が
、
そ
の
多
く
は
女
性
で
あ
る
。

港
区
の
平
成
位
年
度
の
謁
査
に
よ
る
と

単
狛
也
帯
は
特
・
4
%
を
占
め
て
い
る
0

2
入
に
1
人
が
単
狛
世
帯
で
あ
る
と
す
れ

ば
、
利
用
者
の
印
%
が
独
居
生
活
者
で
あ

る
こ
と
は
驚
く
に
は
僅
し
な
い
。
つ
ま
り
、

港
区
で
生
活
す
る
高
齢
者
の
場
合
、
予
供

た
ち
は
殺
の
近
く
に
伎
み
た
く
て
ち
居
住

費
は
高
<
、
離
れ
た
と
こ
ろ
で
生
活
し
、

時
々
お
古
話
の
た
め
親
を
訪
ね
て
く
る
と

い
う
の
が
現
状
で
あ
り
、
そ
こ
に
我
々
の

出
番
が
あ
る
と
い
え
る
。

介
護
保
険
の
訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
で
は
、

日
常
生
活
仁
必
要
な
、
買
物
・
掃
除
洗

濯
・
詔
理
等
の
お
世
話
を
す
る
生
活
援
防

と
入
浴
介
鴎
・
食
事
介
副
・
排
池
介
即
等

の
身
体
介
護
の
2
通
り
の
サ
ピ
ス
類
裂

が
あ
る
。
2
0
0
6
年
度
の
介
護
保
険
制

度
の
改
正
に
よ
り
生
活
援
助
の
報
酬
は

「
1
時
間
以
上
L

は
一
定
額
に
な
る
こ
と
と

な
っ
た
。
し
だ
が
っ
て
、
そ
れ
を
超
え
る

持
問
、
生
活
援
助
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
必
要

が
あ
っ
た
と
し
て
ち
保
険
か
ら
は
介
護
事

9 



業
所
に
そ
れ
以
上
の
報
酬
が
支
払
わ
れ
る

こ
と
は
な
い
。

要
介
護
者
は
買
物
に
行
く
こ
と
す
ら
困

難
で
あ
り
、
外
出
は
当
然
控
え
が
ち
に
な

る
。
人
と
の
会
合
や
面
会
の
機
会
は
日
々

の
生
活
を
通
し
て
惚
め
て
少
な
く
な
ら
ざ

る
を
得
な
い
。
こ
う
し
た
独
居
の
万
々
が

最
ち
切
望
し
て
い
る
の
は
、
ヘ
ル
パ
ー
等

の
訪
問
者
と
の
会
話
で
あ
る
。
ヘ
ル
パ
ー

は
決
め
ら
れ
た
時
間
内
に
ケ
ア
プ
ラ
ン
に

基
づ
き
仕
事
を
す
る
。
部
屋
は
片
付
き
、

洗
濯
は
済
み
、
そ
し
て
、
そ
の
後
に
は
作

ら
れ
た
料
理
が
あ
る
。
ヘ
ル
パ
ー
か
ら
よ

く
耳
に
す
る
言
葉
で
あ
る
が
、
「
乞
う
少
し

話
し
て
い
か
な
い
つ
」
と
利
用
者
か
ら
し

ば
し
ば
一
言
葉
を
掛
け
ら
れ
る
そ
う
で
あ
る
。

ま
さ
に
「
人
は
パ
ン
の
み
に
て
生
き
る
ち

の
に
あ
ら
ず
」
で
あ
る
。

「
介
護
予
防
に
は
、
筋
ト
レ
1
0

筋
ト

レ
が
重
要
で
あ
る
け
ど
と
行
政
は
喧
伝
し

て
い
る
が
、
介
護
予
防
で
最
ち
重
要
な
問

題
は
認
知
症
予
防
で
あ
る
。
認
知
症
は
加

齢
に
よ
る
大
脳
の
生
理
学
的
な
機
能
低
下

に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
そ
の
大
脳
の

大
き
な
働
き
は
思
考
・
記
憶
・
判
断
・
遥

動
等
に
関
わ
る
情
報
処
理
で
あ
る
が
、
大

脳
で
の
情
報
処
理
の
う
ち

ω
%
以
上
は
首

か
ら
上
と
子
か
ら
入
る
情
報
の
処
理
で
あ

る
。
首
か
ら
よ
で
の
大
き
な
情
報
源
は
視

覚
・
発
声
・
聴
覚
・
味
覚
等
と
な
る
の
で
、

会
話
や
食
事
は
大
脳
に
と
っ
て
殊
の
外
大

切
な
刺
激
と
な
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
り
、

独
居
の
高
齢
者
に
と
っ
て
、
他
者
と
の
会

話
は
認
知
痕
予
防
仁
田
阻
め
て
重
要
な
行
為

と
い
え
る
の
で
あ
る
。

独
居
の
万
は
、
子
供
の
な
か
っ
た
万
、

早
く
に
配
偶
者
と
死
別
し
定
方
、
あ
る
い

は
、
一
生
独
身
を
通
し
た
万
と
さ
ま
ざ
ま

で
あ
る
が
、
高
齢
で
あ
る
が
た
め
親
族
と

の
付
き
合
い
ち
限
ら
れ
て
い
る
。
特
仁
、

7
7
供
の
な
い
万
の
場
合
、
出
身
地
が
地
万

で
あ
る
と
さ
ら
に
人
間
関
係
が
狭
め
ら
れ
、

子
術
等
の
立
会
い
の
際
に
は
大
変
困
る
一
し

と
が
あ
る
。
ま
だ
、
介
護
の
度
合
い
が
低

い
場
合
に
は
ヘ
ル
パ

i
の
訪
問
回
数
が
少

な
い
た
め
、
突
然
の
事
故
等
で
は
発
売
が

遅
れ
、
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
事
態
仁
至

る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
る
。
最
悪
の
事
態

を
避
け
る
た
め
の
安
否
確
認
シ
ス
テ
ム
と

し
て
、
ト
イ
レ
の
使
用
回
数
等
の
チ
工
ツ

ク
シ
ス
テ
ム
が
あ
る
が
、
問
時
間
1
度
ち

使
わ
れ
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
緊
急
に
訪

問
し
だ
と
こ
ろ
、
吐
血
し
、
既
に
脈
が
途

絶
え
て
い
た
ケ
ス
や
、
持
病
の
の
餓
病

が
悪
化
し
虚
血
性
状
態
で
俄
れ
て
い
だ
現

場
を
、
た
ま
だ
ま
別
件
で
訪
問
し
だ
へ
ル

パ
が
発
見
す
る
と
い
う
よ
う
な
ケ
ス

は
決
し
て
稀
で
は
な
い
。

全
く
身
寄
り
の
な
い
万
や
地
万
出
向
身
者

の
万
の
場
合
に
は
、
亡
く
な
ら
れ
て
か
ら

ち
大
変
で
、
生
前
に
お
誌
に
な
っ
て
い
た

こ
と
に
食
い
違
い
が
見
ら
れ
た
り
、
地
方

に
住
む
遠
縁
の
親
族
と
の
確
認
が
取
れ
て

い
な
か
っ
た
り
等
、
何
時
の
明
か
な
い
問
題

が
多
発
す
る
。
そ
し
て
、
火
葬
許
司
、
埋

葬
地
等
の
件
で
ち
事
が
う
ま
く
進
一
ま
な
い

こ
と
ち
多
<
、
生
前
の
ご
希
望
を
貯
え
よ

う
と
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
手
間
隙
は
掛
か
る

一
万
で
、
他
人
で
は
解
決
で
き
な
い
問
題

に
直
面
し
、
立
ち
往
生
す
る
こ
と
が
し
ば

し
ば
あ
る
。
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高齢問題

軍
都
、
心
の
中
の
都
心
で
の
介
護
一
事
構
A

介
護
の
現
場
で
は
、
厳
し
い
言
い
万
に

な
る
が
、
良
く
ち
悪
く
ち
「
地
獄
の
沙
汰

ち
金
次
第
」
で
あ
る
。
介
護
仁
は
保
険
制

度
が
あ
る
一
万
で
、
私
費
契
約
で
人
を
一
一
震

う
こ
と
ち
可
能
で
あ
り
、
病
院
で
の
療
養

と
は
大
き
く
異
な
る
。
独
居
で
、
今
後
の

生
活
の
こ
と
ち
あ
り
、
支
出
金
額
を
で
き

る
だ
け
抑
え
た
い
利
用
者
は
、
生
活
の
一

部
始
終
を
介
護
保
険
の
サ
ビ
ス
で
補
う

こ
と
は
で
き
な
い
(
介
護
保
険
で
受
け
ら

れ
る
サ
ー
ビ
ス
内
容
は
制
限
さ
れ
て
お
り
、

さ
ら
に
は
、
要
介
護
度
に
応
じ
て
保
険
給

付
限
度
額
ち
決
ま
っ
て
い
る
)
だ
め
に
、

ご
家
族
と
同
居
し
て
い
る
利
用
者
や
私
費

契
約
で
サ
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
利
用
者

と
比
較
し
て
、
利
用
者
に
と
っ
て
十
分
な

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
難
し
い
の
が
現
状
で

あ
る
。今
後
、
都
市
部
で
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア

ッ
プ
さ
れ
る
可
能
性
の
あ
る
問
題
は
、
家

を
抽
出
た
な
い
、
貯
え
の
少
な
い
高
齢
の
単

向
日
女
性
の
生
活
だ
。
最
近
で
は
男
女
間
の

所
得
格
差
は
か
な
り
縮
小
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
が
、
現
在
、
回
歳
以
上
の
女
性
の

所
得
は
男
性
に
出
べ
か
な
り
低
い
ち
の
で

あ
る
。
そ
の
結
果
、
支
給
さ
れ
る
年
金
額

ち
低
い
。
現
実
問
題
と
し
て
、
港
区
で
は
古
く
か

ら
の
木
造
の
賃
貸
住
宅
を
除
く
と
、
叩
万

円
以
下
で
住
居
を
確
保
す
る
こ
と
は
難
し

い
。
し
か
し
、
年
金
だ
け
で
は
叩
万
円
以

上
の
家
賃
を
支
払
う
こ
と
は
困
難
だ
。
こ

う
し
た
中
で
、
医
療
費
や
介
護
費
の
自
己

負
担
が
増
え
だ
場
合
に
は
、
サ
ビ
ス
自

体
を
受
け
ら
れ
な
い
高
齢
者
が
多
発
す
る

可
能
性
は
極
め
て
高
い
。
そ
し
て
、
こ
う

し
た
事
態
は
特
に
高
齢
の
単
身
女
性
に
集

中
し
て
く
る
。
配
偶
者
の
い
る
女
性
の
場

合
乞
油
断
は
禁
物
だ
。
配
偶
者
が
存
命
の

時
に
は
年
金
受
給
額
乞
多
い
が
、
遺
族
年

金
と
な
る
と
支
給
額
は
大
憶
に
減
額
さ
れ

る
。
そ
の
場
合
、
住
居
費
は
従
来
以
上
に

重
く
伸
し
掛
か
り
、
生
活
は
急
速
に
悪
化

す
る
。2
0
0
7
年
度
か
ら
は
「
団
塊
の
世
代
」

が
還
暦
を
迎
え
、
高
齢
単
身
女
性
の
数
十
巴

僧
加
す
る
。
現
状
の
介
護
制
度
の
下
で
は
、

現
実
の
問
題
と
し
て
生
活
が
困
窮
す
る

方
々
の
お
世
話
は
事
業
所
と
し
て
ち
極
め

て
荷
の
重
い
位
事
で
あ
る
。
筆
者
な
ど
は

仕
事
を
奉
仕
活
動
の
一
環
と
し
て
考
え
て

い
る
か
ら
細
か
い
こ
と
仁
志
対
処
で
き
る

の
で
あ
る
が
、
収
益
と
費
用
の
バ
ラ
ン
ス

を
第
一
に
考
え
る
な
ら
ば
、
ビ
ジ
ネ
ス
と

し
て
関
わ
っ
て
い
ら
れ
な
い
場
合
ち
数
多

く
あ
る
。
そ
の
一
万
で
、
都
必
の
中
の
都
ゆ
で
あ

る
こ
と
が
介
護
事
業
運
営
の
大
き
な
手
か

ぜ
足
か
廿
と
な
っ
て
い
る
問
題
が
あ
る
。

そ
れ
は
質
の
良
い
へ
ル
パ
ー
の
確
保
難
の

筒
題
だ
。
こ
の
地
で
は
能
力
の
あ
る
人
に

は
収
入
の
高
い
職
場
は
沢
山
あ
る
が
、
ヘ

ル
パ

l
の
収
入
は
毎

B
の
仕
事
量
に
応
じ

て
支
給
さ
れ
、
支
給
額
は
働
い
た
隠
閏
に

比
例
す
る
出
来
高
払
い
が
原
則
で
あ
る
。

し
か
し
、
保
険
か
ら
支
払
わ
れ
る
金
額
は

地
域
仁
よ
っ
て
若
干
の
加
算
は
あ
る
ち
の

の
、
ほ
ほ
一
律
で
同
じ
で
あ
る
。
ち
し
、

郊
外
か
ら
通
勤
に
1
時
間
を
要
す
る
と
す
J

る
な
ら
ば
、
往
復
で
2
時
間
の
時
間
的
な

口
ス
が
発
生
す
る
。
そ
の
た
め
、
時
給
単

価
が
ほ
ぼ
同
じ
な
ら
ば
、
ヘ
ル
パ
と
し

て
は
わ
ざ
わ
ざ
都
必
ま
で
出
か
け
る
必
要
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は
な
く
な
り
、
結
果
と
し
て
事
業
所
で
は

優
良
な
ヘ
ル
パ
の
確
保
は
極
め
て
図
難

と
な
る
。
事
業
所
と
し
て
は
、
時
町
給
単
価

存
」
他
の
地
域
よ
り
大
喝
に
泡
や
し
て
優
良

な
ヘ
ル
パ
を
確
保
し
た
い
の
は
ヤ
マ
ヤ

マ
だ
が
、
介
護
報
酬
の
単
価
が
頭
打
ち
で

あ
る
以
上
そ
う
ち
い
っ
て
い
ら
れ
な
い
。

今
後
、
一
L

の
港
区
で
は
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
人
は
急
増
す
る
。
し
か
し
、
お

世
話
を
す
る
有
能
な
ヘ
ル
パ
ー
の
確
保
は

難
し
い
と
な
れ
ば
、
「
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
現

場
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
」

経
営
側
の
者
と
し
て
は
極
め
て
不
安
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
収
入
源
の
少
な
い
高
齢
の

単
身
女
性
の
場
合
、
今
後
、
「
十
分
怠
介
護

サ
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
か
否
か
」
に
不

安
な
点
が
多
く
、
考
え
る
だ
け
で
ち
身
の

紹
る
思
い
が
す
る
。

繰
り
返
し
述
べ
て
き
た
こ
と
は
、
国
家

財
政
は
火
の
車
で
あ
り
、
会
後
の
社
会
保

輝
制
度
の
悪
化
は
自
明
の
理
と
な
っ
て
い

る
。
国
を
当
て
に
し
て
い
て
は
明
る
い
話

は
侭
一
つ
と
し
て
出
て
こ
な
い
。
し
か
し
、

港
区
は
数
多
く
あ
る
包
治
体
の
う
ち
極
め

て
財
政
的
に
恵
ま
れ
て
お
り
、
余
剰
金
を

ち
持
ち
合
わ
せ
る
ほ
ど
の
豊
か
な
自
治
体

で
あ
る
。
そ
の
港
区
で
は
、
合
後
、
急
速

に
高
齢
化
が
進
行
す
る
と
と
ち
に
急
増
す

る
高
齢
単
身
女
性
の
閤
で
は
生
活
窮
乏
者

の
多
発
が
予
測
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、

英
知
を
結
集
す
る
こ
と
に
よ
り
、
是
非
と

ち
明
る
い
指
針
を
提
示
し
て
ち
ら
い
た
い

ち
の
だ
。
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国会議員活動調査

人口問題をめぐ否

国会議員活動を振り返って

一ICPD行動計画実施に向けた国会議員活動調査からー

今
年
け
月
に
バ
ン
コ
ク
で
開
催
さ

れ
る
「
国
際
人
口
・
開
発
会
議
(
|

C
P
D
/
カ
イ
口
会
議
)
行
動
計
画

実
施
の
だ
め
の
国
際
人
口
・
開
発
議

員
会
議

(
l
p
C
1
2
0
0
6
と

を

前
仁
、
国
連
人
口
基
金

(
U
N
F
P

A
)
は
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ

ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム

(
A
F
P
P
O
)

な
ど
池
域
議
員
連
合
と
協
力
し
て
、

c
p
D
行
動
計
画
実
施
の
進
捗
状

況
に
関
す
る
謁
奇
を
行
っ
た
。
こ
の

調
査
の
目
的
は
、
カ
イ
ロ
会
議
以
降
、

各
国
の
議
員
が
取
り
組
ん
だ
活
動
内

容
を
精
査
す
る
と
と
ち
仁
、

U
N
F

P
A
と
国
会
議
員
ゲ
ル
ブ
と
の
強

い
協
力
関
係
を
分
析
す
る
こ
と
で
あ

る。

(
財
)
ア
ジ
ア
人
口
・
開
発
協
会

(
A
P
D
A
)
は
こ
の
調
査
に
協
力
し
、

こ
れ
ま
で
国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談

会

(
J
P
F
P
)
役
員
と
し
て
、
国

際
的
な
人
口
問
題
解
決
に
向
け
て
努

力
さ
れ
て
き
疋
楼
井
新
(
参
)
、
清
水

嘉
与
予
(
参
〉
、
南
野
知
恵
子
(
参
)
、

(
合
津
義
男
(
衆
)
各
議
員
に
詳
細
な

聞
き
取
り
を
行
っ
た
。
人
口
問
題
に

関
す
る
議
員
活
動
の
パ
イ
才
三
ア
と

し
て
活
躍
さ
れ
て
き
た

4
名
の
議
員

の
活
動
を
知
る
こ
と
は
、
議
員
外
受

と
国
連
と
の
協
力
関
係
の
あ
り
万
を

考
え
る
う
え
で
ち
有
意
義
で
あ
り
、

多
く
の
関
の
を
呼
ぶ
ち
の
と
な
ろ
う
。

(
間
聞
き
子
楠
本
修
A
P
D
A
事
務
局

長
、
竹
本
将
規
業
務
課
長
)
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人
口
問
題
巴
関
心
を
搭
つ
だ

経
緯

-
岸
信
介
元
総
理
(
国
際
人
口
問
題
誇4
員
懇

談
会
初
代
会
長
)
、
福

B
起
夫
元
総
理

(
国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
第
2
代
会

長
/
人
口
と
開
発
に
関
す
る
国
会
議
員
世

界
委
員
会

υ
G
C
P
P
D
初
代
議
長
)
、

佐
藤
経
一
沌
農
水
相

(
A
F
P
P
D
/
A
P

D
A
創
設
者
)
と
共
仁
ア
ジ
ア
各
地
芥
」
ロ

り
、
人
口
の
無
計
留
な
盟
加
が
貧
困
の
原

因
と
な
っ
て
い
る
現
状
を
見
て
、
間
際
的

な
平
和
と
抽
出
球
環
境
の
維
持
、
生
活
向
上

の
基
本
が
人
口
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し

た
。
私
自
局
、
土
木
技
術
者
で
あ
り
、
社

会
の
基
盤
整
備
が
専
門
な
の
で
、
人
口
問

題
を
解
決
す
る
基
盤
は
、
人
々
が
み
な
働

い
て
白
分
で
食
べ
て
い
け
る
環
境
を
作
る

こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
だ
め
、

包
会
議
員
の
人
口
問
題
に
対
す
る
活
動

が
、
持
続
可
能
な
開
発
の
文
脈
の
中
に
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
を
見
て
、
わ
が
意

芥
」
得
↑
に
り
と
思
っ
て
い
る
。
(
樫
井
議
員
)

-
国
会
議
員
に
な
る
以
前
か
ら
、
福
凹
起
夫

一
元
総
理
(
前
出
〉
の
董
…
砲
を
受
け
、
人
口

問
題
に
つ
い
て
関
心
を
抱
い
て
い
だ
。

元
々
、
環
境
問
題
に
深
い
関
心
を
詩
っ
て

い
た
が
、
国
会
議
員
に
な
っ
て
か
ら
包
際

人
口
問
題
議
員
懇
談
会

(
J
P
F
P
)
に

入
り
、
環
境
問
題
の
対
策
と
し
て
は
人
口

問
題
へ
の
対
処
が
効
果
的
で
あ
る
こ
と
を

理
解
し
だ
。
食
糧
安
全
保
障
を
実
現
す
る

4嬰井新・参議院議員
(さくらい しん)

昭和8年生まれ。早稲聞大学第理
工学部卒業。
昭和551'字、衆議院選挙に初当選。
以撞6期当選。平成13年、審議駐議
員選挙に当選。
自民党政調会長代理、国土政務次
官、東諾院内閣常在委員長、自民
党副幹事長、国務大臣環境庁長官
等を歴任。第2代人口と開発に関す
るアジア議員フォ ラム (AFPPD)
詩長、国際人口問題議員懇談会
(JPFP)副会長、 APDA理事。

だ
め
仁
ち
人
口
問
題
が
重
要
で
あ
る
こ
と

を
理
解
し
、
こ
う
し
だ
観
点
か
ら
人
口
問

題
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
(
(
〈
口
津
議
員
)
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-tと
ち
と
保
健
師
と
し
て
医
療
の
現
場
で

母
子
保
健
仁
従
事
し
、
そ
の
後
看
護
行
政

を
担
当
し
て
き
た
。
こ
の
中
で
公
衆
衛
生

の
改
善
が
女
性
の
環
境
改
善
に
非
常
仁
大

き
怠
影
響
を
与
え
る
こ
と
を
実
感
し
た
。

例
え
ば
、
日
本
の
戦
後
の
新
生
活
運
動
は
、

女
性
の
毅
出
用
水
準
の
向
上
、
衛
生
湯
境
、

家
族
の
健
康
の
向
上
で
大
き
な
成
果
を
あ

げ
だ
。
国
会
議
員
に
な
っ
て
か
ら
ち
、

J

P
F
P
の
活
動
を
通
し
て
ア
ジ
ア
各
閣
を

訪
問
し
、
戦
後
の

B
本
の
経
験
が
ア
ジ
ア

の
人
口
問
題
の
解
決
、
女
性
の
生
活
向
上
、

予
供
の
健
康
な
ど
の
改
善
仁
活
用
で
き
る

私
谷津義男・衆議院議員

(やつよしお)

昭和9年生まれ。法政大学法学部政
治学科卒業。
昭和61年、提議院選挙に初当選。
以植7期当選。
農林水産総括政務次官、自民党政
務調査会会長代理、農林水産大臣
を歴荘。
現章、自毘党組織本部長、自民党
総合農政調査会会長、地球環境白
際議連(グ口 ブ)会長等。国際
人口問題議員懇談合 ωPFP)副会
長国際協力部長、 APDA理事。



と
い
う
確
信
を
持
っ
た
。

(
清
水
議
員
)

-
看
護
師
、
周
産
舗
と
し
て
長
年
、
臨
床
・

毅
育
の
現
場
を
経
験
し
、
母
子
保
健
、
周

産
期
ケ
ア
に
携
わ
っ
て
き
た
の
で
、
女
性

に
と
っ
て
の
妊
娠
・
出
産
が
ど
れ
ほ
ど
大

き
な
意
昧
を
持
っ
か
と
い
う
こ
と
を
肌
身

で
感
じ
て
き
走
。
す
べ
て
の
生
ま
れ
て
く

る
命
が
望
ま
れ
、
祝
福
さ
れ
て
生
ま
れ
来

る
こ
と
が
で
き
る
社
会
を
作
る
こ
と
が
重

要
で
、
そ
の
だ
め
に
は
女
性
の
選
択
権
や
、

伎
に
対
す
る
知
識
、
身
を
(
寸
る
避
妊
法
な

ど
、
女
性
が
自
発
的
な
判
断
を
可
能
に
す

る
環
境
を
作
る
必
嬰
性
が
あ
る
こ
と
を
痛

感
し
て
い
る
。
人
口
問
題
は
人
の
数
を
減

ら
す
定
め
の
活
動
で
は
な
く
、
す
べ
て
の

命
が
祝
福
さ
れ
て
生
き
る
た
め
の
活
動
で

包会議員活動調査

あ
る
と
確
信
し
、
殺
7
7
の
紳
、
家
族
の
鮮

が
安
心
・
安
全
で
、
お
互
い
を
認
め
合
う

暮
ら
し
が
中
山
と
な
り
支
え
あ
う
こ
と
が

基
本
だ
と
信
じ
て
い
る
。
(
南
野
議
員
)

2 

i
C
P
D
「
行
動
計
画
」
の

推
進
区
向
け
、
ど
の
よ
う
な
活

動
を
行
っ
て
き
だ
か

-
力
イ
ロ
会
議
以
降
の
国
会
で
成
立
し
た
お

よ
そ
1
7
9
0
の
法
律
の
う
ち
、
「
人
口

と
開
発
」
「
リ
ブ
口
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル

ス
/
ラ
イ
ツ
L

コ
ヅ
工
ン
ダ

i
(男
女
)

の
平
等
」
「
宕
者
と
青
少
年
」
「
H

V

/

エ
イ
ズ
」
に
関
す
る
法
律
だ
け
で
ち
2
5

0
を
超
え
て
い
る
。
そ
の
他
の
法
律
の
中

清水嘉与子・参議院議員
(しみすかよこ)

昭和10年生まれ。東京大学医学部
寄生看護学科卒業。
東京大学医学部文部教官(保健学
科)、厚生省看護課長を経て、平成
元年参議院選挙当選。骨箇政務:i<
宮、国務大豆環境庁長官等を歴荘。
現在、参議院少子高齢社会に関す
る誤査会長、厚生骨働委員会委員、
自由民主党高齢者特別委員会委員
長等。層際人口問題議員懇談会事
務総長、 APDA;lj理事長。

に
ち
ー
c
p
D
行
動
計
画
に
関
わ
る
ち
の

が
含
ま
れ
て
い
る
。
自
分
達
ち
こ
れ
ら
の

法
律
ほ
と
ん
ど
に
コ
ミ
ッ
ト
し
だ
。
(
闘
世

丑
議
員
、
内
口
津
議
員
、
清
水
議
員
、
筒
野

議
員
)

-
日
本
政
府
か
ら
の
拠
出
会
に
つ
い
て
石
、

外
務
省
、
財
務
省
(
侶
大
蔵
雀
)
と
の
折

衝
で
毎
年
大
い
に
尽
力
し
て
き
て
い
る
。

(
棲
井
議
員
、
〈
合
津
議
員
)

-
1
9
9
2
年
に
A
F
P
P
D
議
長
に
就
任

し
て
か
ら
、

C
P
D
の
開
催
、

i
C
P

D
仁
併
せ
て
間
開
催
さ
れ
左
l
c
p
p
D
の

開
催
な
ど
を
通
じ
て
世
界
の
国
会
議
員
を

人
口
と
開
発
問
題
に
動
員
す
る
定
め
の
努

力
を
し
た
。
そ
の
後
十
口
、
世
界
社
会
開
発

南野知葱子・参謀説議員
(のおのちえこ)

昭和10年生まれ。大阪大学E宇部
付高助産時学桂卒業。
山口大学医療投術短期大学部教援、
日本赤十字看護大学教授を経て、
平成4年、参議院選挙で初当選。常
国政務:i<宮、車生労働副大臣、自
民党副幹事長、法務大臣を歴荘。
現在、参議院法務委員会委員、予
草委員会委員、経浩・産業・雇用
に関する調査会理事。層際人口問
題議員懇談会 (JPFP)副会長。
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サ
ミ
ッ
ト
、
第
4
ロ
女
性
会
議
、

F
A
O

世
界
食
糧
サ
ミ
ッ
ト
等
の
機
会
を
捉
え

て
、
人
口
と
開
発
に
関
す
る
世
界
の
国
会

議
員
の
畑
組
織
化
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
行

っ
て
き
た
。
そ
の
過
程
の
中
か
ら
「
人
口

と
開
発
に
関
す
る
ア
フ
リ
カ
・
ア
ラ
ブ
議

員
フ
ー
ー
ラ
ム

(
F
A
A
P
P
D
ご

や

「
人
口
と
開
発
に
開
閉
す
る
ヨ
ロ
ッ
パ
地

域
フ
ォ
ラ
ム

(
i
E
P
F
P
D
ど

が

形
成
さ
れ
て
い
っ
た
の
は
今
ち
誇
り
と
し

て
い
る
。

c
p
D
の
理
念
に
は
全
く
同

意
す
る
か
、

5
本
は
戦
後
l
C
P
D
の
理

念
に
あ
る
よ
う
な
生
活
改
善
を
積
極
的
に

行
い
、
そ
の
結
果
と
し
て
高
度
成
長
を
遂

げ
て
き
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

日
本
で
は

C
P
D
以
前
に
十
分
成
果
が

上
が
っ
て
い
つ
だ
こ
と
を
ま
ず
評
価
す
べ

き
で
あ
る
。
(
楼
井
議
員
)

-
A
F
P
P
D
の
議
長
と
し
て
、

i
p
C

2
0
0
2
と
し
て
開
催
さ
れ
た
オ
タ
ワ
会

議
の
運
営
委
員
会
を
招
轄
し
、
起
草
委
員

長
を
務
め
、

l
p
C
1
2
0
0
4
ス
ト
ラ

ス
ブ
ル
会
議
で
ち
起
革
委
員
長
を
務
め

走
。
ま
た
現
在
は
、
列
国
議
会
岡
田
皿

(
i

P
U
)
の
日
本
代
表
と
し
て
、

-
P
U
の

場
に
人
口
問
題
を
持
ち
込
む
努
力
を
し
て

い
る
。
先
日
開
催
さ
れ
た

P
U
会
議
で

ち
人
口
問
題
仁
関
す
る
ス
ピ
ー
チ
を
行
っ

た。

-
P
U
は
人
口
問
題
を
専
門
に
取
り

扱
う
機
関
で
は
な
い
か
、
世
界
中
全
て
の

議
会
が
会
員
と
な
っ
て
お
り
、
他
の
包
会

議
員
へ
の
啓
発
の
効
果
を
考
え
れ
ば
重
要

な
機
会
で
あ
る
と
考
え
走
か
ら
で
あ
る
。

U
N
F
P
A
や
A
F
P
P
D
の
主
催
す
る

国
際
会
議
で
人
口
問
題
が
議
論
さ
れ
る
の

は
当
然
で
あ
る
が
、
そ
の
ほ
か
の
国
際
会

議
で
は
人
口
問
題
が
積
極
的
に
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
な
い
。
人
口
問
題
の
重
要
性
を

密
発
す
る
た
め
に
、
今
回
の
よ
う
に
、

P
U
な
ど
人
口
問
題
を
専
門
と
し
な
い
国

際
会
議
で
、
人
口
問
題
に
関
心
を
持
疋
怠

い
医
会
議
員
に
対
し
て
官
発
活
動
を
続
け

る
こ
と
ち
非
常
仁
有
意
義
で
あ
る
と
思

う
。
ま
た
、
地
球
環
境
国
際
議
員
透
明
皿

(
G
L
O
B
E
〉
ジ
ャ
パ
ン
の
会
長
を
務

め
て
お
り
、
国
内
の
N
G
O
と
密
に
連
絡

を
取
り
、
人
口
と
環
境
問
題
に
つ
い
て
共

同
で
作
業
を
し
て
き
だ
。
理
事
を
務
め
て

い
る
A
P
D
A
の
活
動
ち
、
そ
の
中
山
山
的

な
ち
の
の
一
つ
で
あ
る
。
(
(
〈
口
津
議
員
)
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-
現
在
、
参
議
院
の
少
子
高
齢
社
会
認
査
会

長
と
し
て
日
本
が
直
聞
し
て
い
る
少
子
化

対
策
や
高
齢
者
問
題
に
関
わ
っ
て
い
る
。

ま
だ
厚
生
労
働
委
員
会
に
所
属
し
て
、
年

金
・
医
療
・
介
護
と
い
っ
た
社
会
保
障
制

度
全
般
、
母
子
の
健
康
や
障
害
者
、
次
世

代
育
成
、
男
女
共
同
参
画
社
会
政
策
な
ど
、

厚
生
労
働
政
策
に
関
わ
る
問
題
に
取
り
組

み
、
必
要
な
法
制
化
を
進
め
て
い
る
。

か
つ
て
看
護
行
政
仁
携
わ
っ
て
い
た
時
、

W
H
O
の
プ
ラ
イ
マ
リ
ヘ
ル
ス
ケ
ア
国

際
会
議
に
参
加
し
、

P
H
C
の
考
え
方
を

看
護
活
動
を
通
し
て
、
開
発
途
上
国
に
広

め
て
い
く
こ
と
の
意
義
を
認
識
し
、

J
i

C
A
や
罰
際
看
護
士
公
流
協
会
を
通
じ
て
ア

ジ
ア
の
国
々
と
壱
護
教
育
プ
ロ
ジ
工
ク
ト

を
進
め
た
り
、
地
域
の
P
H
C
活
動
の
推

進
に
関
わ
っ
て
き
た
経
験
を
持
っ
て
い
る
。

ま
た
、

J
P
F
P
事
務
総
長
、

A
P
D

A
副
理
事
長
と
し
て
、
多
く
の
人
口
と
開

発
に
関
わ
る
事
業
を
推
進
し
て
き
た
。
具

体
的
に
は
、
第
4
回
国
連
世
界
女
性
会
議

(
F
W
C
W
)
仁
併
ぜ
て
開
催
さ
れ
だ
国



際
女
性
・
人
口
・
開
発
議
員
会
議

(
l
M

P
G
P
D
)
の
議
長
を
務
め
た
こ
と
が
特

に
印
象
に
残
っ
て
い
る
。
(
清
水
議
員
)

-
っ
女
性
と
人
権
」
や
「
リ
ブ
ロ
ダ
ク
テ
ィ

ブ
・
ヘ
ル
ス
・
一
フ
イ
ツ
L

と
い
っ
た
テ
ー

マ
仁
関
す
る
、

J
P
F
P
を
含
む
超
党
派

議
員
グ
ル
プ
の
勉
強
会
で
、
他
の
国
会

議
員
や
政
府
機
関
関
係
者
と
活
発
仁
交
流

を
闘
っ
て
き
た
。
ま
定
、

A
P
D
A
や
家

族
計
画
国
際
協
力
財
毘

(
J
O
i
e
F

P
)
、
U
N
F
P
A
東
京
事
務
所
、
ま
だ

日
本
看
護
協
会
と
連
携
し
な
が
ら
、

c

p
D
行
動
計
画
の
前
進
に
向
け
努
力
を
続

け
て
い
る
。
国
際
的
な
協
力
と
し
て
は
、

ク
ロ
ア
チ
ア
議
連
を
通
じ
て
ザ
グ
レ
ブ
に

巳
本
大
使
館
を
設
立
し
、
ベ
ト
ナ
ム
で
は

助
産
師
協
会
を
設
立
し
、
毘
際
的
な
仲
間

入
り
を
支
媛
し
、
母
子
保
健
に
関
し
て
ジ

ャ
パ
ン
・
ヘ
ル
ス
・
デ
ィ
を
作
り
母
子
保

健
、
リ
ブ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
へ
の

関
与
を
行
っ
て
い
る
。
同
様
に
、
フ
ィ
ソ

ピ
ン
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
中
国
で
の
活
動
経

験
ち
あ
る
。
ま
た
、

U
N
I
C
E
F
と
の

事
業
と
し
て
ハ
イ
チ
訪
問
や
W
H
O
の
事

国会議員活動議査

業
と
し
て
専
門
家
会
議
の
指
導
を
受
け
だ

妊
産
婦
の
健
康
に
関
す
る
活
動
に
つ
い
て

各
留
を
訪
問
し
だ
。
さ
ら
に
、
ち
う
少
し

大
き
な
こ
と
で
は
、

H

V

/
工
イ
ズ
信

託
基
金
を
設
立
し
、
リ
ブ
ロ
ダ
ク
テ
ィ

ブ
・
ヘ
ル
ス
と
H
i
V
/
エ
イ
ズ
予
防
を

有
機
的
に
連
携
さ
せ
だ
経
験
が
あ
る
。
モ

ン
ゴ
ル
訪
問
に
お
い
て
は
、
周
産
期
支
援

を
め
ざ
し
訪
問
し
、
即
産
師
協
会
設
立
に

努
力
し
て
い
る
。
(
南
昭
討
議
員
)

-
A
P
D
A
主
催
の
「
人
口
と
開
発
に
関
す

る
ア
ジ
ア
国
会
議
員
代
表
者
会
議
」
を
は

じ
め
、

A
F
P
P
D
主
催
等
地
域
会
議
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
際
会
議
に
参
加
し
、

ア
ジ
ア
を
含
め
、
多
く
の
国
会
議
員
組
織

と
交
流
、
連
携
を
図
っ
て
き
た
。

A
F
P

P
D
な
ど
の
他
域
グ
ル
ブ
で
、
活
躍
す
る

国
会
議
員
の
多
く
は
長
期
的
に
こ
の
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
る
た
め
に
、
親
密
な
信

頼
関
係
を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
思

う
。
各
議
員
と
の
議
論
を
過
し
て
、
各
国

の
実
態
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
い
く
中

で
、
多
く
の
国
々
で
状
況
に
遣
い
は
当
然

あ
る
ち
の
の
、
共
通
の
問
題
を
抱
え
て
い

る
こ
と
を
認
識
し
た
こ
と
を
特
筆
し
て
お

き
走
い
。
例
え
ば
、
数
育
の
面
で
あ
れ
、

経
済
的
な
側
闘
で
あ
れ
、
多
く
の
国
で
は

女
性
仁
し
わ
寄
世
が
き
て
い
る
実
情
が
あ

る
。
こ
う
い
っ
疋
共
通
の
問
題
が
あ
る
こ

と
を
知
っ
た
こ
と
で
、
活
動
の
万
向
性
が

見
出
ぜ
た
ち
の
と
思
う
。
(
楼
井
議
員
、

谷
津
議
員
、
清
水
議
員
、
南
野
議
員
)

3 

「
行
動
計
画
」
を

推
進
す
る
に
あ
た
り
直
面
し
だ

主
な
医
難
と
戦
略

ー

C
P
D

-
人
口
問
題
は
筏
々
な
地
球
規
模
的
な
問
題

の
根
源
で
あ
る
。
日
本
で
は
急
速
な
少
子

化
が
進
展
し
、
人
口
増
加
と
い
う
意
味
で

の
人
口
問
題
は
過
去
の
問
題
と
し
て
捉
え

ら
れ
て
い
る
為
、
一
般
の
人
々
に
問
題
意

識
を
持
っ
て
ち
ら
い
ず
ら
い
部
分
が
あ

る
。
(
楼
井
議
員
、
谷
津
議
員
、
清
水
議

員
-
日
本
政
府
は
深
刻
な
財
政
危
機
に
あ
り
、

小
泉
内
閣
に
お
け
る
財
政
構
造
改
革
は
聖
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域
を
設
け
ず
、
財
政
安
出
の
均
衡
化
を
目

指
し
走
。
そ
の
だ
め
O
D
A
支
援
額
十
ち
低

下
の
一
途
を
辿
っ
て
い
る
。
ほ
と
ん
ど
の

国
際
機
関
仁
対
し
て
日
本
か
ら
の
拠
出
金

は
大
幅
に
減
額
し
て
い
る
現
状
の
な
か

で、

U
N
F
P
A
の
減
額
分
が
椙
対
的
に

少
な
い
こ
と
は
、

J
P
F
P
が
中
山
と
な

り
人
口
分
野
に
対
す
る
拠
出
を
継
続
し
、

減
額
を
食
い
止
め
る
必
死
の
努
力
を
し
て

い
る
成
果
が
出
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
。

し
か
し
、
ー

c
p
D活
動
に
つ
い
て
は
成

果
が
見
え
に
く
い
た
め
に
、
財
政
削
減
を

定
め
る
政
府
に
対
し
て
説
明
が
難
し
い
。

ま
だ
、
国
連
の
日
本
の
O
D
A
評
価
が
十

分
に
行
わ
れ
て
い
な
い
た
め
に
、
圏
内
出

論
の
共
感
を
呼
ん
で
こ
な
い
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
る
。

υ
N
F
P
A
を
は
じ

め
と
す
る
国
連
機
関
を
中
心
仁
、
日
本
の

O
D
A
拠
出
に
対
す
る
正
当
な
評
価
が
行

わ
れ
、
そ
の
効
果
が
国
民
の
悶
仁
認
識
さ

れ
れ
ば
日
本
の
国
内
世
識
に
ア
ど
ー
ル
で

き
る
よ
う
に
な
り
、

J
P
F
P
活
動
が
よ

り
、
活
発
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
(
楼

井
議
員
、
〈
〈
口
津
議
員
、
清
水
議
員
、
南
野

当
誠
一
貝
)

-
議
員
活
動
の
一
環
と
し
て

C
P
D
行
動

計
画
の
推
進
仁
は
出
来
る
だ
け
尽
力
し
て

き
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
自
分
の
活
動

仁
対
し
、
間
出
際
的
見
地
か
ら
の
反
応
が
、

U
N
F
P
A
か
ら
提
供
さ
れ
な
か
っ
た
こ

と
が
、

c
p
D行
動
計
画
を
推
進
し
て

ゆ
く
上
で
の
医
難
で
あ
つ
だ
と
言
え
ば
三
一
口

え
な
く
ち
な
い
。

「
人
口
・
開
発
に
お
け
る
国
会
議
員
活

動
」
と
「
U
N
F
P
A
の
国
会
議
員
を
対

象
と
し
た
活
動
」
は
全
く
別
の
ち
の
で
あ

る
と
い
う
認
識
を
U
N
F
P
A
内
部
で
確

立
し
て
い
疋
だ
き
、
そ
の
上
で
、
協
力
者

で
あ
る
国
会
議
員
へ
の
説
明
・
報
告
・
連

絡
体
制
を
確
立
し
て
ゆ
く
こ
と
が
、
両
者

の
発
展
的
協
力
関
係
を
築
き
、

c
p
o

行
動
計
画
の
推
進
へ
の
鍵
と
な
る
ち
の
で

は
な
い
か
と
考
え
る
。
(
谷
津
議
員
)

-
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
推
進
を
め

ぐ
る
教
育
の
問
題
、
ジ
工
ン
ダ
l
、
H

V
/
工
イ
ズ
、
貧
困
撲
滅
や
家
族
計
画
な

ど
多
く
の
問
題
に
つ
い
て
、
縦
割
り
で
事

業
が
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
最
ち
大
き

な
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
は
互
い

に
関
連
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
個
々

で
活
動
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
上
の
連
携
が

十
分
に
な
さ
れ
て
い
る
と
は
い
い
が
だ
い

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
援
朗
さ

れ
て
い
る
国
が
、
そ
の
習
の
政
策
の
中
仁

支
援
の
意
図
を
ど
こ
ま
で
汲
み
取
っ
て
い

る
の
か
が
十
分
に
見
え
て
こ
な
い
の
が
問

題
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
被
援
附
出
国
の
自

立
支
援
を
行
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
が
、

そ
の
自
立
度
が
ど
の
程
度
改
善
さ
れ
て
い

る
の
か
が
見
え
て
こ
な
い
。
援
助
国
の
意

図
が
押
し
付
け
が
ま
し
い
ち
の
と
な
っ
て

し
ま
っ
て
は
良
く
な
い
が
、
そ
の
関
係
を

ち
う
少
し
明
確
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
忠
わ
れ
る
。
(
清
水
議
員
)

18 

-
ー

c
p
o行
動
計
画
と
「
行
動
計
画
L

を

推
進
す
る
に
あ
た
り
、

U
N
F
P
A
と
議

連
が
協
謁
し
て
活
動
を
続
け
て
い
く
だ
め

に
は
、
活
動
万
針
や
経
過
報
告
な
ど
を
含

め
て
、

U
N
F
P
A
か
ら
国
会
議
員
に
対

し
て
詳
細
な
連
絡
体
制
を
強
化
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
。
ま
だ
双
万
の
説
明
責
任

の
果
た
し
万
な
ど
を
十
分
に
検
討
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
(
楼
井
議
員
)



-
教
育
、

般
的
な
P
R
活
動
、
国
会
議
員

へ
の
ア
ド
ポ
カ
シ

i
が
有
効
な
手
立
て
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
異
体
的
な
作
業
と

し
て
、
ス
マ
ト
ラ
津
波
被
災
者
へ
配
布
し

だ
U
N
F
P
A
の
キ
ッ
ト
は
、
日
本
か
ら

の
支
援
で
行
わ
れ
た
ち
の
で
、
そ
の
キ
ッ

ト
を
(
〈
口
恒
被
一
財
務
長
官
や
安
倍
晋
一
一
一
官

房
長
官
へ
持
参
し
、
援
部
と
活
動
内
容
を

説
明
し
て
き
定
。
非
常
用
袋
に
「
日
本
の

人
々
か
ら
の
支
援
」
と
明
記
し
左
り
、
日

の
丸
を
染
め
ぬ
く
な
ど
支
援
国
へ
の
感
謝

右
一
部
さ
れ
て
お
り
、

ζ
う
し
た
具
体
的
な

務
発
が
非
常
仁
雲
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
地
域
国
会
議
員
グ
ル
ブ
や
U
N

F
P
A
と
直
接
会
い
、
実
回
開
的
な
話
を
し

て
い
く
こ
と
で
、
相
互
に
プ
ラ
ス
に
な
る

と
考
え
て
い
る
。
(
南
野
議
員
)

国会議員活動調査
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著f人口目開発目食糧を考えるj佐藤隆

誌
上
再
録

人
口
• 
開
発

食
糧
を
考
え
る

• 
故佐藤経・衆議院議員

(さとう たかし)

佐
藤

元農水大臣、国際人口問題議員懇
談会 (JPFP)元代表幹事、国連開
発計菌 (UNDP)元顧問、人口と
開発に関するアジア議員フォ ラ
ム (AFPPD)初代議長、(財)ア
ジア人口・隠尭協会 (APDA)創
始者目元理事長、函連平和賞畳賞

隆

著

(
財
)
ア
ジ
ア
人
口
・
開
発
協
会

(
A
P
D
A
)
は
、
来

年
2
月
、
設
立
お
周
年
を
迎
え
る
。

A
P
D
A
の
原
点
は
、
国
会
議
員
活
動
を
通
じ
て
「
人
口

と
開
発
に
関
す
る
諸
問
題
」
の
解
決
に
取
り
組
み
、
人
類
と

地
球
の
平
和
な
共
生
を
実
現
す
る
こ
と
に
あ
る
。

人
口
と
間
発
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
の
重
要
性
が
ま
す
ま

す
高
ま
る
こ
の
機
会
に
、
改
め
て
A
P
D
A創
設
者
で
あ
り
、

こ
の
問
題
に
献
身
的
に
取
り
級
ん
だ
故
佐
藤
隆
氏
(
元
農
水

大
臣
、

A
F
P
P
D
初
代
議
長
、
元
A
P
D
A
理
事
長
)
が

そ
の
思
い
を
記
録
し
た
著
書
「
人
口
・
開
発
・
食
穏
を
考
え

る
」
を
取
り
上
げ
、

8
回
に
分
け
て
迷
載
し
、
あ
る
国
会
議

員
の
視
点
と
先
見
性
、
そ
の
足
跡
を
再
録
し
て
み
た
い
。

同
書
は
す
で
に
絶
版
と
な
っ
て
お
り
、
再
刊
を
望
む
声
が

強
い
た
め
、
こ
こ
に
取
り
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。

(
役
職
・
表
記
等
は
著
作
の
ま
ま
で
潟
載
)

名
勺
油
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f第1由人口と周発に関する国会議員代表者会議Jの照会式で、 AFPPD
議長として歓迎挨拶をする著者 (1985.2.5東京)

序

文

安

{吉

晋
太
郎

わ
が
向
志
で
あ
り
、
人
口
・
食
糧
問
題

に
関
し
て
、
国
会
切
っ
て
の
政
策
通
と
し

て
、
高
い
見
識
を
ち
つ
佐
藤
隆
君
が
『
人

口
・
開
発
・
食
糧
を
考
え
る
』
を
上
梓
さ

れ
た
。佐
一
際
君
が
、
世
界
平
和
に
直
結
す
る
こ

の
人
類
永
遠
の
課
題
と
ち
い
う
べ
き
問
鐙

を
、
政
治
家
の
目
で
と
ら
え
、
解
決
に
向

け
て
情
熱
を
燃
や
し
、
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
を

つ
く
さ
れ
て
か
ら
す
で
に
久
し
い
。

佐
藤
君
が
、
直
接
、
ラ
イ
フ
・
ワ
ー
ク

と
し
て
人
口
・
食
糧
問
題
と
取
り
組
む
き

っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
一
九
七
一
一
一
年
の
こ

と
で
あ
る
。
私
の
岳
父
、
岸
信
介
が
ア
ジ

ア
人
口
事
情
視
察
団
団
長
と
し
て
イ
ン
ド
、

タ
イ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
な

ど
を
視
察
し
だ
折
り
、
同
行
し
て
、
こ
と

の
深
刻
さ
を
身
を
ち
っ
て
認
識
さ
れ
だ
こ

と
に
始
ま
る
。

早
速
、
翌
年
に
は
、
衆
・
参
両
院
の
超

党
派
国
会
議
員
一
一
九
名
よ
り
な
る
「
国

際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
L

(

岸
信
介
会
長
)

設
立
に
参
加
さ
れ
、
以
来
代
表
幹
事
と
し

て
ア
ジ
ア
各
国
を
は
じ
め
世
界
各
地
を
東

奔
西
走
、
わ
が
国
の
国
際
活
動
推
進
の
中

心
的
容
在
と
し
て
、
多
大
の
貢
献
を
さ
れ

て
き
走
。
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こ
う
し
だ
佐
厳
君
の
ひ
疋
む
き
な
努
力

が
国
際
社
会
で
ち
高
<
評
価
さ
れ
、
一
九

八
五
年
四
月
、
栄
え
あ
る
「
鴎
連
平
和
賞
」

を
受
賞
さ
れ
た
の
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ

ろ
で
あ
る
。

人
口
・
食
糧
分
野
で
の
わ
が
国
に
お
け

る
向
賞
の
受
賞
者
は
岸
信
介
、
福
巴
起
夫

再
一
元
首
相
に
次
ぐ
三
人
呂
、
と
い
う
快
挙

で
あ
る
。
全
地
球
的
規
模
で
解
決
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
人
口
・
開
発
・
食
糧
問
題
ほ
、

ま
さ
に
人
類
生
存
の
た
め
の
基
本
的
大
課

題
で
あ
る
。

発
展
途
上
国
で
調
整
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
人
口
爆
発
問
題
は
、
こ
れ
を
解
決
し

だ
わ
が
国
な
ど
、
先
進
諸
間
に
あ
っ
て
は
、

他
万
で
人
口
の
「
高
齢
化
L

現
象
を
生
ん

で
い
る
。
こ
の
よ
う
に
「
人
口
問
題
は
、

一
つ
の
問
題
解
決
が
新
疋
な
問
題
芝
生
む
」

と
い
う
難
解
な
本
質
を
内
包
し
て
い
る
。
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こ
の
だ
び
佐
藤
君
が
、
白
頃
の
葱
蓄
を

傾
け
て
刊
行
さ
れ
だ
本
豊
田
は
、
豊
富
な
資

料
、
デ
ー
タ
を
盛
り
こ
ま
れ
た
貴
重
な
警

世
の
警
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
に
数
多
く
の

示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
好
個
の
警
で
あ
る
。

刊
行

Z
当
だ
っ
て

序

プT

佐
藤
隆
君
が
人
口
問
題
に
取
り
組
む
き

っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
私
が
団
長
を
つ

と
め
た
一
九
七
一
一
一
年
の
ア
ジ
ア
の
人
口
事

情
視
察
で
認
識
し
だ
厳
し
い
現
実
で
し
た
。

爾
来
、
匿
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
の
中

山
山
人
物
の
一
人
と
し
て
の
目
ざ
ま
し
い
活

躍
と
共
仁
、
佐
藤
君
の
人
口
問
題
仁
対
す

る
情
熱
と
使
命
感
が
、
↑
し
こ
に
人
口
・
開

発
・
食
糧
を
テ
ー
マ
と
す
る
著
書
仁
み
ご

と
に
結
実
し
疋
と
思
い
ま
す
。

佐
藤
君
が
ζ
れ
か
ら
ち
日
本
の
国
際
協

力
を
更
に
実
り
あ
る
ち
の
に
し
て
く
れ
る

こ
と
を
、
ゆ
か
ら
期
待
し
て
や
み
ま
ぜ
ん
。

刊
行
を
喜
ん
で

干昌

起

夫

田

佐
藤
隆
君
は
世
界
人
類
の
平
和
と
い
う

巴
標
に
向
け
『
人
口
と
開
発
』
と
い
う
中

山
テ
マ
を
ち
っ
て
既
仁
二
十
年
、
世
界

中
の
人
々
に
積
極
的
に
働
き
か
け
て
こ
ら

れ
ま
し
た
。

局
時
に
総
合
安
全
保
障
の
観
点
か
ら
、

国
際
協
力
の
推
進
仁
志

B
本
の
政
治
家
と

し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
こ
ら
れ
ま

し
だ
。今
回
、
そ
の
経
験
と
思
索
を
ま
と
め
刊

行
さ
れ
た
本
著
は
世
界
平
和
を
願
う
多
く

の
分
野
の
人
々
に
貴
重
な
示
唆
を
与
え
て

く
れ
る
ち
の
と
確
信
し
ま
す
。

刊
行
を
祝
す

国
連
人
口
活
動
基
金
(
U
N
F
P
A
)
事
務
局
長

ラ
フ
ァ
工
ル
・

M
・
サ
ラ
ス

日
本
の
衆
議
続
議
員
佐
藤
隆
先
生
は
、

国
連
平
和
賞
の
受
賞
者
で
あ
り
、
人
口
分

野
に
お
け
る
国
際
協
力
の
第
一
人
者
と
し
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て
精
力
的
に
尽
力
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
び
、
人
口
、
開
発
、
食
糧
と
い
う

互
い
に
重
要
な
相
関
関
係
を
ち
ち
、
か
っ

非
常
に
複
雑
な
問
題
に
関
す
る
優
れ
だ
著

作
を
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。

人
口
問
題
は
、
人
間
の
性
行
動
と
ち
関

連
が
あ
る
た
め
、
い
つ
の
は
肘
代
に
お
い
て

ち
非
常
に
微
妙
な
課
題
で
す
。
し
か
し
、

左
ん
に
そ
れ
の
み
で
な
く
、
佐
藤
先
生
が

認
識
し
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、
人
口
と
資

源
の
不
均
衡
は
、
開
発
と
自
給
自
足
へ
の

全
て
の
努
力
を
無
に
し
か
ね
ま
せ
ん
。
そ

の
だ
め
に
ち
、
人
口
を
学
問
的
に
様
々
な

局
面
か
ら
討
議
し
、
ま
だ
理
解
す
る
こ
と

が
雲
嬰
な
の
で
す
。

f密連平和賞j表彰の親書(上)と問
メダル(下)ケースは国際人口問題議

員懇談会から鰭られたもの

本
章
一
自
に
お
い
て
、
佐
藤
先
生
は
人
口
問

題
を
多
面
的
な
角
度
か
ら
取
り
上
げ
て
お

ら
れ
ま
す
。
過
去
二
十
年
に
わ
た
る
佐
藤

先
生
の
世
界
平
和
へ
の
献
身
が
、
今
回
の

刊
行
に
結
実
し
疋
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

(
(
財
)
ア
ジ
ア
人
口
・
開
発
溺
会
訳
)

発
刊
に
寄
ぜ
て
日
本
大
学
人
口
研
究
所
名
誉
所
長

黒

田

俊

夫

第
二
次
大
戦
後
の
日
本
が
果
た
し
た
大

き
な
罰
際
的
貢
献
の
一
つ
が
人
口
転
換
で

あ
る
こ
と
は

B
本
で
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て

い
な
い
。
し
か
し
、
ア
ジ
ア
の
多
く
の

酒
々
が
包
本
の
こ
の
人
口
転
換
と
こ
れ
を

め
ぐ
る
人
口
問
題
に
深
い
聞
閣
の
を
ち
っ
て

い
る
こ
と
を
、
私
ど
ち
は
理
解
す
る
必
要

が
あ
る
。
そ
れ
は
、
日
本
の
人
口
転
換
の

達
成
は
、
西
欧
文
化
問
国
の
外
で
実
現
さ
れ

た
初
め
て
の
経
験
で
あ
り
、
欧
米
社
会
以

外
で
ち
人
口
転
換
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を

ア
ジ
ア
の
国
々
は
知
る
こ
と
が
で
き
た
か

ら
で
あ
る
。

人
口
転
換
と
産
業
転
換
を
達
成
し
だ
臼

本
は
、
先
輩
と
し
て
ア
ジ
ア
の
多
く
の

国
々
の
期
待
に
こ
た
え
る
責
任
と
義
務
を

t
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
ア
ジ
ア
、
そ
し
て

世
界
の
平
和
と
繁
栄
へ
の
日
本
の
貢
献
で

あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
日
本
の
生
容
に
と

っ
て
ち
不
可
欠
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

人
口
の
分
野
に
お
け
る
強
力
な
国
際
的

協
力
が
要
請
さ
れ
て
い
る
合

B
、
日
本
の

「
国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
L

の
役
割
は

き
わ
め
て
大
き
く
、
ま
た
そ
の
積
極
的
活

動
は
国
際
的
に
ち
脚
光
を
浴
び
始
め
て
い

る
。
こ
の
「
国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
」

の
会
長
、
元
首
相
福
田
制
夫
先
生
の
ち
と

に
代
表
幹
事
と
し
て
、
ま
た
「
人
口
と
開

発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ラ
ム
L

の
議
長
と
し
て
の
佐
藤
隆
先
生
の
活
動
は

め
ざ
ま
し
い
。
そ
の
偉
大
な
貢
献
と
国
際

的
評
価
は
、
一
九
八
五
年
に
受
賞
さ
れ
た

毘
際
連
合
平
和
賞
に
よ
っ
て
十
分
に
実
証

さ
れ
て
い
る
。

本
警
は
佐
藤
先
生
の
広
汎
な
活
動
と
そ

れ
に
基
づ
く
深
い
思
索
の
仕
問
自
由
で
あ
る
。

ア
ジ
ア
の
人
口
問
題
は
き
わ
め
て
深
刻
で

あ
り
、
世
界
の
生
存
け
に
か
か
わ
る
問
題
で

ち
あ
る
。
二
十
一
世
紀
の
運
命
は
、
こ
こ
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一
O
年
、
二

O
年
の
人
類
の
決
ゆ
と
行
動

に
か
か
っ
て
い
る
。
一
し
の
重
大
な
転
換
期

に
直
面
し
て
い
る
我
々
の
、
佐
藤
先
生
に

期
待
す
る
と
こ
ろ
き
わ
め
て
大
き
い
。
切

に
先
生
の
御
健
康
と
俄
活
躍
を
祈
っ
て
止

ま
な
い
。

発
刊
を
祝
し
て

右端は佐藤耀子著者夫人

東
京
大
学
名
誉
教
授

(
財
)
日
本
国
際
教
育
協
会
理
事
長

野

重

{壬

J 11 

人
口
と
食
渇
問
題
と
の
つ
な
が
り
は
、

土
白
く
て
釈
し
い
問
題
で
あ
る
。
か
つ
て
マ

ル
サ
ス
人
口
法
則
の
下
、
食
糧
生
産
の
増

加
郎
人
口
増
加
と
し
て
、
貧
困
の
再
生
産

に
つ
な
が
る
面
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
、

今
、
人
間
開
発
、
そ
の
結
果
と
し
て
の
家

族
計
画
の
登
場
は
、
多
く
の
発
展
途
上
国

在
全
く
新
た
な
発
展
の
軌
道
仁
乗
せ
始
め

つ
つ
あ
る
と
見
て
よ
い
。
人
悶
能
刀
の
開

発
が
い
わ
ば
累
積
的
に
無
限
に
発
展
へ
の

展
望
を
拓
く
と
ち
見
得
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
し
て
今
、
ア
ジ
ア
が
そ
の
中
品
川
舞
台

の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で

ち
な
い
。
い
わ
ゆ
る
、
新
興
工
業
淘
の
多

く
が
こ
の
地
域
に
あ
る
こ
と
が
こ
れ
を
物

語
る
が
、
そ
の
気
遣
は
そ
の
他
全
地
域
に

及
び
つ
つ
あ
る
亡
見
て
よ
い
。

本
書
の
編
著
者
、
佐
膝
隆
代
議
士
は
、

い
わ
ば
こ
の
大
き
な
気
還
の
醸
成
に
永
年

世
界
の
同
士
山
と
提
携
、
挺
身
し
て
来
ら
れ

た
万
で
あ
る
が
、
本
著
は
そ
の
貴
重
な
足

ど
り
の
記
録
で
あ
る
。
そ
の
発
刊
を
心
か

ら
喜
び
、
併
ぜ
て
、
そ
れ
が
「
二
十
一
世

紀
は
ア
ジ
ア
の
時
代
L

と
い
わ
れ
る
次
の

世
紀
に
向
け
て
の
、
い
っ
そ
う
の
発
展
の

縫
石
と
な
る
こ
と
を
祈
念
し
た
い
。
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言説 )c.シ191事
祝賀会の席上、乾杯の音頭をとる、花村仁八郎経団連副会長

は
じ
め
に

私
は
今
年
で
国
会
議
員
生
活
一
一

O
年
を

迎
え
る
。
そ
の
問
、
政
治
家
と
し
て
一
貫
し
て
情

熱
を
傾
注
し
て
き
た
ち
の
に
、
災
宮
ベ
食

糧
、
そ
し
て
人
口
と
隠
発
の
問
題
が
あ
る
。

私
が
人
口
問
題
に
政
治
家
と
し
て
の
責
務

を
自
覚
し
た
の
は
、

4

つ
は
亡
き
義
母
が
契

機
だ
っ
走
。
当
時
、
新
潟
県
の
肪
看
保

(
邸
産
婦
・
看
護
婦
・
保
健
婦
)
協
会
の
会

長
を
し
て
い
た
義
母
か
ら
、
母
体
の
健
康

お
よ
び
家
庭
の
生
活
水
準
向
上
の
定
め
に

は
家
族
計
画
の
皆
蒙
普
及
が
必
要
で
あ
る

こ
と
を
教
え
ら
れ
左
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
岸
信
介
先
生
の
ご
懇
篤
な
ご

指
導
を
受
け
る
に
及
び
、
ま
走
、
福
田
起

夫
先
生
を
師
と
仰
ぎ
、
さ
ら
に
今
、
安
倍

雷
太
郎
先
生
の
教
え
を
請
う
な
か
で
、
私

は
、
人
口
問
題
の
解
決
な
く
し
て
人
類
の

平
和
と
繁
栄
は
あ
り
得
な
い
と
い
う
信
念

を
益
々
深
め
、
こ
の
問
題
の
解
決
仁
政
治

家
と
し
て
微
力
で
は
あ
る
が
挺
身
し
て
い

る。
今
年
一
九
八
七
年
七
月
十
一
呂
、
世
界

人
口
は
五

O
億
を
突
破
す
る
と
見
込
ま
れ

て
い
る
。
ま
た
一
万
で
は
、
我
が
国
を
は

じ
め
、
世
界
の
多
く
の
先
進
国
々
が
人
口

高
齢
化
に
直
面
し
て
い
る
。

人
口
の
増
加
と
年
齢
構
造
の
澱
変
は
、

食
糧
、
医
療
、
年
金
、
雇
用
、
環
境
、
教

育
な
ど
様
々
な
分
野
に
お
い
て
、
た
ん
に

一
国
や
一
抱
域
だ
け
で
な
く
地
球
規
模
で
、

多
く
の
難
問
を
ひ
き
起
こ
さ
ず
に
は
い
な

1
0
 

11ν 
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こ
こ
で
私
が
強
議
し
た
い
の
は
、
人
口

を
構
成
す
る
一
人
ひ
と
り
は
、
す
べ
て
か

け
が
え
の
な
い
生
命
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

つ
ら
い
思
い
出
で
あ
り
、
ま
だ
私
事
に

わ
だ
る
が
、
政
え
て
筆
を
取
り
だ
い
。

昭
和
四
十
二
年
八
月
二
十
九
日
、
新
潟

県
下
を
襲
っ
疋
羽
越
水
害
に
よ
り
、
わ
た

し
は
、
一
瞬
に
し
て
父
と
母
、
そ
し
て
長

男
、
三
男
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
。

呆
然
自
失
、
涙

t
出
な
い
状
態
だ
つ
だ

私
を
か
ろ
う
じ
て
支
え
て
く
れ
だ
の
は
、

「
土
砂
の
中
に
誰
か
生
き
て
い
る
よ
う
だ
」

と
い
う
知
ら
ぜ
だ
っ
走
。
よ
う
や
く
た
ど

り
着
い
た
遭
難
現
場
、
土
砂
に
つ
ぶ
さ
れ

た
家
の
な
か
か
ら
、
次
男
が
奇
跡
的
に
救



著

出
さ
れ
走
。
骨
折
と
冷
水
に
耐
え
、
紛
い

生
命
は
、
五
時
間

t
閣
の
な
か
で
闘
い
続

け
疋
の
で
あ
る
。

あ
の
と
き
の
、
身
体
の
奥
底
か
ら
こ
み

上
げ
て
き
だ
苦
し
い
熱
い
思
い
を
、
私
は

決
し
て
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

こ
の
よ
う
な
過
去
を
背
負
っ
た
私
だ
か

ら
、
人
一
倍
、
生
命
の
尊
さ
と
か
家
族
の

問
題
仁
敏
感
な
の
か
ち
し
れ
な
い
。

人
間
は
一
人
ひ
と
り
が
、
愛
と
希
望
の

大
切
な
対
象
な
の
で
あ
る
。
人
口
問
題
を

論
ず
る
と
き
、
そ
の
原
点
仁
は
必
ず
生
命

へ
の
い
つ
く
し
み
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
私
は
思
う
。
人
口
問
題
の
解
決
は
、

個
々
の
人
間
の
幸
福
に
結
び
つ
く
ち
の
で

な
く
て
は
な
ら
な
い
か
ら
だ
。

私
が
人
口
問
題
へ
の
関
の
を
強
め
努
力

を
続
け
る
な
か
で
、
政
治
家
と
し
て
の
私

の
舞
台
は
、
田
山
内
か
ら
ア
ジ
ア
へ
、
そ
し

て
世
界
へ
と
拡
が
っ
て
い
っ
た
。
国
際
化

が
ニ
=
口
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
久
し
い
。
今

後
ま
す
ま
す
国
境
を
超
え
た
超
毘
際
化
と

ち
言
う
べ
き
人
類
の
地
球
化
が
進
ち
う
。

こ
う
し
だ
情
勢
の
な
か
で
、
わ
だ
し
は

人
間
の
幸
福
の
単
位
と
し
て
、
い
ま
改
め

f人口・罰発・童糧を考えるj佐藤隆

て
家
族
と
い
う
核
を
見
直
し
、
再
認
識
す

べ
き
時
代
に
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、

と
考
え
て
い
る
。

「
家
族
計
画
L

は
、
こ
れ
ま
で
受
胎
調
節

あ
る
い
は
産
児
制
限
の
代
名
詞
と
し
て
や

や
狭
義
に
と
ら
え
ら
れ
る
傾
向
が
強
か
っ

た
。
し
か
し
、
さ
き
に
述
べ
だ
よ
う
仁
、

人
間
の
愛
と
希
望
の
原
点
は
家
族
に
あ
る
。

毅
育
を
は
じ
め
、
食
糧
、
医
療
、
年
金
、

雇
用
、
環
境
な
ど
の
人
類
の
大
課
題
色
、

家
族
と
い
う
経
験
に
照
ら
し
、
ま
た
家
族

と
い
う
単
位
に
基
づ
き
、
改
め
て
見
霞
す

こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

そ
し
て
、
個
々
の
家
族
を
核
と
し
て
人

類
の
平
和
と
繁
栄
を
築
い
て
い
く
こ
と
を
、

学
問
的
に
ち
、
さ
ら
に
は
政
策
的
仁
志
追

求
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に

は
、
「
家
族
計
画
L

を
、
個
々
の
家
族
の
生

活
水
準
や
福
祉
の
向
上
、
幸
福
の
追
求
と

い
う
広
義
な
意
昧
に
と
ら
え
霞
し
、
「
新
・

家
族
計
画
論
L

と
し
て
、
国
内
外
で
大
い

に
論
議
さ
れ
推
進
さ
れ
る
こ
と
を
提
唱
し

た
い
。こ
れ
が
、
人
口
と
開
発
、
食
糧
の
間
鐙

に
取
り
組
ん
で
き
た
私
の
、
現
在
到
達
し

定
理
念
で
あ
る
。

昭
和
六
十
年
、
私
は
人
臼
筒
題
を
通
じ

て
世
界
平
和
に
賞
獄
し
た
と
い
う
こ
と
で

「
関
連
平
和
賞
」
を
い
た
だ
い
走
。
し
か
し

こ
の
受
賞
は
、
わ
だ
し
に
対
す
る
激
励
で

あ
り
、
叫
制
定
な
出
発
で
あ
る
と
富
一
撃
に
受

け
と
め
て
い
る
。

そ
こ
で
、
日
頃
の
思
索
及
び
こ
れ
ま
で

の
行
動
を
一
冊
に
ま
と
め
る
こ
と
が
、
政

治
生
活
二

O
年
を
迎
え
る
私
の
新
し
い
出

発
に
ふ
さ
わ
し
い
決
意
で
あ
る
ま
い
か

|
|
こ
れ
か
、

4

コ
包
、
地
箸
を
上
梓
す
る

に
い
た
っ
t
L
理
由
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
ぜ
ひ
と
ち
二
つ
の
こ
と
を
付

言
さ
ぜ
て
い
だ
だ
き
だ
い
。

一
つ
は
、
欣
快
事
で
あ
る
。

本
庄
三
月
九
j
十
日
、
ロ
ー
マ
に
あ
る

イ
エ
ズ
ス
会
の
最
高
研
究
学
的
に
お
い
て
、

イ
ン
タ
ー
-
ア
ク
シ
ョ
ン
・
力
ウ
ン
シ
ル

(
O
B
サ
ミ
ッ
ト
)
の
代
表
と
、
世
界
の
五

大
宗
教
(
キ
リ
ス
ト
数
、
イ
ス
ラ
ム
数
、

仏
教
、
ヒ
ン
ズ
ー
教
、
ユ
ダ
ヤ
教
)
の
指

導
者
と
の
間
で
、
世
界
平
和
を
テ
マ
仁
、

人
口
問
題
の
討
議
が
実
現
し
た
。
福
自
制
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夫
先
生
を
議
長
に
、
政
界
か
ら
シ
ュ
ミ
ッ

ト
一
元
西
独
首
相
ら
七
名
、
宗
叡
界
か
ら
七

名
が
参
加
し
た
、
史
上
初
め
て
の
宗
政
指

導
者
懇
談
会
で
あ
る
。

長
年
に
わ
た
り
、
人
口
問
題
に
お
い
て

宗
教
は
タ
ブ

l
視
さ
れ
、
乗
り
越
え
ら
れ

な
い
壁
と
な
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
私
は
こ
れ
ま
で
、
宗
教
と
政

治
と
の
問
問
に
ど
う
に
か
し
て
か
け
橋
は
渡

ぜ
な
い
ち
の
か
と
、
国
際
会
議
の
た
び
に

主
張
を
繰
り
返
し
て
き
た
。
宗
教
を
超
え

だ
人
口
問
題
の
解
決
は
、
私
の
悲
願
で
ち

あ
っ
た
。
こ
の
悲
願
が
、
宗
政
両
者
の
相
互
理
解

仁
よ
り
、
世
界
平
和
・
人
口
問
題
の
解
決

の
た
め
仁
は
家
族
計
画
の
必
要
性
が
合
意

さ
れ
、
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
と
し
て
実
を
絡

ん
だ
。
イ
ン
タ
ー
・
ア
ク
シ
ョ
ン
・
力
ウ

ン
シ
ル
の
ア
ド
バ
イ
ザ
と
し
て
、
ま
た

福
田
元
首
相
の
随
行
と
し
て
同
席
し
だ
私

に
と
っ
て
は
、
我
が
人
生
四
百
良
の
一
コ
マ

で
あ
っ
た
。

ち
う
一
つ
は
、
悲
し
い
知
ら
せ
で
あ
る
。

本
書
脱
稿
直
前
の
三
月
四
日
、
ラ
フ
ァ

工
ル

-
M
-
サ
ラ
ス
国
連
人
口
活
動
基
金

(
U
N
F
P
A
)
事
務
局
長
が
、
ワ
シ
ン
ト

ン
で
急
逝
さ
れ
た
。

サ
ラ
ス
事
務
局
長
は
、
一
九
七
一
年
か

ら
U
N
F
P
A
事
務
局
長
と
し
て
世
界
の

人
口
問
題
解
決
に
尽
力
さ
れ
、
ま
た
、
ア

ジ
ア
地
域
で
の
穀
物
自
給
を
促
進
す
る

「
緑
の
革
命
L

の
推
進
に
ち
力
を
注
い
で
こ

ら
れ
た
。
私
が
人
口
問
題
に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ

て
以
来
の
変
わ
ら
ざ
る
師
で
あ
り
、
良
き

友
で
あ
っ
た
。

今
回
私
の
本
書
刊
行
仁
当
た
っ
て
、
ご

自
身
か
ら
了
重
な
序
文
を
い
た
だ
い
だ
が
、

こ
れ
が
、
サ
ラ
ス
さ
ん
の
絶
筆
と
な
っ
た
。

ロ
ー
マ
に
お
け
る
宗
政
指
導
者
懇
談
会

仁
工
キ
ス
パ
ト
と
し
て
掲
待
さ
れ
な
が

ら
、
ま
だ
ス
テ
ト
メ
ン
卜
に
間
期
待
し
て

い
定
サ
ラ
ス
さ
ん
が
、
一
し
れ
を
見
ザ
し
て

急
逝
さ
れ
た
こ
と
は
、
か
え
す
が
え
す
ち

無
念
で
あ
る
。

一」
ζ
に
、
サ
ラ
ス
事
務
局
長
の
偉
大
な

功
績
を
し
の
び
、
ゆ
か
ら
ど
冥
福
を
お
祈

り
い
疋
し
ま
す
。

末
尾
に
な
っ
疋
が
、
本
書
の
刊
行
に
際

し
、
ご
敏
一
部
あ
る
い
は
ご
協
力
い
疋
だ
い

だ
多
く
の
万
々
に
心
か
ら
お
札
を
申
し
上

げ
た
い
。
と
く
に
、
人
口
問
題
で
は
黒
田

俊
夫
日
本
大
学
人
口
研
究
所
名
誉
所
長
、

岡
崎
陽
一
日
本
大
学
教
授
、
農
業
問
題
、

食
糧
問
題
で
は
、
川
野
重
任
東
京
大
学
名

誉
教
授
、
山
田
三
郎
東
京
大
学
教
授
仁
、

多
大
な
る
お
教
え
と
お
力
添
え
を
い
た
だ

い
走
。深
甚
な
る
謝
意
を
表
し
ま
す
。
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第
一
部

人
口
・
開
発
・
食
糧

i
我
が
足
跡

プ
ロ
ロ
ー
グ
j
実
つ
だ
舞
台
裏
の
苦
労

「
北
京
の
人
口
問
題
議
員
会
議

イ
ン
ド
は
参
加
拒
否
」

石
に
示
し
た
の
は
、
一
九
八
一
年
(
昭

和
五
十
六
年
)
十
月
十
一
日
の
毎
日
新
関

の
見
出
し
で
あ
る
。

ち
う
↑
し
れ
で
、
北
京
会
議
(
正
式
名
称

「
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
国
会
議
員

会
議
」
)
の
開
催
は
不
可
能
だ
ろ
う
な

i
l
t
こ
れ
が
当
時
、
お
お
か
疋
の
関
係
者

の
一
致
し
た
見
解
だ
っ
た
。

北
京
会
議
は
十
月
二
十
七
日
か
ら
の
開

催
予
定
で
あ
る
。
あ
と
約
二
週
間
し
か
な

[人口・開発・童糧を考えるj佐藤隆著

会
議
を
後
援
し
て
い
る
国
連
人
口
活
動

基
金

(
U
N
F
P
A
)
の
サ
ラ
ス
事
務
局

長
す
ら
、
ち
う
半
ば
あ
き
ら
め
て
い
る
と

の
声
乞
伝
わ
っ
て
く
る
。

な
ん
と
ち
い
え
な
い
無
念
感
が
私
の
閲

に
わ
き
上
が
っ
て
き
走
。
ど
う
し
て
、

4
つ

に
な
っ
て

原
因
は
国
際
政
治
だ
っ
た
。

ま
ず
、
会
議
の
い
き
さ
つ
か
ら
説
明
し

て
み
よ
う
。
九
八
一
年
十
月
二
十
七
日
か
ら
三
十

日
ま
で
北
京
の
人
民
大
会
堂
で
開
催
予
定

の
、
「
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員

会
議
L
(
υ
N
F
P
A
後
援
〉
は
、
ア
ジ
ア

の
一
九
力
国
の
国
会
議
員
、
専
門
家
、
国

際
機
関
代
表
、
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
地
域

代
表
な
ど
約
二

O
O名
が
参
加
す
る
、
国

際
会
議
だ
っ
た
。
わ
が
国
か
ら
は
、
福
田

起
夫
元
首
相
・
国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談

会
会
長
を
団
長
と
す
る
二
二
名
の
議
員
代

表
団
が
参
加
を
予
定
し
て
い
た
。
私
は
団

長
代
行
だ
っ
走
。

し
か

t
、
中
国
に
と
っ
て
は
一
九
四
九

年
の
新
中
国
成
立
以
来
、
自
国
で
隠
催
す

る
初
め
て
の
国
際
会
議
で
ち
あ
つ
だ
。
イ

ン
ド
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ル

な
ど
、
そ
れ
ま
で
中
国
と
ほ
と
ん
ど
国
受

の
広
か
っ
た
国
ち
多
数
参
加
す
る
。

ま
定
、
中
園
、
イ
ン
ド
は
世
界
で
第
一

位
、
二
位
の
人
口
大
国
で
あ
る
。
こ
の
二

国
が
一
望
仁
会
す
る
富
山
義
は
大
き
い
。
と

く
に
中
国
が
進
め
て
い
た
「
一
人
子
政
策
L

は
、
た
ん
に
人
口
関
係
者
の
み
な
ら
ず
、

世
界
か
ら
大
き
な
注
目
を
集
め
て
い
た
。

そ
れ
ま
で
人
口
問
題
に
関
す
る
国
際
協

力
仁
携
っ
て
き
た
私
に
と
っ
て
右
、
北
京

会
議
は
総
決
算
で
あ
り
、
画
期
的
な
転
換

点
に
な
る
は
ず
だ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
世
界
の
各
界
か
ら
大
き
な

注
目
を
集
め
て
い
た
北
京
会
議
が
、
直
前

に
な
っ
て
、
開
催
そ
の
ち
の
が
危
う
く
な

っ
て
き
た
と
い
う
の
が
、
冒
頭
に
述
べ
た

イ
ン
ド
の
参
加
ボ
イ
コ
ッ
ト
と
い
う
通
告

だ
っ
た
。
イ
ン
ド
代
表
問
(
国
会
議
員
ら
二

O
名

で
構
成
)
が
北
京
会
議
に
参
加
を
拒
否
す

る
と
通
告
し
て
き
た
理
由
は
、
向
代
表
団

の
一
人
が
中
国
政
府
か
ら
入
国
ビ
ザ
の
発

給
を
拒
否
さ
れ
疋
た
め
だ
っ
走
。

イ
ン
ド
代
表
団
の
一
人
T
-
L
-
ラ
ジ

ク
マ
ル
氏
は
、
イ
ン
ド
東
北
部
に
あ
る

ア
ル
ナ
チ
ャ
ル
・
ブ
ラ
デ
シ
ュ
州
の
州
議

会
議
長
で
あ
り
、
司
州
は
中
国
と
罰
境
を

接
し
て
お
り
、
か
ね
て
か
ら
国
境
問
題
が

両
国
間
の
懸
案
事
項
と
な
っ
て
い
だ
。
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中
国
側
の
一
言
い
分
は
、

「
(
イ
ン
ド
東
北
部
に
お
け
る
)
雨
悶
国
境

の
対
立
に
か
ん
が
み
て
と
ら
れ
た
措
置
L

イ
ン
ド
側
の
反
論
は
、

「
み
え
す
い
た
内
政
干
渉
で
あ
り
、
政
治

と
人
口
問
題
を
混
同
し
た
行
為
で
あ
る
L

そ
し
て
、
ラ
ジ
ク
マ

i
ル
氏
の
入
国
を

認
め
な
い
か
ぎ
り
、
北
京
会
議
は
ボ
イ
コ

ッ
ト
す
る
と
い
う
事
態
に
ま
で
発
展
し
て

し
ま
っ
た
の
だ
。

先
に
ち
述
べ
だ
と
お
り
、
人
口
大
国
の

中
闘
と
イ
ン
ド
が
参
加
す
る
こ
と
に
意
義

が
あ
り
、
イ
ン
ド
が
欠
席
し
た
「
人
口
と

開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
国
会
議
員
会
議
」

な
ど
、
ほ
と
ん
ど
無
意
味
だ
っ
た
。

事
態
は
深
刻
で
あ
る
。
関
係
者
の
ほ
と

ん
ど
が
、
「
乞
う
開
催
は
不
可
能
L

と
い
う

見
万
に
傾
い
て
い
だ
。
国
連
石
、
ほ
と
ん

ど
あ
き
ら
め
て
い
た
。

だ
が
、
最
後
の
努
力
を
し
て
み
よ
う
じ

ゃ
な
い
か
|
|
福
田
副
夫
先
生
の
意
向
を

く
み
、
私
は
翌

B
、
十
月
十
四
日
、
非
公

式
に
北
京
ヘ
飛
ん
だ
。

往
復
二

O
狩
筒
、
タ
万
出
発
し
、
翌
十

五
日
の
震
に
帰
国
と
い
う
強
行
ス
ケ
ジ
ュ

ル
だ
つ
だ
。

中
岡
田
、
イ
ン
ド
両
国
間
の
問
題
で
は
あ

る
が
、
ま
ず
説
得
す
べ
き
は
中
居
。
こ
れ

は
、
私
の
政
治
家
と
し
て
の
勘
で
ち
あ
っ

定。
夜
九
時
、
私
は
中
国
外
交
部
を
訪
ね
、

こ
う
灯

η
り
り
J

う

黄
華
副
首
相
兼
外
相
、
何
理
由
民
夫
人
(
中

国
側
の
同
会
議
開
催
の
事
務
局
長
)
な
ど

に
函
会
を
求
め
、
ひ
十
に
す
ら
会
議
開
催
仁

向
け
て
の
説
得
に
努
め
た
。
ま
さ
に
、
ヒ

ザ
詰
め
談
判
だ
っ
t
L
。

と
に
か
く
、
こ
の
会
議
は
官
界
の
正
め

で
あ
る
。
人
口
と
開
発
の
み
な
ら
ず
、
世

界
平
和
の
だ
め
で
ち
あ
る
。
中
国
だ
け
の

問
題
で
は
な
い
。
国
境
紛
争
の
存
在
ほ
理

解
す
る
。
し
か
し
、
世
界
平
和
の
た
め
、

そ
れ
を
超
越
し
て
、
会
議
が
同
開
催
で
き
る

よ
う
便
宜
を
図
っ
て
く
れ
な
い
か

そ
し
て
、
そ
の
結
果
が
、
ビ
ザ
の
別
紙

発
給
と
い
う
便
法
だ
っ
走
。

ビ
ザ
の
別
紙
発
給
な
ど
と
い
う
仕
組
み

が
あ
る
こ
と
な
ど
、

E
ち
ろ
ん
私
ち
知
ら

な
か
っ
た
が
、
ラ
ジ
ク
マ

l
ル
氏
に
は
他

の
一
九
人
の
イ
ン
ド
代
表
団
と
は
別
箇
の

ど
ザ
を
発
給
す
る
と
い
う
ち
の
で
、
「
向
氏

は
ア
ル
ア
チ
ャ
ル
・
プ
ラ
デ
シ
ュ
州
州
議

会
議
長
の
肩
書
で
は
行
動
し
な
い
」
と
い

う
条
件
っ
き
入
国
許
弓
だ
っ
定
。

つ
い
に
中
国
が
譲
歩
し
た
。

そ
し
て
、
中
国
の
こ
の
譲
歩
に
対
し
、

イ
ン
ド
ち
歩
み
寄
り
を
み
廿
た
。

二
週
間
後
に
ひ
か
え
t
L

「
第
二
回
人
口

と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
国
会
議
員
会
議
L

の
開
催
に
向
け
、
日
円
び
歴
史
の
商
事
は
ロ

り
出
し
た
の
で
あ
る
。

北
京
会
議
開
催
初

B
(
一
九
八
一
年
十

月
二
十
七
日
)
の
夜
、
摩
承
士
山
大
会
議
長

主
催
の
歓
迎
宴
で
の
で
き
ご
と
だ
っ
た
。

サ
ラ
ス
U
N
F
P
A
(
国
連
人
口
活
動

基
金
)
事
務
局
長
が
発
一
一
一
一
口
を
求
め
定
。
そ

れ
ま
で
怠
ご
や
か
な
ざ
わ
め
き
に
包
ま
れ

て
い
疋
宴
席
が
、
し
ん
と
静
ま
り
返
っ
た
。

サ
ラ
ス
氏
の
発
一
言
は
、

「
本
年
度
国
連
平
和
賞
が
日
本
の
元
首
相

福
田
起
夫
氏
に
授
与
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま

っ
た
の
で
、
こ
の
席
で
賞
を
子
渡
し
走
い
」

と
い
う
ち
の
だ
っ
た
。

会
場
は
万
雷
の
拍
手
に
包
ま
れ
定
。

人
口
に
関
す
る
包
連
平
和
賞
の
受
賞
は
、

二
年
前
ス
ソ
ラ
ン
カ
の
首
都
コ
ロ
ン
ボ
で

30 



岸
信
介
元
首
相
が
受
賞
し
た
の
に
次
い
で
、

日
本
人
と
し
て
二
人
目
の
快
挙
で
あ
る
。

会
議
関
係
者
の
前
で
、
由
連
事
務
総
長

ワ
ル
ト
ハ
イ
ム
氏
の
代
理
と
し
て
サ
ラ
ス

氏
が
平
和
賞
の
賞
状
を
読
み
上
げ
、
ま
t
L

平
和
メ
ダ
ル
が
福
田
先
生
に
手
渡
さ
れ
る

の
を
眺
め
な
が
ら
、
出
席
者
の
一
人
と
し

て
、
ま
た
同
会
議
の
副
議
長
と
し
て
、
私

は
感
無
量
だ
っ
た
。

「
会
議
を
開
催
で
き
て
よ
か
っ
た
L

こ
れ
が
、
そ
の
と
き
私
の
胸
に
浮
か
ん

だ
第
一
の
感
慨
で
あ
っ
た
。

会
議
の
開
催
そ
の
ち
の
が
不
可
能
か
と

思
わ
れ
た
時
期
が
あ
っ
た
だ
け
仁
、
そ
し

て
そ
の
原
因
で
あ
る
国
際
関
係
の
難
し
い

局
部
で
、
私
が
舞
台
裏
で
苦
労
し
ま
た
尽

力
し
、
つ
い
に
開
縫
に
こ
ぎ
つ
け
た
と
い

う
経
緯
が
あ
っ
↑
に
だ
け
に
、
そ
の
労
が
報

わ
れ
た
と
い
う
思
い
と
、
福
田
先
生
の
平

和
賞
受
賞
に
対
す
る
喜
び
で
、
万
感
胸
に

迫
る
ち
の
が
あ
っ
た
。

著『人口・開発 室糧を考える』佐藤隆
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私
の
出
発
点

i
農
政
か
ら
人
口
・
開

発
・
食
糧
問
題
ヘ

い
ろ
ん
な
人
か
ら
よ
く
、

「
人
口
問
題
の
よ
う
な
、
禁
仁
志
金
に
ち

な
ら
ん
こ
と
を
、
ど
う
し
て
そ
ん
な
に
一

生
懸
命
や
っ
て
い
る
の
か
L

亡
い
う
質
問
を
受
け
る
。

人
口
・
開
発
・
食
糧
と
い
う
地
味
な
問

題
仁
、
私
が
な
ぜ
取
り
組
み
、
ま
疋
な
ぜ

こ
の
こ
と
に
こ
れ
ほ
ど
情
熱
を
注
い
で
い

る
か
に
つ
い
て
述
べ
て
み
疋
い
。

そ
れ
に
は
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
、
私
が
な

ぜ
政
治
家
に
な
っ
t
L
か
、
と
い
う
こ
と
か

ら
語
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

現
在
の
日
本
で
は
ま
っ
た
く
無
縁
の
ち

の
と
な
っ
て
し
ま
っ
走
「
飢
え
」

i
l
l
-

九
四
五
年
、
私
が
海
軍
(
第
氾
期
用
γ
穫
飛

行
予
科
練
)
か
ら
復
員
し
た
と
き
、
祖
包

日
本
を
お
お
っ
て
い
た
の
は
、
こ
の
飢
え

だ
っ
走
。
敗
戦
後
の
臼
本
は
、
都
市
ち
生
産
機
能

ち
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
壊
滅
状
態
に
あ
り
、

す
べ
て
の
海
外
領
土
ち
失
っ
走
。
そ
こ
へ
、

五
O
O
万
人
に
ち
お
よ
ぶ
人
口
が
海
外
か

ら
引
き
揚
げ
て
き
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
海
外
か
ら
の
復
員
兵
お
よ
び

引
揚
者
が
新
だ
な
家
庭
生
活
を
始
め
た
こ

と
に
よ
り
、
い
わ
ゆ
る
戦
後
の
ベ
ビ
ー
プ

ム
(
一
九
四
七

i
四
九
年
)
が
発
生
し

た。
食
糧
難
、
住
宅
難
、
就
職
難
。
。
す

べ
て
が
不
足
す
る
な
か
で
、
人
口
の
急
増
。

ま
さ
に
、
戦
後
の

B
本
に
は
人
口
、
開

発
、
食
穫
問
題
が
凝
結
し
定
形
で
存
在
し

た
の
で
あ
る
。

祖
国
日
本
を
再
建
す
る
の
は
、
私
た
ち

日
本
人
の
一
人
ひ
と
り
で
あ
る
。
で
は
、

私
は
何
を
や
る
べ
き
か
。

私
が
選
ん
だ
の
は
、
白
分
は
農
業
の
函

か
ら
日
本
を
再
建
し
よ
う
、
こ
の
日
本
の

飢
え
を
解
決
し
よ
う
、
と
い
う
こ
と
だ
っ

定。
乞
ち
ろ
ん
、
当
時
の
若
い
私
に
、
人

口
・
開
発
・
食
糧
問
鐙
に
関
す
る
明
確
な

理
論
や
経
験
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

だ
だ
、
当
時
の
状
況
の
な
か
で
、
臼
分
に

で
き
る
最
善
の
祖
国
へ
の
貢
献
は
、
農
業

と
食
糧
の
分
野
だ
と
思
っ
疋
の
で
あ
る
。

こ
の
判
断
は
、
私
が
農
村
出
身
だ
っ
↑
に
と
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い
う
こ
と
ち
色
濃
く
影
響
し
て
い
る
。

ち
と
ち
と
、
私
の
家
は
新
潟
県
の
地
主

だ
っ
疋
が
、
戦
前
、
私
の
伯
父
、
父
は
そ

れ
ぞ
れ
民
政
党
代
議
士
、
参
議
院
議
員
を

務
め
、
い
わ
ゆ
る
井
戸
塀
政
治
家
i
1
1
政

治
活
動
に
全
財
産
を
つ
ぎ
込
ん
で
し
ま
い
、

残
る
の
は
弁
戸
と
塀
ど
け
亡
い
う
|
|
で
、

私
が
海
軍
か
ら
復
員
し
た
と
き
、
父
親
か

ら、
「
家
に
は
一
枚
十
古
田
畑
は
な
い
か
ら
な
L

と
言
い
渡
さ
れ
疋
ち
の
だ
。

そ
う
い
う
生
い
立
ち
ゃ
環
場
の
な
か
で
、

戦
前
の
小
作
人
問
題
な
ど
ち
通
し
て
、
私

定
ち
兄
弟
の
な
か
に
ヒ
ュ
1

マ
二
ズ
ム
あ

る
い
は
ユ
ー
ト
ピ
ア
願
望
の
よ
う
な
色
の

が
青
ま
れ
て
い
定
よ
う
な
気
が
す
る
。

こ
れ
は
そ
の
死
後
に
判
明
し
疋
の
だ
が
、

私
の
兄
は
戦
後
、
日
本
ア
ナ
キ
ス
卜
連
盟

に
加
盟
し
て
い
だ
。
ロ
シ
ア
の
ク
ロ
ポ
ト

キ
ン
の
流
れ
を
く
む
無
政
府
主
義
と
い
う

思
怨
で
は
あ
つ
だ
が
、
兄
は
兄
な
り
に
日

本
の
農
業
と
農
民
、
ひ
い
て
は
日
本
と
日

本
国
民
の
幸
福
を
追
求
し
て
い
た
の
だ
と

思
う
。イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
差
は
あ
れ
、

社
会
や

政
治
仁
矛
盾
を
感
じ
だ
と
き
、
た
ん
に
批

判
を
し
て
い
る
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ま

ず
我
が
身
を
挺
し
て
そ
の
改
革
を
実
行
し

て
い
く
l
l
e
こ
れ
は
私
の
亡
兄
、
ま
た
私

自
身
が
と
ち
に
、
伯
父
、
父
と
続
い
疋
政

治
家
の
家
に
生
ま
れ
た
影
響
な
の
か
ち
し

れ
な
い
。
復
員
後
、
先
ほ
ど
述
べ
た
よ
う
に
農
業

問
題
へ
の
関
心
か
ら
、
私
は
当
時
吋
の
新
潟

県
立
農
業
専
門
学
校
の
転
入
学
試
験
を
受

け
、
入
学
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
は
当
時
の
復
員
学
徒

の
ゆ
理
状
態
お
よ
び
当
時
の
世
相
を
知
ら

な
い
と
わ
か
り
に
く
い
こ
と
か
ち
し
れ
な

い
が
、
学
校
の
毅
育
万
針
と
生
徒
の
簡
で

対
立
が
生
じ
走
。
と
く
に
社
会
科
担
当
の

先
生
と
の
問
の
澱
論
が
工
ス
カ
レ
ト
し
、

つ
い
仁
は
月
期
間
不
払
い
運
動
、
学
長
追
放

運
動
に
ま
で
発
展
し
て
し
ま
っ
走
。

実
は
、
こ
の
学
園
紛
争
の
一
一
一
人
の
首
謀

者
の
一
人
が
私
だ
つ
だ
の
だ
が
、
こ
う
い

う
紛
争
を
経
て
、
東
京
農
業
大
学
を
改
め

て
受
験
し
、
一
九
四
六
年
四
月
に
入
学
し

た。
東
京
農
大
で
専
攻
し
た
の
は
農
業
経
済
。

一
九
四
九
年
卒
業
し
、
同
年
四
月
、
農
林

中
央
金
庫
に
入
庫
し
た
。

農
林
中
央
金
庫
は
当
時
、
大
正
以
来
の

産
業
総
合
運
動
の
流
れ
を
汲
み
な
が
ら
ち
、

新
し
い
息
吹
き
を
あ
げ
て
い
た
時
代
だ
っ

定
。
農
林
漁
業
団
体
の
金
融
機
関
の
、
い

わ
ば
中
枢
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
た
。

一
し
一
し
で
私
は
、
農
協
の
な
か
の
金
融
機

関
と
し
て
の
実
務
に
従
事
し
た
わ
け
だ
が
、

当
時
、
農
林
中
金
の
仕
事
は
指
導
金
融
と

ち
い
わ
れ
、
個
々
の
農
家
の
生
活
実
態
に

即
し
た
指
導
を
行
料
品
っ
て
い
た
。

当
時
町
の
日
銀
の
貯
蓄
推
進
運
動
と
並
行

し
て
、
農
村
の
貯
蓄
推
進
運
動
を
進
め
る
、

あ
る
い
は
目
的
預
金
、
計
画
的
家
計
の
た

め
の
家
計
簿
凸
つ
く
り
。
・
等
々
、
個
々
の

農
家
の
家
計
実
態
仁
却
し
定
問
一
言
な
ど
、

私
は
農
家
の
家
計
レ
ベ
ル
に
ま
で
踏
み
込

ん
だ
仕
事
を
し
だ
。
そ
の
意
味
で
は
、
農

家
と
一
体
と
な
っ
て
生
活
向
上
に
取
り
組

ん
だ
と
い
え
る
。

ま
疋
そ
の
問
、
金
ち
物
ち
な
い
時
代
だ

っ
た
が
、
職
員
の
生
活
水
準
の
向
上
を
目

指
し
、
農
林
中
金
職
員
組
合

i
iい
わ
ば

労
働
組
合
の
中
央
執
行
委
員
と
し
て
、
福
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利
対
策
に
尽
力
し
た
。

そ
の
後
、
一
九
五
八
年
九
月
、
私
は
金

融
実
務
者
と
し
て
農
林
漁
業
金
町
田
公
庫
へ

出
向
し
だ
。

当
時
、
中
国
東
北
部
(
旧
満
州
)
か
ら

引
き
揚
げ
て
采
疋
人
々
が
入
梅
し
て
い
た

海
抜
一

0
0
0メ
ト
ル
に
右
な
る
開
拓

地
仁
出
張
し
だ
と
き
な
ど
、
ム
シ
口
を
致

い
↑
に
板
の
間
で
寝
疋
一
L

と
ち
あ
る
。
し
か

し
、
ム
シ
ロ
を
敷
い
だ
部
屋
は
そ
こ
で
は

当
隠
最
高
の
部
屋
な
の
で
あ
っ
て
、
私
と

し
て
は
彼
ら
の
好
意
に
感
謝
し
た
ち
の
だ

っ
た
。こ
う
い
う
、
ム
シ
口
の
上
に
寝
泊
り
し

な
が
ら
金
融
審
査
を
す
る
と
い
う
、
貴
重

な
体
験
ち
し
た
。

だ
が
、
倍
々
の
農
家
の
実
態
を
直
接
自

分
の
飢
で
体
験
す
る
に
つ
れ
て
、
し
だ
い

に
私
の
山
の
な
か
に
高
ま
っ
て
き
疋
の
は
、

金
融
実
務
者
と
し
て
の
自
分
の
無
力
感
だ

っ
た
。

『人口・隠発童糧を考えるj佐藤隆著

結
局
、
私
が
や
っ
て
い
る
こ
と
は
、
予

算
の
わ
く
絡
み
の
な
か
で
の
予
算
消
化
、

あ
る
い
は
機
械
的
な
貸
付
審
査
で
し
か
な

い
の
で
は
な
い
か
i
ー
そ
の
上
仁
あ
る
政

治
そ
の
ち
の
を
ど
う
に
か
し
な
い
か
ぎ
り

決
し
て
農
村
お
よ
び
農
家
の
生
活
水
準
の

向
上
は
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
|
|
そ

う
い
う
、
自
分
自
身
に
対
す
る
イ
ラ
立
ち

で
ち
あ
つ
だ
。

実
務
を
進
め
て
い
く
な
か
で
、
私
が
ぶ

ち
当
た
つ
だ
い
ろ
ん
な
壁
、
あ
る
い
は
矛

盾
。
そ
れ
は
い
わ
ば
政
治
の
貧
菌
で
あ
っ

た。
こ
う
い
う
壁
や
矛
盾
を
取
り
除
き
、
是

正
し
て
い
く
に
は
、
政
治
を
改
め
る
し
か

t
x
o
 

ナ
代

1ν私
の
な
か
に
、
政
治
家
に
な
り
乏
い
と

い
う
思
い
が
目
指
し
に
強
く
な
っ
て
い
つ

走。

九
六
七
年
(
紹
和
四
十
二
年
〉
十
一

月
、
参
議
院
議
員
に
初
当
選
。
以
来
参
議

院
議
員
在
二
期
、
衆
議
院
議
員
を
五
期
務

め
て
現
在
に
歪
っ
て
い
る
が
、
一
九
七

年
に
は
、
当
時
(
第
三
次
佐
藤
内
間
)
の

赤
城
農
林
大
臣
の
ち
と
で
農
林
政
務
次
官

を
務
め
た
。

そ
の
こ
ろ
、
生
産
者
サ
イ
ド
か
ら
だ
け

の
農
政
で
は
な
く
、
生
産
、
流
通
、
消
費

の
三
極
か
ら
見
た
農
林
漁
業
対
策
が
必
要

だ
と
い
う
こ
と
を
省
議
で
発
言
し
た
こ
と

が
あ
る
。
常
に
改
革
に
取
り
組
む
意
欲
は

燃
や
し
て
き
た
。

政
治
家
に
な
っ
て
以
来
、
私
は
一
貫
し

て
農
業
政
策
仁
深
<
関
わ
っ
て
き
だ
。
こ

の
過
程
に
お
い
て
、
日
本
の
食
糧
、
農
業

問
題
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
が
、
し
だ
い
に
ア

ジ
ア
お
よ
び
世
界
の
食
糧
問
題
、
そ
し
て

ア
ジ
ア
お
よ
び
世
界
の
人
口
と
開
発
の
問

題
に
展
開
し
て
行
っ
た
の
は
、
必
然
的
な

流
れ
で
ち
あ
つ
だ
。

ま
た
、
私
が
人
口
問
題
に
か
か
わ
る
き

っ
か
け
と
し
て
、
会
は
す
で
に
故
人
と
な

っ
疋
が
、
妻
の
母
親
の
存
在
を
忘
れ
る
わ

け
に
は
い
か
な
い
。

義
母
は
、
問
産
婦
・
看
護
婦
・
保
健
婦

の
団
体
で
あ
る
、
新
潟
県
助
香
保
協
会
会

長
を
し
て
い
走
。

義
母
が
新
入
国
会
議
員
で
あ
る
私
に
一
言

つ
だ
の
は
、

「
国
会
議
員
に
な
っ
た
ら
、
伺
か
人
の
で
き

な
い
こ
と
を
や
り
怠
さ
い
」

そ
し
て
、
そ
の
人
の
で
き
な
い
こ
と
は
、

受
胎
調
節
の
家
庭
訪
問
指
導
員
の
予
算
化

だ
っ
た
。
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当
時
、
生
活
難
か
ら
人
工
妊
娠
中
絶
に

走
る
女
性
が
多
<
、
母
体
保
護
の
函
か
ら

ち
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
だ
。
こ
の
悲

惨
な
中
絶
を
な
く
す
に
は
、
ま
ず
で
き
る

こ
と
と
し
て
、
正
し
い
避
妊
知
識
の
普
及

が
急
務
だ
っ
た
。

政
治
の
表
面
に
は
出
て
き
に
く
い
ち
の

の、

B
民
の
健
康
と
い
う
面
か
ら
は
重
大

間
態
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
義
母
に
教
え

ら
れ
疋
私
は
、
さ
っ
そ
く
大
蔵
省
と
折
衝

し
、
避
妊
指
導
の
節
成
金
増
額
を
実
現
し

た。
思
え
ば
、
一
し
れ
が
、
私
が
人
口
問
題
に

取
り
組
む
き
っ
か
け
で
あ
っ
た
。
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政治家の活動とその宣援

~ぇ母iダ

政治家の活動とその支援

民主主義における政治

財団法人アジア人司・開発協会

修楠本

J 

(
財
)
ア
ジ
ア
人
口
・
開
発
協
会

(
A
P

D
A
)
の
主
t
L
る
業
務
の
一
つ
が
人
口
と

開
発
に
関
す
る
国
会
議
員
活
動
支
援
で
あ

る。

A
P
D
A
が
事
務
局
を
務
め
る
国
際

人
口
問
題
議
員
懇
談
会
は
1
9
7
4
任
に

設
立
さ
れ
た
世
界
で
最
志
士
口
い
超
党
派
の

人
口
と
開
発
に
関
す
る
議
員
組
織
で
あ
る
。

こ
の
国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
は
、

戦
後
日
本
の
復
興
の
恩
人
と
ち
い
え
る
ウ

ィ
リ
ア
ム
・
ド
レ
パ
将
軍
が
人
口
問

題
と
安
全
保
障
の
問
題
の
重
要
性
を
深
<

認
識
し
、
岸
信
介
元
首
相
な
ど
に
働
き
か

け
て
設
立
さ
れ
だ
ち
の
で
あ
る
。

ド
レ
パ
将
箪
と
岸
信
介
元
首
相
、

A
P
D
A
の
創
立
者
で
あ
る
佐
藤
降
元
農

水
大
臣
ら
は
、
イ
ン
ド
の
力
ル
力
ツ
タ
を

は
じ
め
と
す
る
ア
ジ
ア
の
各
地
を
訪
問
し
、

生
ま
れ
て
き
て
す
ぐ
飢
え
の
た
め
に
路
傍

で
亡
く
な
る
子
供
だ
ち
を
見
て
、
強
い
問

題
意
識
を
感
じ
走
。
人
々
の
生
活
の
幸
福

を
願
う
の
が
政
治
家
で
あ
り
、
人
口
の
問

題
は
政
治
家
と
し
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
問
鐙
で
あ
る
と
感
じ
た
の
で
あ

る。

島弘

こ
の
人
口
と
同
開
発
に
関
す
る
活
動
は
、

国
会
議
員
に
と
っ
て
具
体
的
な
利
誌
に
繋

が
ら
な
い
。
佐
藤
隆

A
P
D
A
一
元
理
事

長
・

A
F
P
P
D
元
議
長
は
常
々
、
人
口

と
開
発
仁
関
す
る
議
員
活
動
は
票
仁
ち
金

に
ち
な
ら
な
い
活
動
だ
が
、
人
類
の
未
来

を
決
め
る
課
題
で
あ
り
、
政
治
家
と
し
て

絶
対
に
重
姿
な
活
動
で
あ
る
と
述
べ
て
い

た
。
こ
の
活
動
仁
参
加
し
、
熱
必
に
指
導

的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
国
会
議
員
は
、

ま
さ
し
く
人
類
の
未
来
の
た
め
に
、
自
ら

の
士
山
の
だ
め
に
身
を
削
っ
て
こ
の
活
動
を

実
施
し
て
い
る
の
が
実
情
で
あ
る
。

日
本
は
非
欧
米
と
し
て
初
め
て
多
震
多

死
か
ら
少
産
少
死
へ
の
人
口
転
換
に
成
功

し
、
そ
れ
と
同
時
に
経
済
成
長
を
成
し
遂

げ
走
。
そ
の
た
め
日
本
の
事
例
は
世
界
的

仁
志
一
高
く
評
価
さ
れ
、
人
口
と
開
発
に
関

す
る
議
員
活
動
ち
世
界
的
な
影
響
力
を
持

っ
て
い
る
。
日
本
の
活
動
の
中
か
ら
、
ア

ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
・
ア
ラ
ブ
、
そ
し
て
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
地
域
の
議
員
活
動
が
組
織
化
さ

れ
た
こ
と
が
こ
の
事
実
を
雄
弁
に
物
語
っ

て
い
る
。
ム
コ
、
政
治
仁
対
す
る
支
援
活
動
は
、
色

眼
鏡
で
見
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
ま
さ
し
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く
政
治
家
と
い
う
M

ト
ラ
の
威
を
借
り
て

い
る
H

と
い
う
受
け
止
め
ら
れ
万
で
あ
っ

定
り
、

t
っ
と
い
え
ば
非
常
に
H

胡
散
臭

い
ち
の
H

と
し
て
見
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

言
葉
を
代
え
れ
ば
ま
さ
し
く

n

敏
し
て
遠

ざ
け
る
M

H

触
ら
ぬ
神
に
宗
り
な
し
u

の

よ
う
な
反
応
が
返
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

マ
ス
コ
ミ
で
ち
政
治
家
の
醜
聞
ば
か
り

が
取
り
上
げ
ら
れ
、
地
道
な
努
力
が
注
目

さ
れ
る
こ
と
は
非
常
に
少
な
い
。
身
近
に

国
会
議
員
の
活
動
支
援
を
し
て
い
て
本
当

に
残
念
仁
思
う
ぐ
ら
い
、
良
い
こ
と
を
実

行
し
て
い
る
悶
会
議
員
に
対
す
る
評
価
は

乏
し
い
。
こ
の
よ
う
な
報
道
ば
か
り
が
な
さ
れ
る

中
で
、
国
民
の
政
治
家
に
対
す
る
印
象
が

n

胡
散
実
い
ρ

ち
の
で
あ
っ
た
り
N

触
ら

ぬ
神
に
崇
り
な
し
u

亡
い
っ
た
反
応
に
な

る
こ
と
は
、
仕
万
が
な
い
の
か
ち
し
れ
な

い
。
し
か
し
、
こ
れ
は
民
主
主
義
の
本
質

に
か
か
わ
る
異
常
な
事
態
な
の
で
あ
る
。

か
つ
て
、
私
が
学
生
の
一
し
ろ
、
地
万
で

関
か
れ
だ
講
演
会
に
参
加
し
た
ζ
と
が
あ

る
。
そ
れ
は
高
名
な
政
治
学
者
で
あ
る
一
高

坂
正
義
先
生
(
京
都
大
学
教
授

l
当
時

i)

の
講
演
会
で
あ
っ
た
。
講
演
後
、
質
疑
応

答
を
フ
ロ
ア
か
ら
募
っ
た
。
そ
の
時
私
は
、

「
憲
法
9
条
問
題
な
ど
の
問
題
で
あ
っ
て

ち
、
様
々
な
議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、

議
論
が
か
み
合
っ
て
い
な
い
気
が
す
る
。

そ
の
理
由
は
、
日
本
が
第
二
次
世
界
大
戦

に
敗
戦
し
、
急
速
な
岡
山
信
の
変
化
に
直
面

し
だ
こ
と
で
、
国
民
が
依
っ
て
立
つ
べ
き

価
値
規
範
を
喪
失
し
、
そ
の
結
果
、
シ
ピ

ソ
ア
ン
コ
ン
ト
ロ
ル
が
確
実
に
な
さ
れ

る
の
か
等
に
つ
い
て
、
国
民
が
為
政
者
を

信
頼
で
き
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
」
と

質
問
し
だ
。

古
向
坂
先
生
が
伺
の
面
識
ち
な
い
一
学
生

の
質
問
を
取
り
上
げ
て
、
答
え
ら
れ
だ
内

容
が
舎
で
ち
ゅ
の
中
に
突
き
刺
さ
っ
て
い

る
。
正
確
な
表
現
は
忘
れ
た
が
私
の
質
問

に
対
し
て
、
あ
の
穏
や
か
な
京
都
弁
で

「
そ
う
や
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
民
主
主

義
の
世
の
中
で
、
自
分
疋
ち
が
選
ん
だ
政

治
家
を
信
頼
で
き
な
い
と
い
う
の
は
、
天

に
向
か
っ
て
睡
す
る
よ
う
料
品
ち
の
で
す
J

」

と
答
え
ら
れ
が
L

の
で
あ
る
。

そ
の
と
き
に
、
私
は
先
生
の
言
葉
在
十

分
に
理
解
で
き
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
か

し
時
を
経
る
毎
に
、
そ
の
こ
言
葉
の
重
さ
が

絡
に
突
き
刺
さ
っ
て
き
だ
。

n

天
仁
腫
す

る
H

こ
れ
は
別
に
他
府
川
で
ち
な
ん
で
ち
な

く
そ
の
ま
ま
の
言
葉
だ
つ
だ
の
で
あ
る
。

天
に
臨
す
れ
ば
ど
う
な
る
か
、
不
敬
と
か

そ
の
よ
う
な
価
値
観
を
横
に
お
い
て
、
や

っ
て
み
れ
ば
自
分
の
顔
仁
そ
の
睡
は
か
か

る
だ
け
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
選
挙
で
候
補
者
を
選
ぶ
と
い

う
こ
と
は
、
自
ら
責
任
を
取
る
べ
き
選
択

で
あ
り
、
自
ら
が
責
任
を
持
っ
て
選
ん
だ

人
を
信
頼
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
自

分
を
信
頼
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
と
同
じ

こ
と
で
あ
る
。
自
分
を
信
頼
で
き
な
い
と

こ
ろ
に
、
そ
ち
そ
ち
ど
ん
な
希
望
が
あ
る

の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
ど
の
よ
う
な
可
能
性

が
あ
る
の
、
た
ろ
う
か
。
民
主
主
義
の
世
の

中
で
あ
れ
ば
、
ち
し
選
ぶ
に
足
る
人
が
い

な
い
と
思
え
ば
、
自
ら
が
立
候
補
す
べ
き

で
あ
る
。
そ
し
て
自
ら
の
考
え
を
国
民
に

訴
え
か
け
、
そ
の
信
を
問
う
し
か
な
い
。

自
ら
が
立
候
補
し
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
選

挙
の
候
補
者
に
責
任
を
ち
っ
て
投
票
し
、

そ
の
人
々
に
自
ら
の
思
い
を
託
す
し
か
な

い
の
で
あ
る
。
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私
自
身
、
戦
後
民
主
主
義
の
教
育
を
受

け
て
世
田
っ
て
き
疋
が
、
民
主
主
義
の
イ
ロ

ハ
の
イ
と
ち
い
え
る
こ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を

十
分
理
解
し
て
き
疋
と
ほ
思
え
な
い
。
一
高

坂
先
生
の
言
葉
を
噛
み
締
め
る
中
で
だ
ん

だ
ん
と
そ
の
一
言
葉
の
意
味
が
わ
か
っ
て
き

正
。
私
達
は
、
民
主
主
義
を
成
り
立
だ
せ

る
根
幹
と
ち
い
え
る
、
民
主
主
義
に
お
け

る
有
権
者
の
震
任
、
そ
し
て
有
権
者
す
べ

て
が
政
治
仁
当
事
者
で
あ
る
と
い
う
考
え

万
を
ほ
と
ん
ど
学
ん
で
こ
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。
一
し
れ
は
私
た
ち
が
民
主
主
義
の
社

会
に
お
い
て
前
提
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を

見
失
っ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
自
ら

選
ん
だ
人
に
信
を
置
け
な
い
の
で
あ
れ
ば
、

匿
に
信
を
置
け
る
は
ず
が
な
い
。
中
東
情

勢
を
見
て
ち
わ
か
る
よ
う
に
国
が
安
定
し
、

政
治
が
安
定
し
て
い
る
よ
う
な
と
こ
ろ
で

な
け
れ
ば
経
済
の
安
定
的
な
成
長
怠
ど
は

あ
り
え
な
い
。
そ
の
意
昧
で
は
、
開
民
主
主

義
に
お
け
る
有
権
者
の
責
任
、
そ
し
て
有

権
者
す
べ
て
が
政
治
に
当
事
者
で
あ
る
と

い
う
、
民
主
主
義
の
線
幹
を
見
失
っ
て
い

る
こ
と
は
私
達
の
社
会
の
健
全
性
を
大
き

く
擦
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

政治家の活動とその支援

社
会
学
で
よ
く
知
ら
れ
が
L

事
実
に
、
人

の
行
動
は
そ
の
人
に
か
け
ら
れ
る
期
待
に

よ
っ
て
変
わ
る
と
い
う
ち
の
が
あ
る
。
「
役

割
期
待
と
役
割
演
技
」
と
呼
ば
れ
る
ち
の

で
あ
る
が
、
人
の
行
為
に
は
こ
の
よ
う
な

性
質
が
あ
る
。
ど
ん
な
に
高
い
士
山
を
持
っ

て
政
治
家
に
な
っ
定
と
し
て
ち
、
そ
こ
で

期
待
さ
れ
る
こ
と
が
悪
役
で
し
か
な
い
と

す
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
行
動
仁
愛
わ
っ
て

し
ま
う
可
能
性
を
箔
つ
。
そ
の
意
昧
で
は
、

メ
デ
ィ
ア
芥
」
含
む
私
走
ち
白
身
が
、
志
を

持
っ
て
立
候
補
し
定
政
治
家
を
、
本
来
の

あ
る
べ
き
姿
か
ら
引
き
離
し
て
い
る
の
か

t
し
れ
な
い
。
ち
ち
ろ
ん
、
こ
の
よ
う
な

圧
力
に
負
け
ず
初
志
貫
徹
し
、
努
力
を
続

け
て
い
る
政
治
家
ち
数
多
い
。
こ
の
士
山
を

捲
っ
て
政
治
を
担
っ
て
い
る
政
治
家
の
活

動
を
支
援
す
る
こ
と
は
、
民
主
主
義
の
根

幹
を
取
り
戻
し
、
日
本
の
社
会
を
健
全
な

ち
の
と
す
る
だ
め
の
一
歩
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
と
考
え
て
い
る
。
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年世界人口白書 | 

人口構造の多角化がもたらす

新しい人口移動の潮流

人口移動をテーマとした

12006年世界人口白書Jを発表一

一国連人口基金

9
月
6
司
、
日
出
述
人
口
基
金

(
U
N

F
P
A
)
は
2
0
0
G
年
版
「
世
界

人
口
白
書
』
を
発
表
し
た
。
今
年
の

人
口
白
書
は
「
希
望
へ
の
道

l
女
性

と
間
間
際
人
口
移
動
」
を
テ
i
マ
と
し
、

増
加
す
る
関
際
的
な
人
口
移
動
に
焦

点
を
当
て
、
特
に
人
口
移
動
の
な
か

で
の
女
性
の
立
場
に
つ
い
て
包
括
的

に
取
り
上
げ
て
い
る
の
が
最
大
の
特

徴
と
い
え
る
。

9
月
6
日
の
『
世
界
人
口
白
書
』
世
界

河
時
発
表
の
前
仁
、
東
京
で
開
催
さ
れ
た

会
見
に
は
和
気
邦
男
U
N
F
P
A
事
務
局

次
長
が
出
席
し
、
今
年
の
白
書
の
概
要
を

語
つ
定
。
和
気
次
長
は
毘
際
的
な
人
口
移

動
に
関
す
る
議
論
が
国
連
で
高
ま
り
を
見

ぜ
て
い
る
な
か
、
と
り
わ
け
女
性
移
住
労

働
者
が
不
利
益
を
被
っ
て
い
る
と
指
橋
。

医
師
や
助
産
師
、
看
護
師
な
ど
の
頭
脳
流

出
仁
よ
っ
て
窓
療
サ
ビ
ス
が
低
下
す
る

ケ
ー
ス
や
、
人
身
売
買
・
家
庭
内
労
働
者

の
搾
取
と
い
っ
疋
人
権
侵
害
の
ケ
ス
な

ど
を
列
挙
し
な
が
ら
、
女
性
の
移
住
労
働

に
十
分
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
点
を
指

摘
し
て
、
「
送
り
出
し
固
と
受
け
入
れ
臨
双

万
が
と
色
に
利
益
を
得
る
だ
め
に
、
ど
の

よ
う
な
活
動
が
必
要
と
な
る
の
か
、
合
後

議
論
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
だ

め
に
議
論
の
場
を
国
際
機
関
と
し
て
提
供

す
る
と
い
う
狙
い
が
あ
る
」
と
述
べ
走
。

会
見
に
は
和
気

U
N
F
P
A
事
務
局
次

長
の
ほ
か
に
、
小
野
日
ヱ

7
外
務
省
毘
際

協
力
局
多
国
間
協
力
課
企
画
官
、
中
山
暁

雄
・
国
際
移
住
機
関

(
O
M
)
東
京
事

務
所
長
、
そ
し
て

2
0
0
6
年
版
人
口
臼
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2006年人口白書

左から、和気(UNFPA事務局次長)、小野田子(外務省)、中山陸雄(IOMp!i長)、間藤誠(早大院教綬)

豊
田
の
監
修
者
で
あ
る
阿
藤
誠
・
早
稲
田
大

学
人
間
科
学
学
術
院
特
任
教
授
が
出
席
し
、

人
口
白
書
に
対
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
見
解
を

語
っ
た
。
外
務
省
の
小
野
企
図
官
は
、
本
年
度
の

人
口
白
書
が
9
月
仁
国
連
総
会
仁
合
わ
せ

て
開
催
さ
れ
た
「
国
際
人
口
移
動
と
開
発

に
関
す
る
政
府
高
官
会
議
」
と
合
致
し
走

ア
1
マ
で
あ
る
こ
と
を
評
価
し
、
「
4

コ目、

人
身
売
由
民
や
移
住
者
の
社
会
保
健
、
教
育

な
ど
の
具
体
的
な
脅
威
か
ら
一
人
一
人
を

い
か
に
保
護
す
る
か
と
同
時
に
女
性
の
工

ン
パ
ワ
メ
ン
ト
を
い
か
に
高
め
て
い
く

か
が
課
題
亡
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
ち
、

U
N
F
P
A
が
人
口
移
動
に
関
す
る
白
書

を
発
表
す
る
の
は
適
切
L

と
評
価
し
た
。

ま
た
人
口
白
書
の
テ
マ
が
、
日
本
政
府

が
O
D
A
援
朗
の
基
礎
と
し
て
重
視
し
て

い
る
「
人
間
の
安
全
保
障
L

と
一
致
し
だ

ち
の
で
あ
る
点
を
指
摘
し
た
う
え
で
、
政

府
と
し
て
ち

U
N
F
P
A
が
指
滴
し
た
女

性
移
住
者
の
実
情
に
着
目
し
な
が
ら
、

O

D
A
予
算
を
矯
加
す
る
よ
う
引
き
続
き
取

り
組
ん
で
い
る
と
語
り
、

2
0
0
7
年
度

の
概
算
請
求
で
外
務
省
が
前
年
出
口
・

1
%
増
の

5
3
0
億
円
を
財
務
省
に
提
示

し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

中
山

O
M
東
京
事
務
所
長
は
、
既
仁

世
界
的
な
潮
流
と
し
て
人
口
移
動
が
避
け

ら
れ
な
い
と
の
認
識
を
示
し
だ
う
え
で
、

労
働
力
の
確
保
だ
け
を
目
的
と
し
だ
労
働

政
策
を
実
施
し
て
色
、
人
間
が
移
住
す
る

以
上
、
移
住
問
題
は
経
済
的
の
み
な
ら
ず

社
会
問
題
と
な
る
と
指
摘
し
、
人
口
移
動

仁
関
し
て
は
移
民
の
社
会
統
合
が
最
大
の

課
題
で
あ
る
と
語
っ
た
。

U
N
F
P
A
が

家
庭
内
労
働
に
つ
い
て
一
章
を
設
け
て
い

る
点
を
評
価
し
つ
つ
、
人
権
保
護
の
必
愛

性
が
い
わ
れ
る
一
万
で
、
家
庭
内
で
生
じ

る
被
害
状
況
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
密
難

が
存
在
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
、
移
住
に

対
し
て
一
人
一
人
が
主
体
的
に
取
り
組
め

る
よ
う
な
支
援
活
動
が
今
後
必
要
で
あ
る

と
説
明
し
た
。

向
藤
誠
・
早
稲
田
大
学
人
間
科
学
学
術

院
特
任
教
授
は
、

1
9
9
4
年
の
カ
イ
ロ

会
議
で
採
択
さ
れ
た
宣
言
文
に
国
際
労
働

移
動
に
対
す
る
取
り
組
み
が
行
動
計
画
と

し
て
組
み
込
ま
れ
て
い
た
ち
の
の
、
実
際

仁
子
が
つ
け
ら
れ
て
こ
な
か
っ
走
経
緯
を
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指
指
し
だ
う
え
で
、
本
年
の
人
口
白
書
が

労
働
力
移
動
仁
対
す
る
人
口
学
か
ら
の
本

格
的
な
取
り
組
み
で
あ
る
こ
と
を
高
く
評

価
し
た
。
人
口
学
か
ら
の
視
点
に
基
づ
け

ば
、
生
産
年
齢
人
口
が
減
少
す
る
先
進
国

で
は
潜
在
的
に
若
年
労
働
力
の
需
要
が
生

じ
る
と
し
、
「
か
つ
て
の
よ
う
な
貧
思
国
か

ら
先
進
国
へ
と
い
う
経
済
格
差
に
基
づ
く

移
動
で
は
な
く
、
高
齢
化
な
ど
の
人
口
構

造
の
格
差
仁
基
づ
い
て
い
る
移
動
が
昨
今

の
労
働
人
口
の
移
動
を
め
ぐ
る
潮
流
の
背

景
に
あ
る
」
と
説
明
し
だ
。
そ
の
う
え
で
、

外
国
人
労
働
者
を
各
国
が
受
け
入
れ
る
こ

と
で
、
経
済
以
外
の
社
会
的
な
問
題
が
発

生
し
た
ケ
ス
を
引
き
合
い
に
出
し
、
最

大
の
問
題
は
、
経
済
成
長
を
士
山
向
す
る

つ
国
家
主
権
し
と
移
住
労
働
者
と
そ
の
家
族

の
「
人
権
」
が
ぶ
つ
か
り
合
う
と
一
し
ろ
に

あ
る
だ
ろ
う
と
自
身
の
見
解
を
語
っ
た
。

そ
の
う
え
で
、
移
住
労
働
者
の
人
権
問
題

が
注
目
さ
れ
受
け
入
れ
側
政
府
の
対
応
に

国
際
的
な
批
判
が
集
中
す
る
こ
と
を
恐
れ

て
、
政
府
間
合
意
を
右
た
ら
す
よ
う
な
国

際
会
議
が
開
催
さ
れ
ず
、
そ
の
走
め
に
問

題
が
触
れ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
疋
の
で
は
な

い
か
と
の
見
解
を
示
し
た
。

そ
の
後
、
会
見
参
加
者
か
ら
の
質
疑
が

行
わ
れ
た
。
鴎
総
人
口
移
動
が
本
格
化
す

る
時
代
仁
、
国
際
機
関
が
果
疋
し
う
る
役

割
は
何
か
と
い
う
質
問
に
対
し
、
和
気
U

N
F
P
A
次
長
は
「
国
際
労
働
移
動
の
否

定
的
な
側
面
が
数
多
く
指
摘
さ
れ
て
い
る

が
、
十
分
な
研
究
が
ま
だ
な
さ
れ
て
い
な

い
。
国
家
主
権
と
移
民
の
人
権
と
い
う
対

立
構
図
が
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
資
本
、

情
報
、
技
術
が
国
境
を
越
え
て
移
動
す
る

時
代
に
、
人
口
ち
大
き
く
移
動
す
る
以
上
、

現
実
に
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
客

観
的
な
デ
ー
タ
が
必
要
で
あ
り
、
ま
た
国

際
的
な
議
論
が
必
要
と
な
る
。
女
性
問
題

に
焦
点
を
当
て
た
本
年
度
の
人
口
白
書
が

国
際
世
論
へ
の
情
報
提
供
と
な
る
こ
と
を

願
っ
て
い
る
」
と
語
っ
走
。

門
解
説
】
人
口
移
動
を
取
り
上
げ
疋
人
口
白
書
は

1
9
9
3
年
仁
発
表
さ
れ
て
以
来
問
年
ぶ

り
と
な
る
。
こ
れ
ま
で
人
口
移
動
は
1
9

9
4
年
の
力
イ
口
会
議
で
重
要
な
問
題
で

あ
る
と
の
認
識
が
共
有
さ
れ
な
が
ら
ち
十

分
な
議
論
が
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
定
。
そ

の
理
由
と
し
て
、
間
藤
毅
授
ら
が
指
摘
し

た
よ
う
仁
、
外
国
人
労
働
者
を
労
働
力
と

し
て
活
用
す
る
点
に
注
目
す
る
「
国
家
主

権
」
の
立
場
と
、
労
働
者
の
社
会
的
な
側

面
に
注
目
す
る
「
人
権
」
の
立
場
が
、
激

し
く
対
立
し
て
き
た
経
緯
が
挙
げ
ら
れ
る
。

そ
れ
ゆ
え
に
、
政
府
間
合
意
が
積
極
的
に

推
し
進
め
ら
れ
ず
、
多
国
間
の
協
力
関
係

が
成
立
し
難
い

t
の
で
あ
っ
疋
の
は
当
然

の
流
れ
と
い
え
る
。

他
万
、
人
口
移
動
が
規
加
し
て
い
る
理

由
と
し
て
、
通
信
技
術
と
翰
送
手
段
が
地

球
規
模
で
実
現
し
た
点
が
挙
げ
ら
れ
て
い

る
が
、
こ
の
技
術
的
な
要
因
以
上
に
重
要

な
視
点
は
、
各
国
間
で
人
口
構
造
が
多
角

化
し
て
い
る
と
い
う
人
口
学
的
な
見
万
で

あ
ろ
う
。
高
齢
化
や
少
7

才
化
と
い
っ
疋
人

口
構
造
が
変
化
し
た
こ
と
で
労
働
力
人
口

の
不
均
衡
が
生
じ
、
そ
れ
が
各
国
の
経
済

格
差
を
背
景
と
す
る
こ
と
で
、
大
規
模
な

人
口
の
移
動
を
誘
発
す
る
よ
う
に
な
つ
だ

こ
と
が
現
在
の
状
況
で
あ
る
と
い
っ
て
よ

t
t
v
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近
年
、
人
口
移
動
を
め
ぐ
っ
て
は
、



様
々
な
議
論
が
登
場
し
て
い
る
。
移
住
先

か
ら
途
上
国
ヘ
送
ら
れ
る
海
外
送
金
額
が

1
6
7
0
億
米
ド
ル
在
記
録
し
、
途
上
国

へ
の
政
府
開
発
援
問
O
D
A
総
額
を
大
き

く
超
え
て
い
る
こ
と
か
ら
ち
、
移
住
者
が

ち
た
ら
す
出
昼
間
出
へ
の
送
金
が
貧
臨
撲
滅

仁
作
用
し
う
る
の
か
密
か
が
ホ
ッ
ト
な
議

論
を
呼
ん
で
い
る
。
ま
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
で

は
、
縫
製
業
に
対
す
る
米
国
か
ら
の
投
資

を
受
け
る
場
合
、
縫
製
工
場
が
i
L
O
労

働
慕
準
を
遵
守
し
て
い
な
け
れ
ば
投
資
許

可
が
認
め
ら
れ
な
い
と
い
っ
た
一
定
の

「
人
道
主
義
的
な
」
配
慮
が
行
使
さ
れ
て
い

る
。
他
方
で
、
タ
イ
は
A
S
E
A
N
の
A

F
T
A
化
を
に
ら
み
ミ
ャ
ン
マ
ー
か
ら
の

外
国
人
労
働
力
を
含
め
、
十
分
な
労
働
力

健
保
の
た
め
の
積
極
的
な
政
策
を
推
し
進

め
て
い
る
。

世
界
人
口
の
多
様
化
に
伴
う
人
口
構
造

の
変
化
が
人
口
移
動
を
呼
び
起
こ
し
て
い

る
墓
本
的
な
要
密
と
い
え
る
だ
け
に
、
人

口
問
題
に
取
り
組
ん
で
き
た
U
N
F
P
A

が
国
際
的
な
労
働
力
移
動
に
対
す
る
問
題

認
識
を
示
し
た
の
は
高
く
評
価
す
べ
き
で

あ
ろ
う
。
今
回
の
人
口
白
書
が
示
し
た
の

2006年人口白書

は
、
女
性
の
立
場
仁
焦
点
を
当
て
、
女
性

の
権
利
保
護
を
客
観
的
な
統
計
指
標
を
示

し
な
が
ら
訴
え
る
姿
勢
で
あ
る
。
定
だ
し

家
庭
内
部
で
働
く
女
性
労
働
者
の
実
態
を

正
確
に
把
握
す
る
こ
と
は
極
め
て
難
し
い

な
ど
、
正
確
な
実
態
把
握
と
具
体
的
な
対

応
策
は
合
後
の
諜
題
で
ち
あ
る
。
実
態
を

い
か
に
的
確
に
把
握
し
て
い
く
の
か
、
そ

し
て
具
体
的
な
対
応
策
が
国
際
機
関
と
し

て
ど
の
よ
う
に
求
め
ら
れ
る
の
か
が
、
多

く
の
国
際
機
関
が
抱
え
る
課
題
と
い
え
る
。

そ
れ
ゆ
え
に
、

U
N
F
P
A
に
求
め
ら
れ

る
の
は
、
こ
れ
ま
で
妊
産
婦
の
健
康
・
出

産
支
媛
な
ど
を
実
施
し
て
き
走
狙
自
の
ネ

ッ
ト
ワ
ク
を
活
用
し
、
家
庭
内
部
の
女

性
労
働
者
の
実
態
を
よ
り
正
確
に
把
握
す

る
こ
と
で
あ
り
、
ま
だ
他
の
機
関
と
連
携

し
な
が
ら
、
国
際
労
働
力
移
動
を
め
ぐ
る

国
際
的
な
世
論
を
喚
起
す
る
こ
と
で
あ
ろ

う
。
あ
る
い
は
、
途
上
国
で
の
教
育
前
回
発

活
動
や
女
性
の
地
位
向
上
支
援
な
ど
の
実

績
を
活
用
し
な
が
ら
、
出
稼
ぎ
労
働
者
の

労
働
環
境
改
善
を
実
施
し
て
い
く
よ
う
働

き
か
け
る
こ
と
に
あ
る
。
合
間
の
白
書
が

提
示
し
た
課
題
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、

会
後
U
N
F
P
A
が
さ
ら
に
多
く
の
活
動

実
績
を
挙
げ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
だ
い
。

(
竹
本
将
規
)

41 



直• 5歳未満の死亡率の低下

画
• 

ネパールにおける

瓦
四2つの農村の事例か5

アリヤル• ナビン

は
じ
め
に

1

・1
問
題
の
所
在

ネ
パ
ル
の
開
発
政
策
の
担
当
当
局
に

と
っ
て
、
幼
児
死
亡
率
の
改
善
は
常
に
留

の
開
発
政
策
の
最
重
要
課
題
と
な
っ
て
い

る
。
ネ
パ
ル
は

1
9
5
6
年
か
ら
、
開

発
政
策
と
し
て
5
年
毎
の
H

開
発
計
画
w

を
導
入
し
て
い
る
。

2
0
0
2
年
仁
導
入

さ
れ
た
第
ね
次

5
b
年
計
画
で
は
、
幼
児

死
亡
率
の
低
下
が
白
亜
大
の
社
会
調
発
目
標

と
さ
れ
て
い
る

(
2
0
百

ω
二
υ
一ω
コ
コ
ヨ
m

o
oヨヨ一
ωω
一O
コ
日
口
口
印
)
。

2
0
0
1
年
の
匿

勢
認
査
と
人
口
統
計
に
よ
る
と
、
ネ
パ

ル
の
幼
児
死
亡
率
と
出
生
力
は
低
下
傾
向

に
あ
る
(
中
央
統
計
局
、
以
下

C
B
S
、

2
0
0
2
)
。
南
ア
ジ
ア
の
他
の
国
々
と
同

様
、
ネ
パ
ー
ル
に
お
い
て
ち
幼
児
死
亡
率

の
低
下
に
続
き
出
生
力
の
低
下
が
見
ら
れ

る
の
口
一
一
仁
ヨ
E
oコ
川
口
口
一
)
。
よ
っ
て
、
幼
児

死
亡
率
の
低
下
が
出
生
力
低
下
の
前
提
条

件
で
あ
り
、
人
口
転
換
を
理
解
す
る
た
め

に
は
、
幼
児
死
亡
率
を
把
握
す
る
こ
と
が

極
め
て
重
要
で
あ
る
と
い
え
る

(
O
一o
百三唱

」
白
白
∞
)
。
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ネ
パ
ル
に
お
け
る
幼
児
死
亡
率
に
つ

い
て
は
、
人
口
学
者
と
政
府
の
政
策
担
当

者
に
よ
っ
て
多
く
の
研
究
が
な
さ
れ
て
き

た
が
、
両
者
の
分
析
は
鴎
勢
調
査
等
の
マ

ク
ロ
デ
タ
の
み
に
基
づ
い
て
い
る
の
が

現
状
で
あ
る
。
一
万
、
都
市
・
農
村
別
に

人
口
政
策
が
実
施
さ
れ
て
き
左
右
の
の
、

ミ
ク
ロ
デ
タ
に
基
づ
く
人
口
学
の
研
究

及
び
地
域
レ
ベ
ル
の
調
震
を
基
本
と
す
る

人
口
政
策
は
極
め
て
少
な
い
。
加
え
て
、

ナピン・アリヤル
情大学経清研究所特別研究員
1973年カトマンズ・ネパ ル生ま
れ。 1999年中央大学経済学部卒、
2001年橋大学院経清研究科修了、

2005年間研究科博士号取帯。 2005
年4月から現職。博士詩文rEthnicity
and Ethnicity: Micro Level 
Household Survey of Tv.旧日hnic
Communities of NepalJ (2004)。



異
な
る
工
ス
二
ッ
ク
集
団
の
人
口
学
的
な

比
較
研
究
の
前
例
右
見
ら
れ
な
い
。

そ
こ
で
本
研
究
の
臼
的
は
、
ネ
パ
ー
ル

に
お
け
る
2
つ
の
工
ス
ニ
ッ
ク
集
団
で
あ

る
パ
フ
ン
/
チ
工
ツ
卜
リ
(
∞
与

E
¥
O
Z
5
)

と
タ
マ
ン
(
↓
ωヨ
雪
間
)
の
鈎
児
死
亡
率
を

把
握
す
る
こ
と
で
あ
る
。
認
査
対
象
の
パ

フ
ン
/
チ
工
ツ
ト
リ
は
イ
ン
ド
/
ア
リ

ア
系
の
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
で
あ
り
、

万

タ
マ
ン
は
チ
ベ
ッ
ト
/
モ
ン
」
コ
ロ
イ
ド
系

の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
で
あ
る
。
最
新
の
セ
ン

サ
ス
に
よ
る
と
、
前
者
は
全
国
民
の
初
パ

ー
セ
ン
ト
、
後
者
は
お
よ
そ

6
パ

セ

ン

ト
を
占
め
て
い
る
(
工
。

ネ
パ
!
ん
に
お
け
る
特
定
の
エ
ス
ニ
ツ

ク
集
団
を
対
象
と
し
た
ミ
ク
ロ
的
人
口
学

研
究
(
豆
一
口
5
0
0
ヨ
O
伺呂百
T

吾
)
は
、
ア
ラ

ン
・
マ
ク
フ
ァ
ー
レ
ン
(
k
y

一
吉
玄

R
S号コ
O
)

に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
た
。
マ
ク
フ

?
l
レ

ン
は
チ
ベ
ッ
ト
/
モ
ン
ゴ
ロ
イ
ド
系
に
属

す
る
ネ
パ
ー
ル
の
工
ス
ニ
ツ
ク
集
団
の
1

つ
で
あ
る
グ
ル
ン

(
Q
E
E
コ
伺
)
の
農
村
を

人
口
学
的
に
考
察
し
、
土
地
資
源
と
人
口

問
題
の
研
究
を
行
つ
だ
(
玄

2
芯
ユ
ω
コタ

」由

Ja)。
そ
の
他
に
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ア
ク

投稿議文

(〈〈三一
ω
ヨ
〉
×
一
コ
コ
)
、
デ
ィ
リ
・
ラ

ム
・
ダ
ハ
ル

プ

ン

(
O
一一一一刃
ωヨ
O
き
ω
一
)
と
ト
|

マ
ス
・
フ
リ
ッ
ク
(
↓
プ
O

ヨ
自
平
一
口
否
)
右
ネ

パ
ル
の
工
ス
ニ
ツ
ク
集
団
を
人
口
学
的

に
研
究
し
て
い
る
代
表
的
な
学
者
で
あ
る
。

彼
ら
は
、
ネ
パ
ル
の
タ
マ
ン
工
ス
二
ッ

ク
集
団
に
お
け
る
社
会
変
化
と
出
生
力
行

動
に
つ
い
て
の
研
究
を
し
て
き
た
。
フ
ソ

ッ
ク
は
、
ネ
パ
ー
ル
山
筒
部
仁
あ
る
タ
マ

ン
農
村
の
研
究
を
行
い
、
ア
ク
シ
ン
は
出

較
的
都
市
部
に
在
住
す
る
タ
マ
ン
集
団
の

研
究
を
し
て
き
た
。
フ
リ
ッ
ク
は
ダ
ハ
ー

ル
と
と
ち
に
、
タ
マ
ン
集
屈
が
い
か
に
し

て
社
会
・
文
化
・
人
口
的
な
転
換
を
迎
え

て
き
だ
か
と
い
う
こ
と
の
究
明
に
努
め
て

い
る
(
平
一
口
否
ヨ
」
回
一
u
h
二
川
三
口
否
ω
コ且
Oω
才

ω
一切

」
回
目
印
)
。
一
万
ア
ク
シ
ン
は
、
タ
マ
ツ
集
団

の
人
口
学
研
究
、
と
り
わ
け
家
族
計
画
や

男
予
選
出
山
が
出
生
力
に
与
え
る
影
響
に
つ

い
て
注
目
し
て
い
る
(
〉
×
一
コ
コ
唱
」
由
旧
日
)
。
こ

の
よ
う
に
、
ネ
パ
ル
に
お
け
る
限
ら
れ

定
ミ
ク
ロ
的
人
口
学
研
究
で
は
、
チ
ベ
ッ

ト
/
モ
ン
姐
コ
ロ
イ
ド
系
の
集
団
の
出
生
力

の
み
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
で
あ
る
。
他
万
、
白
亜
大
の
集
団
で
あ

る
パ
フ
ン
/
チ
ェ
ッ
ト
ソ
の
人
口
学
的
な

研
究
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
人
口

転
換
の
理
解
に
不
可
欠
な
幼
児
死
亡
率
の

ミ
ク
ロ
的
研
究
ち
極
め
て
少
な
い
の
で
あ

る。
そ
こ
で
本
稿
の
主
な
包
的
は
、

ン
/
チ
工
ツ
ト
リ
と
タ
マ
ン
の
各
工
ス
一

ツ
ク
集
団
に
お
け
る
幼
児
死
亡
の
状
態
を

明
ら
か
に
す
る
ζ
と
で
あ
る
。
ま
疋
本
穏

で
は
、
初
児
死
亡
率
の
世
代
間
の
出
較
ち

行
う
。
本
研
究
の
結
果
は
、
ア
ク
シ
ン
、

ダ
ハ
ー
ル
と
フ
リ
ッ
ク
が
行
っ
て
き
だ
タ

マ
ソ
の
人
口
学
研
究
の
出
較
材
料
に
な
る

と
伺
時
仁
、
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い
パ
フ

ン
/
チ
工
ツ
ト
ソ
の
ミ
ク
ロ
的
人
口
学
研

究
へ
の
新
し
い
貫
猷
に
な
る
ち
の
で
あ
る
。 パ

フ

デ
ー
タ
と
方
法

本
研
究
の
デ
タ
は
、
著
者
自
ら
2
0

0
2
年
9
月
j
m
M
月
に
か
け
て
行
っ
疋
フ

ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
得
た
ち
の
で

あ
る
。
調
査
地
は
、
ネ
パ
ル
の
首
都
で

あ
る
カ
ト
マ
ン
ズ
か
ら
お
キ
ロ
南
に
位
置

す
る
ダ
ク
シ
ン
カ
リ

(
G
宍
与
一
コ
否
一
一
)
行
政

村
仁
属
す
る
2
つ
の
農
村
で
あ
る

2
0

一

市

B
-
n
/
-
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調査村にある段々畑

般
的
に
ネ
パ
ー
ル
の
農
村
部
で
は
、
向
じ

民
族
が

1
つ
の
村
を
独
自
に
形
成
し
生
活

を
営
ん
で
い
る

(
O
与
ω
一
虫
色
‘
呂
田
印
h
寸一口否

石
田
品
)
。
調
査
地
と
し
て
ダ
ク
シ
ン
カ
リ
を

選
ん
だ
漂
白
は
、
こ
の
地
万
に
は
ネ
パ

ル
の
典
型
的
な
農
村
が
存
在
し
て
い
る
こ

と
に
加
え
て
、
著
者
が
こ
の
地
域
の
文
化

や
役
会
背
景
に
精
通
し
て
い
る
た
め
で
あ

る
。
デ
ー
タ
は
質
問
表
お
よ
び
必
要
に
応

じ
て
イ
ン
タ
ー
ビ
ュ
ー
を
実
施
し
て
得
走
。

質
問
表
は
、
地
同
・
家
族
情
報
と
人
口

情
報
と
い
う
2
つ
の
区
分
か
ら
成
っ
て
い

る
。
地
減
・
家
族
情
報
区
分
で
は
2
つ
の

農
村
仁
お
け
る
イ
ン
フ
ラ
・
家
族
構
成
・

経
済
活
動
・
土
地
保
有
・
収
入
・
郡
久
財

の
保
有
の
頃
ヨ
が
あ
り
、
人
口
区
分
で
は
、

年
齢
・
性
別
・
結
婚
・
出
産
・
子
供
を
亡

く
し
走
経
験
・
家
族
計
画
と
新
生
児
の
保

健
医
療
状
態
な
ど
の
項
目
が
設
け
ら
れ
て

い
る
。
調
査
地
の
社
会
お
よ
び
人
口
学
的

な
状
況
を
よ
り
良
<
理
解
す
る
た
め
、
質

問
表
の
み
に
穎
ら
ず
、
村
長
や
保
健
所
の

所
長
等
、
調
査
池
の
有
力
者
に
イ
ン
タ
ー

ビ
ュ
を
行
っ
た
。

パ
フ
ン
/
チ
ェ
ッ
ト
リ
村
と
タ
マ
ン
村

の
全
て
の
世
帝
に
お
い
て
質
問
表
に
よ
る

認
査
を
実
施
し
た

2
。
1
8
8
人
に
及
ぶ

汚
歳
以
上
の
銃
婚
女
性
の
デ
ー
タ
を
本
研

究
の
分
析
対
象
と
し
て
い
る
。
調
査
当
時
、

タ
マ
ン
村
山
で
は
乳
児
・
初
児
死
亡
が
2
人

に
と
ど
ま
り
、
パ
フ
ツ
/
チ
工
ツ
ト
リ
村

で
は
乳
児
・
紛
児
死
亡
の
例
が

1
っ
ち
記

録
さ
れ
て
な
い
た
め
、
調
査
一

7
1
タ
が
少

数
に
な
り
幼
児
死
亡
率
を
計
算
す
る
こ
と

は
難
し
い
。
さ
ら
に
、
調
査
地
で
は
過
去

1
度
右
死
亡
率
に
関
す
る
謁
査
が
行
わ
れ

て
い
な
い
だ
め
、
乳
児
・
幼
児
死
亡
の
傾

向
を
把
握
す
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ

る
。
代
わ
り
に
、

2
つ
の
異
な
る
世
代
に

儀
す
る
母
親
の
予
供
を
亡
く
し
疋
経
験
を

代
入
し

5
歳
未
満
死
亡
率

(
C
コ
且
空
i

印

ζ
2
5一
一
叶
く
)
の
状
態
お
よ
び
傾
向
を
一
し
↑
し
で

分
析
す
る
。
悶
答
者
が
実
際
に
何
人
の
予

供
を
亡
く
し
た
か
を
答
え
る
こ
と
に
抵
抗

を
感
じ
た
定
め
、
質
問
表
で
は
過
去
に

5

歳
未
満
の
ヱ
J

供
を
亡
く
し
た
経
験
が
あ
る

場
合
は

1
、
そ
の
よ
う
な
経
験
が
な
い
場

合
は

0
と
し
て
記
録
し
た
。
こ
の
よ
う
な

ダ
ミ
に
な
っ
て
い
る

5
歳
未
満
死
亡
率

変
数
を
通
常
の
人
口
学
の
死
亡
率
に
置
き

ι14 



投稿論文

イン合ビュ に答えるパフン/チェットリの女性たち

換
え
る
こ
と
に
は
十
分
な
考
慮
が
必
要
で

あ
る
。
だ
が
こ
の
よ
う
な
制
約
の
下
で
ち
、

子
供
を
亡
く
し
だ
経
験
の
有
無
が
ネ
パ

ル
の
死
亡
率
の
理
解
に
大
変
重
要
な
変
数

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
(
》
立
ま
一
否
三
」
白
白
白
)
。

よ
っ
て
本
稿
で
は
、
子
供
を
亡
く
し
た
経

験
の
有
無
を
5
歳
未
満
死
亡
率
の
代
理
数

と
し
て
使
用
す
る
こ
と
に
し
た
。

2
つ
の

世
代
が
経
験
し
だ
5
歳
未
満
死
亡
率
を
民

較
す
る
た
め
に
、
市
歳
i
ぬ
歳
ま
で
の
既

婚
女
性
を

n

新
世
代
H

、
必
歳
以
上
は
H

旧

世
代
H

と
し
て
区
分
し
て
い
る
?
z
o

調
査
地
の
社
会
・
経
済
お
よ
び
人

口
学
的
な
背
景
と
基
本
情
報

パ
フ
ン
/
チ
ェ
ッ
ト
リ
は
ネ
パ
ー
ル
の

ゴ
ル
カ

(
Q
o
元
吉
)
地
万
か
ら
、
一
万
タ
マ

ン
は
マ
ク
ワ
ン
ブ
ー
ル
(
『
く
一
笑
コ
〈
〈
雪
E
C寸
)

地
万
か
ら
移
住
し
て
き
た
と
い
わ
れ
て
い

る
言
、
。
両
者
の
農
村
は
同
じ
行
政
村
に
あ

る
が
、
パ
フ
ン
/
子
工
ツ
ト
リ
村
は
行
政

機
構
が
置
か
れ
て
い
る
中
心
部
に
位
置
し
、

タ
マ
ン
村
は
中
心
部
か
ら
離
れ
た
と
こ
ろ

に
あ
る
。
い
く
つ
の
社
会
経
済
お
よ
び
人

口
指
標
は
以
下
の
表
に
ま
と
め
て
あ
る
。

-
B
-
q
u
 

一L
の
表
で
、
パ
フ
ン
/
チ
工
ツ
ト
リ
と

タ
マ
ン
の
世
痛
で
は
平
均
的
に
そ
れ
ぞ
れ

6
・
2
人
と
5
・
4
人
の
世
靖
国
買
を
持
つ

こ
と
が
一
訴
さ
れ
て
い
る
。
表
に
は
記
さ
れ

て
な
い
が
、
必
要
な
社
会
イ
ン
フ
ラ
、
例

え
ば
、
学
校
や
保
健
所
は
パ
フ
ン
/
チ
工

ッ
ト
リ
村
に
は
存
在
す
る
が
、
タ
マ
ン
村

で
は
未
だ
に
不
足
し
て
い
る
。
例
え
ば
タ

マ
ン
村
で
は
小
学
校
が
院
一
の
教
育
機
会

で
あ
る
の
に
対
し
、
パ
フ
ン
/
チ
ェ
ッ
ト

ソ
村
で
は
小
学
校
に
加
え
、
高
校
や
短
期

大
学
ち
設
立
さ
れ
て
い
る
。
数
奇
の
イ
ン

フ
ラ
と
同
様
、
識
字
率
の
差
乞
両
者
の
問

に
見
ら
れ
る
。
旧
歳
以
上
の
識
字
率
は
、

ネ
パ
ル
全
体
と
出
較
す
る
と
雨
村
と
ち

古
向
く
な
っ
て
い
る
が
、
パ
フ
ン
/
チ
工
ツ

ト
リ
村
で
は
タ
マ
ン
村
よ
り
ち
高
い
識
字

率
を
記
録
し
て
い
る
。
ま
だ
、
識
字
率
に

お
け
る
男
女
の
差
は
両
村
で
見
ら
れ
る
が
、

パ
フ
ン
/
チ
工
ツ
ト
ソ
村
で
は
比
較
的
そ

の
差
は
少
な
い
。

調
査
地
で
は
農
業
が
最
古
重
要
な
経
済

活
動
で
あ
り
、
大
半
の
女
性
が
農
業
関
連

の
仕
事
の
み
に
従
事
し
て
い
る
。
パ
フ

ン
/
チ
工
ツ
ト
リ
の
女
性
は
農
業
賃
金
労
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働
者
に
な
ら
な
い
傾
向
に
あ
る
が
、
タ
マ

ン
の
女
性
に
と
っ
て
は
農
業
労
働
で
賃
金

を
得
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
。
。
ハ
フ

ン
/
チ
工
ツ
ト
リ
の
女
性
は
政
府
部
門
、

特
に
学
校
で
勤
務
し
て
い
る
者
ち
い
た
が
、

タ
マ
ン
の
女
性
で
は

1
人
ち
こ
の
よ
う
な

部
門
で
の
仕
事
に
従
事
し
て
い
な
か
っ
た
。

同
じ
傾
向
が
両
村
の
男
性
に
石
見
ら
れ
た
。

バ
フ
ン
/
チ
エ
ツ
ト
ソ
の
男
性
の
多
く
が

政
府
部
門
な
ど
に
従
事
し
て
い
る
走
め
、

農
業
賃
金
労
働
者
と
し
て
働
い
て
い
る
者

は
稀
で
あ
る
が
、
タ
マ
ン
の
男
性
の
ほ
レ
し

ん
ど
が
農
業
賃
金
労
働
者
で
あ
る
。
ま
た
、

パ
フ
ン
/
チ
工
ツ
ト
リ
が
タ
マ
ン
よ
り
2

倍
多
く
収
入
を
得
て
い
る
が
、
収
入
の
男

女
差
が
前
者
で
は
よ
り
顕
著
で
あ
る
こ
と

が
本
調
査
で
明
ら
か
と
な
っ
た
百
五
耐
久

財
の
保
有
に
関
し
て
ち
両
村
の
問
に
明
確

な
差
が
見
ら
れ
た
。
タ
マ
ン
村
と
出
較
し

て
圧
倒
的
に
多
く
の
パ
フ
ン
/
チ
工
ツ
ト

ソ
村
の
世
帯
は
、
テ
レ
ビ
や
ど
デ
オ
怠
ど

を
含
む
電
子
製
品
を
保
有
し
て
い
る
。
両

村
に
電
気
は
届
い
て
い
る
が
、
パ
フ
ン
/

チ
ェ
ッ
ト
リ
村
と
出
較
す
る
と
タ
マ
ン
村

で
は
水
道
と
電
話
の
イ
ン
フ
ラ
が
不
足
し

て
い
る
。

表

i
で
示
さ
れ
だ
よ
う
に
、
パ
フ
ン
/

チ
工
ツ
ト
リ
村
で
は
タ
マ
ン
村
や
全
国
平

均
よ
り
少
な
い
平
均
既
往
出
生
児
数

(
C

E
B
)
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
タ
マ
ン
の

C
E
B
ち
ネ
パ
ー
ル
全
体
と
出
較
し
走
場

合
、
や
や
低
く
な
っ
て
い
る
。
男
女
の
平

均
結
婚
年
齢
に
関
し
て
は
、
パ
フ
ン
/
チ

工
ツ
ト
リ
は
全
国
平
均
よ
り
は
高
<
、
一

万
タ
マ
ン
は
低
く
な
っ
て
い
る
。
避
妊
浸

透
率
は
、
全
国
平
均
に
比
べ
て
両
村
と

t

高
い
浸
透
率
を
記
録
し
て
い
る
。
ま
た
ネ

パ
ー
ル
全
体
と
同
様
、
咽
副
主
同
地
で
ち
長
期

間
の
授
乳
の
慣
行
が
見
ら
れ
走
。
本
節
で

は
調
査
地
の
基
本
的
な
社
会
・
経
済
お
よ

び
人
口
学
的
な
指
標
を
明
ら
か
に
し
て
き

た
が
、
次
節
で
は

2
つ
の
農
村
に
お
け
る

幼
児
死
亡
と
出
生
力
を
分
析
す
る
。

調
査
地
に
お
け
る
死
亡
率
の
変
化

2
・
1

調
査
地
位
お
け
る
予
供
を
亡
く
し

た
経
験

ネ
パ
ー
ル
で
は
、
子
供
を
亡
く
し
た
経

験
の
あ
る
女
性
の
大
半
は

5
歳
未
満
の
ヱ
J

供
を
亡
く
し
て
い
る
(
豆
一
コ
一
ω
ゴく
0
4

2 

工
SLH7804
以
下
M
O
H
)
。
一
般
的
に
、

幼
児
死
亡
に
は
内
生
お
よ
び
外
生
要
閣
が

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
市
内
生
的
な
要
因

と
し
て
は
、
特
に
生
物
学
的
要
因
が
あ
り
、

母
親
の
年
齢
、
出
産
か
ら
次
の
出
産
ま
で

の
期
間
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
一
万
、
社

会
・
経
済
・
文
化
・
環
境
的
な
要
素
が
幼

児
死
亡
の
外
生
的
な
要
因
で
あ
る

(
Q
一=、

」
巴
∞
印
)

O

調
査
地
に
お
い
て
は
、
食
糧
不

足
・
汚
染
さ
れ
た
飲
料
水
・
感
染
症
・
不

衛
生
な
住
居
・
医
薬
品
の
不
足
な
ど
が
幼

児
死
亡
を
助
長
す
る
要
密
と
な
っ
て
い
る

(工

8
5
U
8
2』
08Eω)。
医
療
施
設
の
不

足
は
ち
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
保
健
や
医
療
に

関
す
る
知
識
の
欠
如
ち
幼
児
死
亡
に
つ
な

が
る
。
謁
査
地
で
は
、
保
健
所
は
行
政
機

橋
が
置
か
れ
て
い
る
中
心
部
に
あ
る
定
め
、

パ
フ
ン
/
チ
工
ツ
卜
リ
は
恩
恵
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
が
、
タ
マ
ン
の
住
居
は
中

山
部
か
ら
離
れ
て
い
る
た
め
、
保
健
所
へ

の
ア
ク
セ
ス
が
閤
難
で
あ
る
。
本
橋
で
は
、

新
世
代
(
市
歳
j
祁
歳
)
と
悶
世
代
(
必

歳
以
上
)
の
女
性
の
ヱ
7
供
を
亡
く
し
た
経

験
を
出
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
幼
児
死
亡

率
の
傾
向
を
分
析
す
る
。
子
供
を
亡
く
し
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表1 調査地および全国の基本的な社会・経済・人口デ づ=

全国 パフン/チェットリ タマン

世指数 データ無 73 制》

世帯貝の平均 データ無 5.4 6.2 

男 6ち1 93.8 88.5 
識字、干

tヒ 42.5 62.7 51.3 

、ド!!JlR人 男 データ甚 57，500 21.800 

(ネパールルピー/可間) 女 データ無 1且700 15.500 

平均既往出生担敢にEBI宇 5.40 2.84 4.26 

男 21.4 23.3 20.5 
平均結婚年齢

立 17.1 18.5 15.8 

避妊浸透率 40 90 82 

授乳期間 28ヵ月 24ヵ月 20ヵ月

出典.著者によって2002年に行われた爵査とネパール人口 環境音2001年
注 : t)死産および流産を除いた出産の敢

表2 調査地における新!日世代の子供を亡くした経験

全調査地 J'ブン/チェット') タマン

小計 15歳-45歳 46歳以上 小百十 15歳-45歳 46歳以上

サンプル数 188 112 61 51 76 56 20 

(-11¥を亡くした耗験が有 52 30 5 25 22 6 16 

J{一セント 27.7% 26.8% 8.2% 49口% 28.mゐ 10.79ふ 80.0% 

子棋を亡くした桂験が無 136 82 56 26 54 50 4 

パーセント 72.39ら 73.2% 91.8% 51.0% 71.1% 89.3~ら 20.0% 

X 2 4: 23.60 34.40 

pf生 o∞o 0.000 

出典著者によって2002年に行われた認査
注 宇)X 21;1:2つの世代の子供を亡くした経験の確率の等式を計算する

表3 子供を亡くした経験と幼児死亡率

子供を亡くした確半 CEB 5歳未満比亡ヰ， * 
J'フン/ヲーェットリ
46歳以 k 49.09ら 4.01 15.5% 

15歳-45歳 8.2% 1.92 4A'?o 

タマン

46歳以上 80.0% 7.25 19.9% 

15歳-45銭 10.7% 3.10 3.6% 

出典・著者によって2002年に行われた調査
注 土)乙れはi主8の数式 (2)によって得られた代理数である

47 



た
経
験
の
基
本
統
計
は
以
下
表
2
の
通
り

で
あ
る
。
こ
の
表
か
ら
、
両
村
に
お
い
て
、
新
世

代
の
女
性
と
出
較
し
て
旧
世
代
の
女
性
が

よ
り
多
く
の
子
供
を
亡
く
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。
サ
ン
プ
ル
は
少
な
い
か
、
8

割
の
旧
世
代
の
タ
マ
ン
女
性
が
予
供
を
亡

く
し
た
経
験
室
搭
ち
、
パ
フ
ン
/
チ
ェ
ッ

ト
リ
で
は
同
様
の
経
験
が
ほ
ぼ
5
割
に
達

し
て
い
る
。
河
村
の
新
世
代
に
お
い
て
は
、

子
供
を
亡
く
し
た
経
験
の
著
し
い
低
下
が

見
ら
れ
、
パ
フ
ン
/
チ
工
ツ
ト
リ
村
で
は

1
割
、
タ
マ
ン
村
で
は
1
割
以
下
ま
で
低

下
し
て
い
る
。
だ
が
、
新
世
代
の
女
性
は

ま
だ
再
生
産
期
潤
中
で
あ
り
、
ヱ
J

供
を
亡

く
す
可
能
性
が
ま
だ
残
っ
て
い
る
た
め
、

予
供
を
亡
く
し
た
経
験
の
み
で
幼
児
死
亡

率
を
計
算
す
る
と
、

H

構
造
バ
イ
ア
ス
H

が
生
じ
る
7
J
O

し
か
し
こ
の

n
構
造
バ
イ

ア
ス
H

問
題
は
、
幼
児
死
亡
の
確
率
が
C

E
B
仁
依
存
し
て
い
る
と
仮
定
す
れ
ば
解

決
可
能
で
あ
る

E
o
計
算
結
果
は
以
下
の

表
3
に
表
さ
れ
て
い
る
。

表
3
か
ら
、
両
村
に
お
い
て
氾
世
代
と

民
較
し
て
新
世
代
に
お
い
て
ヱ
J

供
を
亡
く

し
た
女
性
の
数
の
減
少
の
み
な
ら
ず
、
5

歳
未
満
死
亡
率
の
顕
著
な
低
下
が
見
ら
れ

る
。
ま
た
、
パ
フ
ン
/
チ
ヱ
ツ
ト
リ
村
で

は
幼
児
死
亡
率
が
旧
世
代
の
市
・
5
%
か

ら
新
世
代
の
4
・
4
%
に
低
下
し
、
タ
マ

ン
村
で
は
悶
・
9
%
か
ら

3
・
6
%
に
低

下
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
表
2
と
表

3
か
ら
、
近
年
謁
諸
国
地
に
お
い
て
?
7
供
を

亡
く
し
た
女
性
の
数
の
減
少
だ
け
で
は
な

く
、
5
歳
未
満
死
亡
率
低
下
の
現
象
が
起

こ
っ
て
い
る
こ
と
が
明
確
に
わ
か
る
。

様
々
な
要
因
が
こ
の
結
果
に
つ
な
が
っ
て

い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
新
生
児
の
保
健
室

療
状
態
の
改
善
が
最
大
の
要
因
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。認

査
地
£
お
け
る
母
7
7
健
康
の

状
態

調
査
地
で
は
、
妊
婦
の
健
康
状
態
の
改

善
に
加
え
て
、
新
生
児
仁
対
す
る
保
健
の

改
善
が
子
供
を
亡
く
し
た
経
験
の
あ
る
女

性
数
の
減
少
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。
し
か
し
全
国
デ
ー
タ
を
み
る
と
、

新
生
児
に
対
す
る
保
健
医
療
状
態
が
改
善

さ
れ
た
と
は
い
え
、
5
歳
未
満
死
亡
率
の

。〆-・
η

〆』

顕
著
な
低
下
は
見
ら
れ
な
い
。
認
査
地
に

お
い
て
は
死
亡
率
お
よ
び
死
亡
原
因
の
傾

向
に
関
す
る
デ
ー
タ
は
存
在
し
な
い
が
、

リ
ブ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
、
特
に
出

産
場
所
、
新
生
児
の
定
期
的
な
診
察
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
仁
関
す
る
質
的
な
デ
ー
タ
が

本
調
室
に
よ
っ
て
入
手
す
る
こ
と
が
で
き

だ
。
本
節
で
は
、
調
査
地
の

2
つ
の
農
村

に
お
け
る
分
娩
後
の
新
生
児
に
対
す
る
保

健
医
療
状
態
の
分
析
を
、
新
世
代
と
旧
世

代
と
を
民
較
し
つ
つ
行
う
。

調
査
地
で
は
、
訓
練
を
受
け
た
邸
産
婦

の
立
ち
会
い
な
し
に
白
宅
で
出
産
す
る
こ

と
が
一
般
的
で
あ
っ
た
定
め
、
新
生
児
お
よ

び
妊
婦
が
死
亡
す
る
危
険
性
が
古
向
か
っ

た

E
。
表
4
を
見
る
と
、
両
村
に
お
い
て

多
く
の
旧
世
代
の
女
性
が
臼
宅
で
出
産
し

て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
畑
出
代

で
は
8
%
の
パ
フ
ン
/
チ
工
ツ
ト
ソ
女
性

と
1
人
の
タ
マ
ン
女
性
の
み
が
医
療
施
設

で
出
産
し
だ
、
と
回
答
し
定
。
一
万
新
世

代
で
は
、
切
%
の
パ
フ
ン
/
チ
工
ツ
ト
リ

お
よ
び
初
%
の
タ
マ
ン
女
性
が
出
産
の
た

め
に
医
療
施
設
を
利
用
し
た
と
問
答
し
た
。

し
か
し
受
通
が
不
便
な
疋
め
、
未
だ
に
大
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謂資地の新l日世代と全国の新生児の保健医療状態

新生児の保障医療 全国持
パフン/チェyトリ パ7ン/チェットリ タマン タマン

15歳-45歳持 46~以上弛 15歳-，15荘拓 .16段以上弘

自宅 90.00 32.8 88.2 71.4 95.0 
出産場所

医療施設 10.00 67，2 11.8 28.6 忌0

右 デタ無 91.8 -13.1 91.1 。。
軒々児の定期的な診祭

燕 デー夕張 8.3 56.9 8.9 100.0 

有 6;'00 98.4 41.2 98.2 .10.0 
ワクチン接種土

無 26.回 1.6 58.8 1.8 60β 

サンプル致 5411 61 51 56 20 

表4

出典・著者によって2002年に行われた諒査と山サIC王F2000によるo
?主 :士)全国とタマノの拍車以上はBCGのみ。その抽はBCG、三種混合、ポリオと麻摩も吉まれる。

半
の
タ
マ
ン
村
で
は
助
産
婦
の
立
ち
会
い

な
し
の
臼
宅
出
震
が
一
般
的
で
あ
る
。
ま

た
全
国
の
デ
タ
を
売
る
と
、
医
療
施
設

で
出
産
し
て
い
る
女
性
の
割
合
は
叩
%
に

過
ぎ
怠
い
。

本
調
査
で
新
生
児
の
定
期
的
な
診
察

(
週
毎
)
を
受
け
て
い
る
か
否
か
を
質
問
し

だ
と
こ
ろ
、
旧
世
代
で
は
幻
%
の
パ
フ

ン
/
チ
工
ツ
ト
リ
が
受
け
て
い
る
と
回
答

し
た
が
、
タ
マ
ン
で
は
こ
の
よ
う
な
診
断

を
受
け
て
い
る
と
い
う
回
答
者
は

1
人
ち

い
な
か
っ
走
。
し
か
し
、
詔
査
地
に
お
い

て
は
新
生
阻
ん
の
保
健
医
療
状
態
が
改
善
さ

れ
、
新
世
代
に
関
し
て
は
高
村
で
ほ
ぼ
全

員
が
新
生
児
の
定
期
的
な
診
察
を
行
っ
て

い
る
と
口
答
し
走
。
新
生
児
の
定
期
的
な

診
察
に
関
し
て
は
全
国
的
な
デ
ー
タ
は
存

在
し
な
い
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
普
及
ち
ま
た
ヱ
J

供
の

死
亡
率
の
低
下
原
因
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。
世
界
銀
行
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
は

病
気
と
死
亡
を
予
防
す
る
四
百
ち
効
率
的
な

手
段
で
あ
り
、
ネ
パ
ル
に
お
い
て
ワ
ク

チ
ン
接
種
計
臨
が
成
功
し
て
お
り
子
供
の

死
亡
率
の
低
下
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
と
相
関

と
発
表
し
て
い
る

↓
白
白
(
)
)
〈
目
。
認
査
地
で
は
、
大
半

の
旧
世
代
の
女
性
は
萩
生
田
ん
に
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
し
て
い
な
い
、
と
回
答
し
た
が
、

ネ
パ
ー
ル
政
府
が
保
健
医
療
の

n

戸
別
サ

ビ
ス
(
0
0
0
2
0
U
0
0「
印

0
2
5
0
)
H
r
u

を
間
開
始
し
て
以
来
、
新
生
児
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
が
一
般
的
に
な
っ
て
い
る
。
両
村
の

新
世
代
で
は
、
ほ
ぼ
全
員
の
新
生
児
仁

B

C
G
、
三
種
混
八
一
口
、
ポ
リ
オ
、
麻
疹
の
予

防
接
種
が
行
わ
れ
て
い
る
。

新
生
児
の
保
健
医
療
状
態
が
改
善
さ
れ
、

両
村
に
お
い
て
新
世
代
で
ヱ
J

供
を
亡
く
し

だ
経
験
の
あ
る
女
性
の
数
が
減
少
し
て
い

る
こ
と
が
、
本
調
査
に
よ
っ
て
明
ら
か
と

な
っ
走
。
だ
が
お
世
代
を
完
る
と
、
タ
マ

ン
と
出
較
し
て
パ
フ
ン
/
チ
ェ
ッ
ト
リ
で

は
7
7
供
を
亡
く
し
た
経
験
の
あ
る
女
性
数

と
5
歳
未
満
死
亡
率
は
少
な
く
な
っ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
差
は
お
そ
ら
く
保
健
医

療
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
違
い
に
よ
っ
て
生
じ

た
、
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
タ
マ
ン

よ
り
出
較
的
多
く
の
侶
波
代
の
パ
フ
ン
/

チ
工
ツ
ト
ソ
女
性
が
医
療
施
設
で
出
産
し
、

新
生
児
の
定
期
的
な
検
診
ち
行
っ
て
い
た
。

が
あ
る
、

(
/
〉
¥
口
三
旦

田

ωコ庁、
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調
査
地
で

1
9
8
5
年
仁
保
健
所
が
設
立

さ
れ
る
以
前
に
お
い
て
ち
、
パ
フ
ン
/
チ

エ
ッ
ト
リ
は
首
都
カ
ト
マ
ン
ズ
に
あ
る
医

療
施
設
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
可
能
で
あ
っ
た
。

一
万
タ
マ
ン
村
で
は
幹
線
道
路
や
交
通
手

段
が
欠
如
し
て
い
た
た
め
、
医
療
施
設
へ

の
ア
ク
セ
ス
が
困
難
で
あ
り
、
新
生
児
へ

の
保
健
室
療
に
悪
影
響
を
与
え
て
い
た
。

ま
だ
タ
マ
ン
と
異
な
り
、
旧
世
代
の
パ
フ

ン
/
チ
工
ツ
ト
リ
は
当
時
医
療
の

H
O
O
D寸

汁

O
O
D
O
F

計
画
仁
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
疋

三
種
混
合
と
麻
疹
の
予
防
接
種
乞
新
生
児

に
受
け
さ
ぜ
て
い
た
。
調
蚕
地
仁
お
い
て

の
旧
世
代
の
パ
フ
ン
/
チ
工
ツ
ト
リ
と
タ

マ
ン
の

5
歳
未
満
死
亡
率
の
差
に
関
す
る

ち
う
1
つ
の
原
因
は
、

2
つ
の
農
村
に
お

け
る
幼
児
の
病
気
、
特
に
下
痢
に
対
す
る

治
療
の
差
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

5
。
下

痢
は
幼
児
死
亡
の
最
大
の
原
因
で
あ
っ
た

が
、
医
療
施
設
の
不
足
に
加
え
下
痢
の
治

療
の
知
識
が
欠
如
し
て
い
だ
定
め
、
タ
マ

ン
村
で
は
5
歳
未
満
死
亡
率
が
古
向
か
っ
た
。

し
か
し
、
保
健
所
の
設
立
や
一
二
種
混
合
、

B
C
G
、
ポ
リ
才
、
麻
疹
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
を
含
む
包
括
的
な
室
療
の
グ
戸
別
サ
|

ビ
ス
H

計
画
の
拡
大
仁
伴
い
、
調
査
地
の

河
村
で
は
新
生
児
に
対
す
る
保
健
昨
笠
原
が

改
善
さ
れ
た
と
い
え
る
。
ま
た
、
下
痢
治

療
の
薬
品
や
ビ
タ
ミ
ン
A
の
無
料
提
供
の

開
始
ち
、
新
生
児
の
保
健
医
療
状
態
に
灯
幻

影
響
を
与
え
だ
と
見
ら
れ
る
。

ま
と
め
と
結
論

著
者
自
ら
行
つ
だ
ミ
ク
ロ
謁
査
に
よ
っ

て
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
に
基
づ
き
、
本
論
文

で
は
ネ
パ
ー
ル
の

2
つ
の
工
ス
ニ
ッ
ク
集

岡
山
に
お
け
る
7
7
供
を
亡
く
し
定
経
験
と

5

歳
未
満
死
亡
率
の
変
化
を
考
察
し
だ
。
諮

査
し
た
2
つ
の
工
ス
ニ
ツ
ク
集
団
は
ネ
パ

ル
最
大
の
工
ス
二
ッ
ク
集
団
で
あ
る
パ

フ
ン
/
チ
ェ
ッ
ト
リ
と
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の

タ
マ
ン
で
あ
り
、
社
会
経
済
お
よ
び
人
口

学
的
な
観
点
か
ら

2
つ
の
集
団
が
対
照
的

な
状
態
に
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
本
稿

の
包
的
は
、
調
査
地
に
お
け
る
7
7
供
を
亡

く
し
た
経
験
の
育
無
を
把
握
し
、

5
歳
未

満
死
亡
率
の
変
化
を
解
明
す
る
こ
と
で
あ

っ
疋
。
本
調
査
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ

た
こ
と
は
、
調
査
地
の
新
世
代
の
女
性
は

旧
世
代
と
出
較
す
る
と
子
供
を
亡
く
し
た

3 

経
験
が
減
少
し
た
こ
と
に
加
え
、

5
歳
未

満
死
亡
率
自
体
ち
顕
著
に
低
下
し
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
新
生
児
に
対
す
る
保
健
医

療
の
改
善
が
子
供
を
亡
く
し
た
経
験
の
減

少
と

5
歳
未
満
死
亡
率
の
低
下
に
つ
な
が

っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
具
体
的
に
は
、

包
括
的
医
療
の

n

戸

別

サ

ビ

ス
u

の
拡

大
が
、
認
査
地
の
新
世
代
に
お
け
る

5
歳

未
満
死
亡
率
の
低
下
に
つ
な
が
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
日
世
代
に
関
し
て

は
タ
マ
ン
よ
り
ち
パ
フ
ン
/
チ
工
ツ
ト
リ

で
子
供
を
亡
く
し
た
経
験
の
あ
る
女
性
の

数
が
少
な
か
っ
た
。
こ
の
理
由
と
し
て
は
、

保
健
所
の
設
立
と

n

戸
別
サ
ー
ビ
ス
H

開

始
以
前
石
、
パ
フ
ン
/
チ
工
ツ
ト
リ
は
力

ト
マ
ン
ズ
で
の
医
療
サ
ピ
ス
ヘ
ア
ク
セ

ス
が
可
能
だ
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

し
か
し
、
保
健
所
の
設
立
と
包
話
的
な

戸
別
サ
ビ
ス
M

の
鉱
大
に
よ
っ
て
新
生

児
の
保
健
医
療
状
態
が
向
上
し
、
パ
フ

ン
/
子
工
ツ
ト
リ
と
タ
マ
ン
双
万
の
新
世

代
で
は
予
供
を
亡
く
し
だ
女
性
の
数
は
減

少
し
て
い
る
。
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【
注
}
(
1
〉
ネ
パ
ー
ル
で
は
汁
の
代
表
的
な
，
民
族
“
に

加
え
て
全
国
民
の
2
%
未
満
の
け
民
族
が
存

在
し
、
ま
だ
、
全
宙
開
民
の
1
%
未
満
の
お
民

族
が
確
認
さ
れ
て
い
る
(
口
田
戸
日
口
0

0

。
だ

が
、
力
ス
ト
・
宗
教
目
部
族
・
一
一
言
語
在
暖

昧
に
扱
う
中
央
統
計
局
の
民
族
分
類
は
、
人

類
学
者
の
批
判
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
白

勢
認
査
に
お
い
て
民
族
が
一
言
語
に
よ
っ
て
分

類
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
問
題
で
あ
る
、
と
学

者
は
指
摘
し
て
い
る
(
口
号
ω
一
宮
a
刀
一
O
Z一

」
回
目
白
)
。
彼
ら
に
よ
れ
ば
、
ヲ
マ
ン
や
ゲ
ル

ン
の
よ
う
怠
言
語
は
世
代
と
と
ち
に
減
っ
て

い
く
が
、
ヲ
マ
ン
や
ゲ
ル
ン
の
人
口
そ
の
ち

の
が
減
る
訳
で
は
な
い
。

(
2
)
い
く
つ
か
の
自
然
村
で
で
き
走
行
政
村
は
ネ

パ
ル
政
府
の
最
小
の
行
政
単
位
で
あ
り
、

村
落
開
発
委
員
会
日
E
田
一
冨
ω
ぽ
ヨ
一
戸
三
古
向
。

U
6く
O
一
O
U
3
0
コ
け
口
o
ヨ
ヨ
一
3
0
0

ば
れ
る
。

(〈
O

口
)
と
呼

(
3
)
パ
フ
ン
/
子
工
ツ
ト
リ
村
の
百
世
帯
と
ヲ
マ

ン
村
の
的
世
帯
在
諮
査
し
左
。

(
4
)
人
口
学
者
は
、
女
性
の
悶
歳
i
M山
歳
が
再
生

産

可

能

な

期

間

で

あ

る

と

者

え

る

(
U
2
0弓
ω
雪
印
コ
且
U
E
O
可
思
コ
二
回
白
白
)

投稿論文

(
5
)
村
の
知
識
人
の
談
話
に
よ
る
。

6
)
収
入
は
申
告
収
入
言
。
。
ユ
旦
ヨ
5
0
ヨ
@
)

あ

り

回

答

者

の

福

祉

や

受

渉

力

(
由
里
問

ω
ヨ
ヨ
帽
。
。
〈
〈
⑪
寸
)
の
強
調
す
る
指
標
の

み
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
家
族
単
位
で
行
う
経

済
活
動
怠
ど
に
よ
る
収
入
は
含
ま
れ
て
な

い
。
収
入
は
回
答
者
の
明
告
の
み
に
依
存
し

て
い
る
疋
め
、
誤
差
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ

る。

(
7
)
再
生
産
弓
能
な
新
世
代
よ
り
ち
再
生
産
期
間

が
過
ぎ
て
い
る
旧
世
代
の
女
性
の
万
が
C
E

B
が
高
く
怠
っ
て
い
る
た
め
、
初
回
ん
死
亡
率

の
確
率
ち
侶
世
代
の
万
が
高
く
な
る
。
一
し
の

要
因
在
考
慮
し
な
い
ま
ま
幼
児
死
亡
率
を
分

析
を
す
る
と
、
，
構
造
バ
イ
ア
ス
N

問
題
仁

(B) 
直
面
す
る
。

，
構
造
バ
イ
ア
ス
N

問
題
は
、
知
児
死
亡
の

確
率
が
C
E
B
に
依
向
け
し
て
い
る
と
仮
定
す

れ
ば
謁
整
で
き
る
。

π
は
5
歳
未
満
の
子
供
の
死
亡
確
率
で

n
↓d
 

C
E
B
と
す
る
と
、
死
亡
確
率
は

同

(
U
)
H
一
(
」
月
)
コ

i
l
!
(↓
)

 

と
な
る
。
1
の
数
式
在
変
換
す
る
と

活

H
」

l

つl
m
q
U
)
)
」

E
l
l
-
Q
)

と
な
る
。

で

こ
の
Y
が
幼
児
死
亡
率
の
代
数
と

し
て
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

(
9
)
卒
。
ハ

l
ル
で
は
乳
児
死
亡
率
に
加
え
て
妊
産

婦
死
亡
率
ち
非
常
に
高
い
。
妊
婦
1
0
0
0

人
中
将
人
が
死
亡
す
る
割
合
で
あ
る
(
豆
O
Z

日
0
0
白)。

(
叩
)
ネ
パ
ル
政
応
に
よ
る
と
、

1
9
7
7
年
に

開
始
し
た
ワ
ク
チ
ン
接
種
計
画
は
大
変
成
功

し
て
い
る
。
1
9
B
5
年
に
は
、
全
国
民
の

釘
%
に
B
C
G
、
問
%
に
D
P
丁
、
そ
し
て

ω
%
に
麻
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
在
実
施
し
て
い

る
。
し
か
し
、
U
N
I
C
E
F
に
よ
る
と
、

ワ
ク
子
ン
を
与
え
て
い
る
新
生
児
の
創
出
合
は

市
%
に
ち
満
た
な
い
(
仁
一
z
o
m司
MOOD)。

(
け
)
保
健
省
〈
M
O
H
)
と
医
療
専
門
員
目
保
健

所
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
が
、
様
々
な
医
療

サ
ー
ビ
ス
を
行
う
だ
め
V
D
C
の
全
般
市
在

訪
問
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。

(
吃
)
謁
査
地
の
保
健
所
の
記
録
に
よ
る
と
、
汚
染

し
た
飲
料
水
に
よ
る
下
痢
が
大
半
の
幼
児
の

死
亡
原
盤
で
あ
っ
走
。
幼
児
用
下
痢
止
め
の

医
薬
品
は
ヲ
マ
ン
村
に
は
芯
く
、
1
9
9
0

年
頃
か
ら
全
住
帯
仁
熊
料
で
下
痢
止
め
薬
、

に
2
6
3
ω
一
=
在
配
布
す
る
よ
う
に
な
っ
だ

(工の色付yuoω
同
『

000ス比)。
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園江満著(名市屋市立大学人文社会学部研究員・

東京農業大学国際食料情報学部非常勤講IiiU)

小国寡民。 15年Jiij初めて訪れたラオスのISJ都ルアンパパーンでの

印象を、私は本書のあとがきにこう書いた。 lli鴻小盆地の中央を流れ

る汚JII沿いに構えられた高床式の塊村というのが、タイ系民族の典型

的村落立地であり、長じてそれがクニ.A1uangを形成し、その後の曲折

を経て留民国家としてのラオス人民民主共和国となった今日において

も、ラオス北部における農村のイメージは、この『老子Jの一節に集
約することができる。

本書は、ラオス北部における整に代表される農兵と稲作栽培技術を

中心とした農耕文化を主要テーマとして扱い、それを今日まで保持し

てきた農村の姿を描こうと試みたものであるが、現実には、詳l家とし

てのラオスは2020年の最貧毘脱却を目指して経済・村会開発に労力を傾itしており、これらの影響は

これまで自給的自己完結的な安定性を維持してきた農村社会においても、様々な形で表面化してきて

いる。

現在、ラオスの公衆衛生と医療事情は急速に改善されつつあり、加えて食糧の自給達成にf'f.う乳幼

児死亡率の低下は人口増加圧力として働いている。また、人LI流入による顕著な都市化は見られない

ものの、都市部と農村部における経済格差は確実に拡大しており、これといl時に教育・就業機会の不均

等の発生は看過できないものがある。

ラオス全国を僻隊するための経済社会指標が限定されていることから、本書では、資料の籾介を兼

ねて、精度や信頼性に関して一定の官保を付けたうえでラオスの公式統計を多用した。第7章の補読者7

2 Iラオスの統計制度JI立、全体の文脈とは直緩には無関係であるが、ラオスにおける統計制度の歴史
的変遷と毘勢調査やリプロダクテイブヘルス誠査をはじめとした統計事業等について解説し、これら

の情報を利用するうえでの穏意点を指摘するとともに、本書で特に紙I自lを割し、た窓図を示している。

2ω5年3月に実施された第三凶国勢調査の結果では、ラオスの総人口は5，621，982人*であり、今日に

おいてもラオス全体としては小人口相会といえる。しかしながら、実際には1995年の第三回1m勢調費

時からの年平均人口増加率は2.26%となっており、 1985年から10年間の平均である2.76%と比較して低

下の傾向にあるものの、特に農村部において、依然高い水準で人口は増加傾向を示している。また、

ラオスでは1999年に主食である米の総生産量が200万トンを超え食糧自給を達成したとされるが、その

後も稲作の総収量は230万トンの水準で推移しており、食糧増産に肉し多くの制約を受けるラオスの農

業生態雨に鑑みれば、適切な人口政策の策定が緊急かっ最重要課題のひとつである。

本書では、農村における歴史的所産であり知的蓄積の総体でもある農耕文化を倣うことによって、

ラオス北部における農村社会の具体像を示したが、それは結果として、現在の経済・社会開発の中で

農村が直商する諸問題に対応するために、精度と最新11を備えた村落情報システム構築の必要性を提

言することとなった。

参この数値I主、 2α6年になってから発表された最終報告書の集計で、本書中では2加5年発表の速報{査である5.6日9，997人と

記載している。
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楠本修著(アジア人口・凋発協会事務局長)

本書はアジア11カ図の出生力転換を各回の宗教をはじめとする文化・

相会の村会的価値観を中心に分析したものである。日本では少子化が

深刻であるが、途上関では人11増加が引き続き、今世紀半ばには世界
人口は90億に達すると考えられる。人口が増加を続ける中で水資源を

はじめとする天然資源の不足が生じ、安全保障を合む国際関係にも大

きな影轡を与えるものと考えられている。その意味では、人11問題へ

アジアにおける

人口転換

鈎本修

の対処はその手を緩めることのできない活動でユある。 川護
住ぷ弘子子山叩

人口問題への対処とはすなわち、人11転換の問題であるといっても 金山道j齢脅 パ

i院ではない。多齢死から少産少死への過程である人口転換をでき 恥 崩~切注為蹴jE空釘毒i必会点巌堅彩
るl限炭り奴い期問で終rさせることが人口問題への対処の基本である。こ 苧杓h ‘媛桝司暴忍込
の人口転換について、これまで主に死亡の転換(多死から少死)に対 沼一

する医学的.疫学的な研究や栄養状態の変化による出生の研究、経済成長と人口転換を論じた経済学的

な研究は行われてきたが、出生を人々の行為の結果として捉え、社会・文化・宗教など社会的な価倍観

に着ElL、11カ国lこもわたってIつの視点で統一的に行わi1..た尽際的比較研究はあまりないと辺、われる。

人口は無味乾燥な数字て、表されるが、このさまざまな数字の中に一人一‘人の人生や社会の状態が反映

されているのである。本書では、自然環境や環境や公衆衛生の状況のように人の価値鋭にとって外在的

な条件となっているものと、内在的な条件である社会的価値観・競範を総合的に分析することで、数字

の背景にある現実を炎り出したいと思った。

本書の基本的な分析視点である社会学は人間1の価健観と外在的条件の関係を取り扱ってきた。これを
地域研'先に当てはめると、さまざまな初会が、その社会を支える条件である自然環境を超えては存在で

きないのと同時に、同じ環境条件の中であっても、会く異なった価値観や相会制度が存在し、文化の丑i

窓性という言葉であらわされる多様性を形成している、この多様性を分析する必要があるということで

ある。これは言葉をかえれば、経済環境、技術発展の程度、生態環境などの条件の変化がどのように人間

の価値観に影響を与えるのか、また人問の価値観がどのようにこれらの条1'1を変化させるのか、につい

ての関係性を明らかにする、ということでもある。

!謂発援助や政策の基礎となる、地域研究や国際研究は、本来対象によって規定される学問であり、対

象をいかに有効に分析するかが重要な目的である。その意味では通常の方法論で規定されている学問分

野を超えた総合的な分析を行うことが必要である。その意味でも異なった分析視角を統合的に相互作用

的に扱うこの分析方法は有効な方法であろう。

本書では人口転換も、自然環境をはじめとするさまさまな「条件jが人間の行動を秘限すると1;;1時に、人
間のlllIi値観に基つ暑いた相会的行為が、自然環境をはじめとする社会を形成する条併を制御する相互作用
によって成り立っているという仮説を導入LたO これはマイケル・ポラニーの「層の理論JI二基づいている。
人I1転換の分析にこの仮説を適用するために、本書ではこれまで代表的な人口転換環論であった経済

的な人口転換論を批判的に継承し、各l玉lの事例を検討した。そして、その中から浮かび上がった、さま

ざまな人口転換のパターンを分析し、社会的行為としての出生転換を中心に、人[J転換の新しい分析枠

組みの提示を試みた。これは結果として、社会学的分析と開発経済学、公衆衛生など開発分野で主流を

なしている分野との接合可能性を拡大するものであり、方法論的にも1"1際的な開発政策や研究に寄与し
得るものではないかと考えている。
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IPPF・日本信託護金 (JTF)新英文出版物:

Proposals that work -A systematic guide 
to planning HIV projects 

(邦題仮訳:成功するプロポーザル-HIVプロジェクト立案に関する体系的ガイド)

IPPF資金調達オフィサー
~かむら ゆり

中村百合

今
年
日
月
間
j

m
日
、
カ
ナ
ダ
の
ト
ロ

ン
ト
で
、
世
界
最
大
の

H

V

/

工
イ
ズ

会
議
で
あ
る
時
回
層
際
エ
イ
ズ
会
議
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
「
A

つ
、
実
行
の
と
き
(
ゴ
ヨ
0

6
0
0
一
一
く
雪
)
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
同
会
議
仁

は
、
お
よ
そ

2
万
人
が
参
加
す
る
ち
の
と

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
一
し
の
会
議
で

i
p

p

F
と
日
本
政
府
は
、
新
英
文
出
版
物

刀句、
0
口

Oωω

一ω
ヰ

Jω
付

く

く

O寸
T

ハ

1
1
ω
ω
く

ω件。↓
4Jω
立
口

伺
仁
互
の
け

O

D
一ωコヨコ開
T
ム
ヲ
九
百

5
2
6
特
(
邦
題

仮
訳
成
め
す
る
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
l
S
H
i

V
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
立
案
に
関
す
る
体
系
的

ガ
イ
ド
)
を
発
表
し
、
合
同
で
配
布
す
る

予
定
で
す
0

4

コ
ロ
は
、
一
し
の
新
出
版
物
に

つ
い
て
御
紹
介
し
ま
す
。

同
出
版
物
の
作
成

p
p
F
・
日
本
信
託
基
金

(
J
T
F
)

で
は
、

2
0
0
0
年
の
設
立
以
来

2
0
0

5
年
ま
で
の

6
年
間
、
毎
年
池
域
研
修
を

実
施
し
、

1
9
0
人
以
上
の
ア
フ
リ
カ
、

南
ア
ジ
ア
、
東
・
東
南
ア
ジ
ア
・
大
洋
州

地
域
の
加
盟
協
会
代
表
が
参
加
し
ま
し
だ
。

こ
の
研
修
の
主
な
臼
的
は
、
性
感
染
症

(
S
T
)
/汁

V
予
防
と
ケ
ア
に
関
す

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
作
成

に
必
要
と
な
る
実
践
的
な
知
識
と
技
術
を

習
得
で
き
る
よ
う
支
援
し
、
参
加
者
の
H

l

V
プ
ロ
グ
ラ
ム
計
画
立
案
と
実
胞
に
要

す
る
知
識
を
高
め
る
こ
と
で
し
た
。

同
時
に
こ
の
研
修
は
、
途
上
国
で
似
通

っ
た
立
場
に
あ
る
参
加
者
の
閣
で
自
分
疋

ち
の
経
験
や
そ
の
他
の
関
連
情
報
を
共
有

す
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
幅
広
い
協
力
と

ネ
ッ
ト
ワ
ク
を
育
む
場
と
す
る
こ
と
ち

意
図
さ
れ
て
い
ま
し
だ
。
つ
ま
り
こ
の
研

修
は
、

J
T
F
事
業
の
中
に
日
本
政
府
の

O
D
A
の
特
徴
と
ち
い
え
る
南
南
協
力
重

視
の
精
神
を
反
映
し
疋
ユ
ニ
ー
ク
な
事
業

で
あ
っ
た
わ
け
で
す
。
そ
の
定
め
、
こ
の

地
域
研
修
は
、

p
p
F
内
部
は
ち
と
よ

り
、
外
部
関
係
者
か
ら
ち
高
い
評
価
を
受

け
て
い
ま
し
走
。

同
出
版
物
作
成
の
当
初
の
目
的
は
、
途

上
国
の
草
の
根
に
お
け
る

H
i
V
/
エ
イ

ズ
対
応
に
必
要
と
な
る
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
強

化
を
重
視
す
る
と
い
う

J
T
F
の
設
立
時

の
狙
い
を
継
続
さ
せ
る
定
め
に
、
こ
の
研

修
実
施
の
経
験
か
ら
編
み
出
し
だ
研
修
内

容
(
プ
ロ
ジ
工
ク
卜
発
案
に
関
す
る
理
論
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と
手
法
)
を
わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
る
こ

と
で
し
だ
。
具
体
的
に
は
、

l
p
p
F
加

盟
協
会
と
そ
の
ロ
ー
カ
ル
・
パ
ー
ト
ナ

の
た
め
に
、
包
括
的

H
i
V
/
工
イ
ズ
関

連
ブ
ロ
ジ
ヱ
ク
ト
の
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
作
成

時
に
広
<
用
い
ら
れ
て
い
る
計
画
子
法
ー
ー

ロ
ジ
カ
ル
・
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
・
ア
プ
ロ

ー
チ
i
l
の
使
い
万
に
つ
い
て
、
明
瞭
で
順

序
だ
て
た
マ
ニ
コ
ア
ル
を
作
成
す
る
こ
と

で
し
た
。
実
際
に
研
修
を
受
け
た
人
々
の

言
葉
な
ど
ち
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

l
p
p
F
・
J
T
F
地
域
研
修
の
成
果
の

記
録
と
し
て
の
性
格
志
持
ち
合
わ
ぜ
て
い

ま
す
。
ま
走
、
出
版
物
の
中
仁
多
く
の
イ

ラ
ス
ト
を
加
え
る
な
ど
、
現
場
で
働
く

人
々
に
わ
か
り
や
す
い
ち
の
と
す
る
よ
う

さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
散
り
ば
め
ま
し
た
。

作
成
を
進
め
る
う
ち
に
、

i
p
p
F
は、

一
」
の
出
版
物
が
そ
の
加
盟
協
会
や
パ
ト

ナ

i
の
み
な
ら
ず
、

H
-
v
/
工
イ
ズ
分

野
で
活
動
す
る
他
の
組
織
に
と
っ
て
ち
育

用
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
た
め
、
ト
ロ

ン
ト
・
エ
イ
ズ
国
際
会
議
で
、
よ
り
広
く

多
く
の
関
係
者
と
共
有
す
る
こ
と
に
し
ま

l
U拝
L

。

間
出
版
物
の
内
容

同
出
版
物
は
、
ま
ず
王
要
計
画
手
法
で

あ
る
ロ
ジ
カ
ル
・
フ
レ
ム
・
ア
プ
ロ
ー

チ
と
は
何
か
に
関
す
る
説
明
か
ら
始
ま
り

ま
す
。
そ
の
後
、
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
の
作
成

や
実
施
環
境
や
条
件
の
想
定
等
、
こ
の
ア

プ
ロ
ー
チ
の
王
要
宙
空
素
に
つ
い
て
の
わ
か

り
や
す
い
解
説
と
関
連
用
語
や
専
門
用
語

の
説
明
に
続
き
、
問
到
な
準
備
や
問
題
解

決
の
基
本
と
な
る
問
題
の
本
質
に
関
す
る

分
析
法
、
理
論
を
実
践
に
移
し
た
具
体
例

を
提
示
し
な
が
ら
同
ア
プ
ロ
チ
の

8
ス

テ
ッ
プ
の
進
め
万
(
関
係
者
分
析
か
ら
指

標
作
成
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
効
果
の
測
定
法
、

具
体
的
な
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
作
成
法
と
そ
の

見
直
し
、
行
動
計
画
の
策
定
ま
で
)
が
カ

バ
ー
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
伺
ガ
イ
ド
に
は
、
ロ
ジ
カ

ル
・
フ
レ
ー
ム
・
ア
プ
ロ
ー
チ
で
使
わ
れ

る
専
門
用
語
の
パ
リ
工
シ
ョ
ン
、
計
画

段
階
で
役
立
つ
資
料
、
性
と
生
殖
に
関
す

る
健
康
と
権
利

(
S
R
H
R
)
の
分
野
で

活
動
す
る
組
織
が
よ
く
使
う
H
i
V
戦
略
、

さ
ら
な
る
研
究
の
す
す
め
等
を
含
む
情
報

ち
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

間
出
版
物
活
用
に
よ
る
利
点

こ
の
出
版
物
を
活
用
し
な
が
ら
、
ロ
ジ

カ
ル
・
フ
レ
ー
ム
ワ
ク
・
ア
プ
ロ
チ

で
プ
ロ
ジ
工
ク
ト
計
画
を
立
て
る
湯
合
、

次
の
よ
う
な
ス
テ
ッ
プ
を
踏
む
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
地
元
の
関
係

者
走
ち
の
多
岐
仁
わ
た
る
関
山
山
事
や
考
え

万
を
ど
の
よ
う
に
比
較
検
討
す
べ
き
か
を

学
び
ま
す
。
続
い
て
、
適
切
と
思
え
る
い

く
つ
ち
の
候
補
の
中
か
ら
最
適
な
事
業
を

十
分
な
情
報
に
基
づ
い
て
選
択
す
る
万
法

を
理
解
し
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
り
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
主
要
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト

(
白
標
、
巴
的
、
成
巣
、
活
動
、
必
要
と
な

る
準
備
・
投
資
、
指
標
)
を
明
ら
か
に
し
、

ロ
ジ
カ
ル
・
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
・
ア
プ
ロ

ー
チ
の
真
髄
で
あ
る
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
・
フ

ォ
ー
マ
ッ
ト
に
こ
れ
ら
を
埋
め
込
む
こ
と

が
可
能
と
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
マ

ト
リ
ッ
ク
ス
が
完
成
し
左
ら
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
取
り
巻
く
環
境
仁
関
す
る
前
提
条

件
と
、
そ
れ
ら
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
功

を
ど
の
程
度
左
右
す
る
ち
の
か
に
つ
い
て

考
え
る
よ
う
導
か
れ
ま
す
。
最
後
に
、
専

門
的
で
十
分
な
信
頼
を
得
ら
れ
る
よ
う
な
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フ
オ
マ
ッ
ト
で
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
を
提
示

す
る
万
法
に
関
す
る
知
識
を
得
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

今
後
さ
ら
に
フ
ラ
ン
ス
語
版
、
ポ
ル
ト

ガ
ル
語
版
ち
作
成
す
る
予
定
で
す
。
残
念

な
が
ら
、

p
p
F
・
J
T
F
地
域
研
修

は
2
0
0
5
年
度
を
最
後
に
打
ち
切
り
と

な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
出
版
物
が

H
ー

V

/
ヱ
イ
ズ
分
野
の
フ
ィ
ー
ル
ド
で
活
動

す
る
人
々
に
広
<
活
用
さ
れ
れ
ば
、

l

p

p

F
・
J
T
F
は
引
き
続
き
途
上
国
の
キ

ャ
パ
シ
テ
ィ
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
に
役
立
ち

続
け
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
ま
だ
、
隠
出

版
物
に
は
、
外
務
省
経
済
協
力
局
長
(
当

時
)
か
ら
乞
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
ぜ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
の
で
、

J
T
F
と
同
出
版
物

作
成
、
す
な
わ
ち
途
上
国
の

H
l
V
/
工

イ
ズ
活
動
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
欠
か
せ
な

い
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
へ
の

日
本
政
府
か
ら
の
ご
支
援
が
、
よ
り
一
層

明
確
に
読
者
に
理
解
さ
れ
る
こ
と
ち
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

毘際家族計街連盟(JPPF)活動レポ ト 4 

i
p
p
F
-
B本
信
託
基
金
と
は

l
p
p
F
・
日
本
信
託
基
金
は
、

ア
フ

リ
カ
と
ア
ジ
ア
で
l
p
p
F
の
加
盟
協
会

が
効
果
的
で
斬
新
な

H

V

/
エ
イ
ズ
と

S

T

予
紡
と
ケ
ア
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実

胞
を
支
援
す
る
た
め
に

l
p
p
F
内
に
設

置
さ
れ
た
基
金
。
日
本
政
府
が
全
額
を
拠

出
し
て
お
り
、

2
0
0
0
年
に
同
基
金
が

設
置
さ
れ
て
以
来
、
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ

地
域
の
幻
力
国
で
似
ブ
ロ
ジ
工
ク
ト
が
実

施
さ
れ
ま
し
だ
。

i
t
口
l
D
I
C「
寸
d

、

菌
際
家
族
計
園
連
盟

(
i
p
p
F
)
と
は

1
5
0
カ
匿
の
加
盟
協

会
を
結
ぶ
ネ
ッ
ト
ワ
ク
で
、

1
8
2
カ

国
で
活
動
す
る
世
界
最
大
級
の
国
際
N

G

O
で
す
。
セ
ク
シ
ャ
ル
/
ソ
ブ
ロ
ダ
ク
テ

ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
と
ラ
イ
ツ
(
性
と
生
殖
に

関
す
る
健
康
と
権
利
)
分
野
の
情
報
と
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
者
と
し
て
、
ま
た
推
進
者

と
し
て
活
動
し
て
い
ま
昔
。

iま

う十

す BS 同
D 廷とL出
邑 Ef版
五ミ物
ミ言 l乏
で EfT
治¥、 J

L -r汁
覧ぞぞ
いとつよ
fo →〈
代一 寸1 S 

だ己ミ
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(IPPF) 国際家族計画連盟

新事務局長

ジル・グリア博士のご紹介

国
際
家
族
計
画
連
盟

(
p
p
F
)
は、

2
0
0
6
年
9
月
か
ら
、
ス
テ
ィ
ブ

ン
・
シ
ン
デ
イ
ン
グ
博
士
の
後
を
引
き
継

ぐ
新
事
務
局
長
と
し
て
、
ジ
ル
・
グ
リ
ア

簿
士

(
G寸

Q
三

0
3
0「
)
を
迎
え
る
こ
と
を

決
定
し
ま
し
た
。

p
p
F
事
務
局
長
は
、
国
際
開
発
分

野
で
最
ち
取
り
組
み
甲
斐
の
あ
る
ポ
ス
ト

の
1
つ
で
す
。

p
p
F
は
、
性
と
生
殖

に
関
す
る
健
康
と
権
利
(
以
下
、
リ
プ

0
・
ヘ
ル
ス
/
ラ
イ
ツ
)
の
世
界
最
強
の

擁
護
者
と
し
て
、
世
界
1
5
0
カ
国
に
広

が
る
加
盟
協
会
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
、

1
8
2
力
国
の
最
ち
貧
し
い
人
々
や
社
会

の
問
辺
に
追
い
や
ら
れ
た
社
会
的
弱
者
に
、

と
て
ち
重
要
な
、
救
命
の
鍵
を
握
る
こ
と

ち
ょ
く
あ
る
、
リ
プ
ロ
・
ヘ
ル
ス
関
連
サ

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

p
p
F

は
、
こ
の
活
動
を
行
う
う
え
で
、
リ
ブ

口
・
ヘ
ル
ス
/
ラ
イ
ツ
、
よ
り
一
般
的
に

は
女
性
の
権
利
に
反
対
す
る
保
守
政
権
や

宗
教
グ
ル

i
ブ
な
ど
か
ら
、
強
い
圧
力
を
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受
け
る
こ
と
ち
あ
り
ま
す
。

グ
リ
ア
博
士
は
、
経
験
豊
か
で
非
常
に

熱
心
な
リ
ブ
ロ
・
ヘ
ル
ス
/
一
フ
イ
ツ
の
専

門
家
で
、

1
9
9
8
年
か
ら
は
ニ
ュ
ー
ジ

ラ
ン
ド
家
族
計
画
協
会
の
事
務
局
長
を

務
め
ま
し
走
。
同
時
に
、
ア
ジ
ア
・
太
平

洋
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

(
A
P
A
、
7
力
国
を

拠
点
と
す
る
お
の
N
G
O
の
ネ
ッ
ト
ワ

ク
)
や
二
ュ

i
ジ
1
ラ
ン
ド
N
G
O
保
健

省
フ
ォ
ー
ラ
ム
(
二
ユ
1
ジ

ラ

ン

ド

の

1
0
0
以
上
の
N
G
O
の
ネ
ッ
ト
ワ
ク
)

の
会
長
石
務
め
ま
し
た
。
ま
た
、
国
連
工

イ
ズ
特
別
総
会

(
2
0
0
6
年
)
、
関
連
ワ

ー
ル
ド
・
サ
ミ
ッ
ト

(
2
0
0
5
年
)
、
国

連
女
性
の
地
位
委
員
会

(
2
0
0
5
年)、

国
連
人
口
と
開
発
委
員
会

(
2
0
0
4
年
)

仁
、
二
ュ
一
ブ
ラ
ン
ド
政
府
代
表
団
の

メ
ン
バ
ー
と
し
て
参
加
し
ま
し
定
。

グ
リ
ア
博
士
は
、
そ
の
永
年
に
渡
る
家

族
計
随
分
野
へ
の
貢
献
が
認
め
ら
れ
、
一

ュ
l
ジ

l
ラ
ン
ド
の
メ
リ
ッ
ト
勲
章

(
O
E
雪
0
4

豆
雪
。
を
受
章
し
て
い
ま
す
。



事務局長就任

橋 本修 APDA新事務局長就任
並びに出版記念パ}テイ

. .蘭除雪量・d 麺邑可目

挨拶をする竹内軍事教綬

9
月
1
日
、
「
楠
本
修
氏
の
(
財
)
ア
ジ

ア
人
口
・
開
発
協
会

(
A
P
D
A
)
事
務

局
長
就
任
お
よ
び
可
ア
ジ
ア
に
お
け
る
人

口
転
換
』
の
出
版
を
祝
う
会
L

が
都
内
で

弱
か
れ
走
。

楠
本
氏
は
A
P
D
A
研
究
員
、
十
エ
任
研

究
員
、
事
務
局
長
潟
佐
を
経
て
、

2
0
0

6
年
4
月
か
ら
は
A
P
D
A
事
務
局
長
代

行、

9
月
1
日
を
ち
っ
て
事
務
局
長
に
就

任
し
走
。
著
書
目
『
ア
ジ
ア
に
お
け
る
人
口
転
換
』

は
、
明
治
学
院
大
学
に
提
出
さ
れ
正
博
士

号
請
求
論
文
の
主
要
部
分
を
出
版
用
に
編

集
し
左
右
の
で
あ
る
。
仔
年
に
わ
た
る
ア

ジ
ア
の
人
口
問
題
に
関
す
る
調
査
研
究
を

ま
と
め
た
ち
の
で
、
一
し
の
博
士
号
請
求
論

文
に
よ
り
明
治
学
院
大
学
か
ら
博
士
号

「
博
士
(
国
際
学
ど
を
授
与
さ
れ
た
。
(
羽

ペ
ー
ジ
に
自
著
紹
介
)

パ
ー
テ
ィ
仁
は
、
日
頃
か
ら

A
P
O
A

の
活
動
仁
ご
支
援
く
だ
さ
っ
て
い
る
A
P

D
A
の
理
事
・
評
議
員
、
ジ
ョ
イ
セ
フ
な

ど
関
係
包
体
代
表
、
国
際
機
関
代
表
、
学

識
経
験
者
、
国
会
議
員
な
ど
約
田
名
が
参

加
し
走
。
ま
た

i
p
p
F
の
ス
テ
ィ
ブ

ン
・
シ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
務
局
長
、

A
F
P

P
D
の
シ
フ
・
カ
レ
事
務
局
長
、
高
橋

干
秋
参
議
院
議
員
か
ら
は
祝
辞
が
寄
ゼ
入

ら
れ
走
。
ま
ず
、
発
起
人
を
代
表
し
て
福
田
康

夫
・
衆
議
院
議
員
が
挨
拶
を
行
い
、
「
国
際

人
口
問
題
議
員
懇
談
会
事
務
局
と
し
て
舵

取
り
を
任
せ
た
い
」
と
激
励
し
た
。
続
い

て
、
著
者
の
大
学
院
時
代
の
恩
師
で
あ
り
、

A
P
D
A
に
お
け
る
研
究
理
事
と
し
て
人

口
問
題
を
指
導
し
て
こ
ら
れ
だ
黒
田
俊

夫
・
日
本
大
学
人
口
研
究
所
名
誉
所
長
が

大
学
院
時
代
の
思
い
出
を
述
べ
、
乾
杯
の

音
頭
を
と
つ
だ
。

続
い
て
、
竹
内
啓
教
授
が
博
士
論
文
の

主
査
と
し
て
、
論
文
評
価
の
ポ
イ
ン
ト
を

解
説
し
「
社
会
科
学
に
お
い
て
人
口
問
題

の
扱
わ
れ
万
は
非
常
に
不
幸
な
状
態
に
あ

り
、
外
生
変
数
と
し
て
し
か
扱
わ
れ
て
い

な
い
。
し
か
し
、
人
の
生
死
を
扱
う
人
口

は
ち
つ
と
深
い
意
味
を
持
っ
て
お
り
、
社

会
科
学
の
中
に
ち
っ
と
重
要
な
意
義
を
占

め
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
論
文
は
人
口
問

題
を
社
会
科
学
に
お
い
て
位
墨
付
け
る
う

え
で
重
要
な
意
昧
を
持
っ
て
い
る
L

と
論
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文
の
学
問
的
な
意
義
を
説
明
し
走
。
さ
ら

に
論
文
指
導
を
行
っ
た
駒
井
洋
教
授
は
、

「
世
界
的
に
見
て
乞
こ
の
よ
う
に
人
口
転
換

を
体
系
的
に
論
理
的
に
扱
っ
た
論
文
は
存

在
し
な
い
。
日
本
の
学
術
の
成
果
と
し
て

毘
際
的
に
広
<
問
う
べ
き
で
あ
る
」
と
述

べ
、
ま
疋
ナ
ギ
ザ
デ
・
工
L

ハ
マ
ド
教
授
は
、

調
査
団
長
を
務
め
た
経
験
か
ら
調
査
に
お

け
る
組
織
力
、
情
報
収
集
能
力
の
高
さ
を

紹
介
し
た
。
そ
の
後
、
国
連
人
口
基
金

(
U
N
F
P
A
)
を
代
表
し
て
和
気
邦
夫
U

N
F
P
A
事
務
局
次
長
が
挨
拶
を
述
べ
走
。

国
会
議
員
活
動
の
支
援
の
面
か
ら
は
、

楼
井
新
A
P
D
A
理
事
・

A
F
P
P
D
元

議
長
が
、
「
1
9
9
4
年
の
国
際
人
口
開
発

会
議

(
C
P
O
)
、
国
際
人
口
開
発
議
員

会
議

(
|
C
P
P
D
)
か
ら
、

A
F
P
P

D
議
長
事
務
所
の
事
務
局
と
し
て
、
国
際

的
な
人
口
と
開
発
に
関
す
る
国
会
議
員
活

動
を
中
心
的
に
支
え
て
く
れ
疋
」
と
述
べ
、

ま
た
清
水
嘉
与
7
7
A
P
D
A
副
理
事
長
か

ら
は
、
こ
れ
ま
で
の
事
務
局
と
し
て
の
活

動
の
様
予
が
紹
介
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
の
議

員
活
動
の
支
援
に
対
す
る
期
待
が
述
べ
ら

れ
た
。

こ
れ
ら
の
挨
拶
に
対
し
て
、
橋
本
新
事

務
局
長
か
ら
、
「
こ
こ
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
皆

様
の
ご
支
援
で
博
士
号
取
得
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
の

A
D
P
A

に
お
け
る
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
一
人
一
人
仁
感
謝
の
言
葉
を
捧
げ
て

い
疋
ら
夜
を
徹
し
て
し
ま
う
ほ
ど
で
あ
る
。

人
口
問
題
は
大
き
く
様
相
互
変
え
つ
つ
あ

り、

A
P
D
A
E
Zて
の
活
動
を
変
化
さ
せ

て
い
く
は
吋
期
に
来
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
の

努
力
が
人
類
の
命
運
を
決
め
る
。
事
務
局

の
力
は
微
々
定
る
ち
の
で
し
か
な
い
か
、

先
輩
達
の
努
力
に
感
謝
し
な
が
ら
、
こ
こ

に
ご
列
席
の
皆
様
の
お
力
を
借
り
て
、
そ

の
使
命
を
果
走
す
べ
く
若
い
ス
タ
ッ
フ
と

と
ち
に
微
刀
を
尽
く
し
て
い
き
走
い
」
と

感
謝
と
抱
負
が
述
べ
ら
れ
だ
。

最
後
仁
、
発
起
人
で
あ
り
、
楠
本
新
事

務
局
長
の
上
司
と
し
て
永
年
に
わ
た
っ
て

指
導
を
行
っ
て
き
た
広
瀬
次
雄
顧
問
が
挨

拶
と
中
締
め
と
し
て
一
本
締
め
を
行
い
、

新
し
い
事
務
局
の
船
出
を
祝
し
走
。
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FASIDセミナ

当
事
者
が
語
る
O
D
A
改
革
の
行
方

-
F
A
S
I
D
主
催
の
講
習
会
か
ら
i

政
府
開
発
援
助

(
O
D
A
)
予
算
が
減

少
を
続
け
て
今
年
で
9
年
自
に
な
る
。
ピ

ー
ク
と
な
っ
た
平
成
9
年
度
予
算
に
比
べ

て
、
平
成
mm
年
度
予
算
は
お
よ
そ
お
%
減

少
し
、
来
年
度
は
更
な
る
予
算
削
減
が
予

測
さ
れ
て
い
る
。

O
D
A
予
算
の
減
少
は
、

い
わ
ゆ
る
「
財
政
再
建
」
路
線
に
沿
つ
だ

ち
の
で
あ
る
が
、
他
万
で
「
日
本
の
O
D

A
に
は
戦
絡
が
な
い
L

と
い
っ
た
見
万
な

ど、

O
D
A
の
あ
り
万
に
対
す
る
批
判
と

無
関
係
で
は
な
い
。
そ
ん
な
な
か
、
近
庄

の
予
算
の
減
少
に
よ
っ
て
、

O
D
A
の
持

つ
意
義
や
呂
的
、
効
率
性
の
再
検
討
が
生

じ
、
首
相
を
中
山
と
し
た
五
箇
僚
で
構
成

さ
れ
る
「
海
外
経
済
協
力
会
議
L

が
新
設

さ
れ
、
ま
た
J
|
C
A
と
J
B
|
C
が
統

合
さ
れ
る
と
い
っ
疋
具
体
的
な
制
度
変
革

が
一
罰
さ
れ
る
な
ど
、
合
、

O
D
A
は
本
格

的
な
変
革
時
期
を
迎
え
て
い
る
。
平
成
沼

年
7
月
か
ら
8
月
に
か
け
、

O
D
A
改
革

を
め
ぐ
っ
て
最
前
線
で
活
躍
す
る
人
々
を

講
師
と
し
走
O
D
A
改
革
に
関
す
る
講
習

会
が
、
財
団
法
人
罰
際
開
発
高
等
叙
育
機

構

(
F
A
S
i
D
)
で
開
催
さ
れ
た
。
今

後
日
本
の
O
D
A
改
革
は
ど
ん
な
方
向
ヘ

向
か
う
の
か
。
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
で
改
革

仁
取
り
組
む
人
々
の
言
葉
か
ら
、

O
D
A

改
革
の
現
状
と
行
万
を
検
証
す
る
。

争
政
府
が
考
え
る
O
O
A
戦
略
の
行
万

「
日
臨
近
の
こ
と
に
関
し
て
い
え
ば
、
国
連
安

全
保
障
理
事
会
の
常
任
理
事
国
入
り
が
暗

礁
仁
乗
り
上
げ
た
こ
と
や
中
国
が
経
済
的

な
意
昧
で
台
頭
し
て
き
定
こ
と
が
0
0
A

戦
略
の
見
麗
し
の
契
機
と
な
っ
疋
L

と
内

閣
府
で
O
D
A
改
革
を
担
当
す
る
塚
田
玉

樹
氏
(
内
閣
約
官
房
副
長
官
補
室
)
は
語

る
。
塚
田
氏
は
「
各
省
庁
の

O
O
A
予
算

が
、
ス
キ

i
ム
毎
に
な
っ
て
い
る
た
め
に

政
府
と
し
て
の
戦
略
性
が
十
分
に
反
映
さ

れ
ず
に
い
る
」
と
構
造
上
の
問
題
点
を
指

摘
し
、

O
D
A
予
算
の
統
合
運
用
を
行
う

「
司
令
汚
的
な
役
割
L

と
し
て
、
「
海
外
経

61 



ODAについて多くの受講者が熱心に王手を傾けた(写真田 FASID提供)

済
協
力
会
議
」
が
内
閣
府
に
新
設
さ
れ
た

経
緯
を
説
明
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
存
在

の
意
義
は
、
セ
ク
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
越
え

た
理
念
を
打
ち
出
し
、
経
済
協
力
の
プ
ロ

セ
ス
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
仁
あ
る

と
強
調
し
た
。

A
V
援
助
理
論
の
新
展
開

開
発
援
助
の
理
論
に
対
し
て
ち
見
直
し

の
試
み
が
始
ま
っ
て
い
る
。

神
戸
大
学
大
学
院
の
片
山
裕
教
授
は
フ

ィ
リ
ピ
ン
・
ミ
ン
ダ
ナ
オ
受
援
の
経
験
を

ち
と
に
、
援
防
対
象
問
闘
の
政
府
機
構
や
制

度
を
分
析
す
る
ガ
パ
ナ
ン
ス
ヰ
一
珊
の
現
状
と

そ
の
系
譜
を
概
説
し
た
。
そ
こ
で
は
「
大

規
模
イ
ン
フ
ラ
主
導
の
援
助
政
策
が
批
判

を
さ
れ
て
い
た
時
期
ち
あ
る
が
、
現
在
は

レ
ン
卜
(
権
益
)
を
い
か
に
活
用
す
る
の

か
と
い
っ
た
産
業
政
策
が
重
視
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
や
は
り
国
家
の
役
割
が
重
要

な
の
で
は
な
い
か
と
の
見
万
が
再
度
場
え

つ
つ
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

抽
出
万
で
、
政
策
研
究
大
学
院
大
学
の
山

野
峰
回
数
授
は

1
9
5
0
年
代
か
ら
の
関

発
経
済
学
の
系
譜
を
、

(
1
)
資
本
投
資
中

心
の
時
代

(
1
9
5
0
年
代
1
1
9
7
0

年
代
)
、

(
2
)
構
造
調
裂
の
時
代

(
1
9

7
0
年
代
半
ば
1
1
9
8
0
年
代
後
半
)
、

(
3
)
貧
函
削
減
中
山
の
時
代

(
1
9
9
0

年
代
i
現
代
)
に
区
分
し
疋
う
え
で
、
「
援

助
実
績
の
評
価
が
短
期
化
し
、
各
論
化
す

る
こ
と
で
、
大
き
な
構
図
が
描
け
な
い
ち

の
へ
と
シ
フ
ト
し
て
い
る
」
と
し
、
今
後

勾
年
の
動
向
ち
「
マ
ク
ロ
的
な
援
助
計
図

で
は
な
く
、
ミ
ク
ロ
的
な
開
発
経
済
論
が

盛
ん
と
な
っ
て
い
る
傾
向
は
続
く
だ
ろ
う
」

と
予
測
し
た
。

政
治
学
で
は
、
マ
ク
ロ
的
な
視
点
か
ら

見
た
統
治
・
政
府
機
構
の
あ
り
方
に
つ
い

て
議
論
が
活
発
化
す
る
一
万
で
、
経
済
学

で
は
ミ
ク
口
的
な
視
点
か
ら
個
々
の
経
済

主
体
の
活
動
に
注
巴
す
る
議
論
が
活
発
化

し
て
い
る
。
政
治
学
と
経
済
学
と
い
つ
だ

学
問
的
な
背
景
の
遣
い
は
あ
る
ち
の
の
、

開
発
優
助
を
め
ぐ
る
議
論
と
し
て
極
め
て

興
味
深
い
対
比
と
い
え
よ
う
。
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A
V
援
闘
す
る
側
と
援
防
を
受
け
る
側
な

生
じ
て
い
る
変
化

援
助
す
る
主
体
の
あ
り
万
に
つ
い
て
志
、

さ
ま
ざ
ま
な
議
論
が
な
さ
れ
た
。

中
村
尚
司
・
龍
谷
大
学
社
会
科
学
研
究

所
長
は
「
援
助
す
る
側
の
姿
勢
」
の
問
題

点
在
取
り
上
げ
走
。
援
協
す
る
ち
の
が
、

外
部
か
ら
途
上
国
地
域
仁
踏
み
込
ん
で
い

く
と
い
っ
定
当
た
り
前
の
事
実
在
注
意
深

く
捉
え
、
外
部
者
(
よ
そ
者
)
と
し
て
の

関
わ
り
万
を
考
慮
す
る
必
嬰
性
を
説
き
な

が
ら
、
「
よ
そ
者
が
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
式
に
介

入
す
る
の
で
は
な
く
、
対
等
な
パ

i
ト
ナ

と
し
て
参
加
す
る
こ
と
が
重
要
L

で
あ

り
、
「
グ
口
バ
ル
に
考
え
、
口
力
ル
に

活
動
す
る
L

で
は
な
く
、
む
し
ろ
「
身
近

な
と
こ
ろ
か
ら
考
え
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
援
鈎
す
る
一
し
と

の
意
味
が
問
い
直
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
」

と
語
っ
た
。

FASIDセミナ

こ
の
よ
う
な
援
闘
す
る
側
と
援
助
を
受

け
る
側
の
関
係
は
、
途
上
国
の
主
体
性
に

関
す
る
議
論
と
し
て
具
体
的
な
形
を
整
え

つ
つ
あ
る
。
途
上
国
の
主
体
性
に
依
拠
し

た
技
術
援
助
の
あ
り
万
と
し
て
「
キ
ャ
パ

シ
テ
ィ
ー
・
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
卜
」
の

概
念
を
説
明
し
だ
桑
島
京
子
・

J

C

A

国
際
協
力
研
修
所
謁
査
研
究
グ
ル
ー
プ
長

は
、
特
定
の
諜
題
に
対
す
る
「
途
上
国
の

自
立
的
な
課
題
対
処
能
力
」
の
構
築
・
強

化
が
「
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
・
デ
ィ
ベ
ロ
ッ

プ
メ
ン
卜
L

の
目
的
で
あ
る
と
し
、
「
援
節

す
る
側
は
途
上
国
に
対
す
る
側
面
支
援
の

役
割
を
担
う
フ
ァ
シ
ソ
テ
タ
」
で
あ

る
べ
き
だ
と
説
明
し
た
。

。
媛
助
す
る
側
と
し
て
の
N
G
O
の
現

状
と
課
題

日
本
の
N
G
O
ち
ま
だ
大
き
な
岐
絡
に

立
だ
さ
れ
て
い
る
と
す
る
の
は
、
秦
辰

也
・
社
団
法
人
シ
ャ
ン
テ
ィ
国
際
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
会
専
務
理
事
で
あ
る
。

1
9
7
0

年
代
に
労
働
問
題
や
公
害
問
題
な
ど
に
取

り
組
む
市
民
運
動
が
活
発
化
、

1
9
8
0

年
代
に
は
イ
ン
ド
シ
ナ
難
民
問
題
を
契
機

と
し
て
N
G
O
が
急
援
し
た
経
緯
を
説
明

し
た
う
え
で
、
「
日
最
ち
厳
し
い
康
境
下
に
あ

る
途
上
国
の
人
々
へ
の
直
接
的
な
草
の
根

ア
ブ
ロ
チ
が
可
能
で
あ
る
L

点
な
ど
を

日
本
の
N
G
O
の
「
強
み
」
と
評
価
し
な

が
ら
ち
、
「
紹
織
基
盤
が
脆
弱
で
、
財
源
に

乏
し
い
」
と
い
っ
た
「
弱
み
L

が
あ
る
と

指
摘
、
こ
れ
を
ど
う
乗
り
越
え
る
か
が
合

後
取
り
組
む
課
題
と
な
る
と
、
見
通
し
を

諮
っ
た
。
会
場
か
ら
は
、
日
本
の
N
G
O

ち
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
基
礎
と
し
て
き

だ
段
階
か
ら
、
組
織
力
や
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
能
力
を
持
っ
た
欧
米
的
な
組
織
へ
と
脱

皮
が
図
ら
れ
る
段
階
に
き
て
い
る
と
の
戸

が
聞
か
れ
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
支
援
策
と

同
様
の
N
G
O
支
度
策
が
必
要
な
の
で
は

な
い
か
と
い
っ
た
意
見
が
出
さ
れ
た
。

お
さ

緊
急
・
復
興
支
獲
を
テ
マ
と
し
だ
長

有
紀
枝
・
ジ
ャ
パ
ン
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
理
事
は
、
緊
急
援
問
支
援
の
歴
史
を
辿

り
な
が
ら
、
そ
の
成
果
と
課
題
を
訪
問
っ
た
。

赤
十
字
国
際
委
員
会
が
人
道
・
平
等
・
公

平
な
ど
を
原
則
と
し
人
道
回
垣
間
を
進
め
て

い
っ
た
系
譜
を
辿
り
な
が
ら
、

1
9
9
0

年
代
以
降
仁
国
連
P
K
O
活
動
が
平
和
維

持
か
ら
平
和
構
築
へ
と
そ
の
目
的
を
変
容

さ
ぜ
正
こ
と
で
、
現
在
は
人
道
支
援
の
あ

り
万
そ
の
ち
の
が
間
わ
れ
て
い
る
と
説
明
。
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と
り
わ
け
、
軍
隊
で
な
け
れ
ば
対
象
地
域

に
入
れ
な
い
ケ
ー
ス
が
出
て
き
だ
こ
と
を

引
き
合
い
に
出
し
、
「
軍
隊
と
の
協
力
関
係

ち
多
様
化
し
て
お
り
、
単
純
に
軍
閥
聞
か
良

い
患
い
な
ど
と
い
う
評
価
を
す
る
段
階
で

は
な
く
な
っ
て
い
る
L

と
説
明
し
た
。
ま

走
緊
急
支
援
を
経
て
復
興
支
援
へ
移
行
す

る
際
に
受
援
す
る
側
の
引
き
継
ぎ
を
上
手

<
行
う
こ
と
が
難
し
い
と
い
っ
疋
諜
題
や
、

緊
急
援
聞
に
対
す
る
評
価
、
援
助
支
援
者

に
対
す
る
説
明
責
任
を
い
か
仁
果
た
し
て

い
く
か
と
い
つ
だ
課
題
な
ど
に
、
多
く
の

N
G
O
が
直
萄
し
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
た
。

そ
し
て
最
後
に
「
成
幼
す
る
亡
わ
か
っ
て

始
め
乏
の
で
は
な
く
、
や
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
っ
て
行
動
を
始
め
た
」
と
い

う
ジ
ョ
デ
ィ
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
・

C

B

L

(
地
震
禁
止
国
際
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
)
初

代
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
|
の
言
葉
を
引
用
し
、

山
積
す
る
課
題
に
向
か
っ
て
今
後
ど
の
よ

う
に
積
極
的
仁
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
が

真
の
課
題
で
あ
る
と
語
り
、
会
場
か
ら
多

く
の
共
感
を
得
た
。

A
V
援
助
を
担
う
新
し
い
組
織
と
し
て
の

企
業
・
地
方
自
治
体

援
鴎
を
行
う
新
し
い
タ
イ
プ
の
組
織
が

登
場
し
て
い
る
こ
と
に
ち
注
目
が
集
ま
っ

た
。
伺
困
仁
孝
・
上
智
大
学
教
慢
は
、
従

来
の
開
発
援
助
を
行
う
医
家
や
N
G
O
と

は
別
に
、
企
業
が
そ
の
社
会
的
責
任

(
C

S
R
)
か
ら
社
会
貢
献
の
一
環
と
し
て
援

助
を
実
施
す
る
ケ
ー
ス
を
取
り
上
げ
、
現

在
欧
米
を
中
山
に
国
際
機
関
と
企
業
が
パ

ト
ナ
シ
ッ
プ
を
結
ぶ
と
い
っ
た
新
し

い
開
発
媛
助
モ
デ
ル
が
登
場
し
て
い
る
こ

と
を
紹
介
。
ま
左
大
和
議
券
の
金
田
晃
一

氏
は
、
「
C
S
R
と
は
企
業
が
地
域
に
寄
院

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
っ
疋
社
会
貢
献
を

す
る
こ
と
で
は
な
く
、
日
々
の
仕
事
を
通

じ
て
よ
り
よ
い
社
会
を
作
る
こ
と
や
利
害

関
係
者
の
声
に
配
慮
し
て
企
業
経
営
す
る

こ
と
」
で
あ
る
と
し
な
が
ら
、
向
社
が
N

G

O
と
協
働
し
て
行
っ
て
い
る
ス
リ
ラ
ン

カ
沖
地
震
・
津
波
彼
災
地
域
の
復
興
基
金

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
1
つ
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス

と
し
て
説
明
し
た
。
ま
七
に
持
続
可
能
な
開

発
の
達
成
を
経
営
目
標
と
す
る
「
社
会
企

業
家
」
と
い
う
名
の
経
営
ス
タ
イ
ル
が
着

目
さ
れ
て
い
る
と
し
、
国
際
同
盟
邸
の
推
進

役
を
お
う
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
新
し
い
あ

り
万
が
模
索
さ
れ
始
め
て
い
る
と
説
明
し

た。
地
万
白
治
体
と
し
て
カ
ン
ボ
ジ
ア
保
健

医
療
・
教
育
分
野
で
開
発
援
助
事
業
を
実

施
し
て
い
る
ケ
|
ス
を
紹
介
し
た
の
は
、

広
島
県
の
坂
上
隆
士
氏
(
広
島
県
総
務
部

秘
書
広
報
部
国
際
室
・
主
任
主
査
)
で

あ
る
。
被
爆
体
験
を
持
つ
広
島
県
は
「
祈

る
平
和
」
か
ら
「
創
り
出
す
平
和
L

へ
と

新
し
い
理
念
を
掲
げ
て
「
ひ
ろ
し
ま
平
和

貢
献
構
想
し
を
策
定
。
地
方
自
治
体
と
し

て
国
際
社
会
へ
平
和
と
安
定
ヘ
向
け
た
メ

ッ
セ
ジ
を
発
す
る
と
し
て
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
復
興
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
着
手
し
走
。

現
在
ま
で
、
地
万
自
治
体
と
し
て
蓄
積
し

疋
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
な
が
ら
、
小
学
校

の
校
長
や
教
職
員
を
対
象
と
し
て
研
修
会

や
、
小
学
校
で
の
健
康
診
断
・
栄
養
状
態

調
査
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。
「
予
算
配
分

や
人
員
配
置
な
ど
で
困
難
が
あ
る
け
れ
ど

ち
、
地
万
自
治
体
と
し
て
国
際
貢
献
を
果

走
ぜ
る
よ
う
な
仕
組
み
を
作
り
走
い
L

と
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語
り
、
新
し
い
援
聞
の
主
体
と
し
て
名
乗

り
を
上
げ
よ
う
と
し
て
い
る
。

講
習
で
は
、
そ
の
ほ
か
に
ち
、
佐
藤
安

信
氏
(
東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究

科
教
授
)
や
マ
シ
ユ
|
・
ス
デ

i
ル
ズ
氏

(
英
悶
国
際
開
発
省
二
国
間
協
力
課
)
、
田

代
長
人
氏
(
国
立
感
染
症
研
究
所
ウ
イ
ル

ス
第
一
二
部
長
)
ら
が
講
師
を
務
め
、
そ
れ

ぞ
れ
の
O
D
A
改
革
を
め
ぐ
る
見
解
を
示

し
た
。
会
場
に
は
、
国
際
援
助
に
携
わ
る

省
庁
職
員
、

J
i
C
A
職
員
、

N
G
O
関

係
者
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
か
ら
多
く
の

受
講
生
が
集
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
経
験
仁

郎
し
疋
意
見
受
換
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
活

発
な
議
論
が
行
わ
れ
た
。

。ODA
改
箪
識
が
示
す
日
本
の
役
割

厳
し
い
財
政
状
況
に
よ
る
O
D
A
予
算

の
削
減
に
よ
っ
て
、

O
D
A
改
革
論
議
が

活
発
化
し
た
の
は
皮
肉
で
あ
る
。
現
在
、

国
家
レ
ベ
ル
か
ら
N
G
O
や
企
業
に
歪
る

ま
で
多
く
の
人
々
の
闘
で
O
D
A
改
革
論

議
が
な
さ
れ
て
お
り
、
今
後
ま
す
ま
す
深

ま
っ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
「
国
益

FASIDセミナ

を
反
映
し
た
O
O
A
戦
略
し
が
い
わ
れ
た

こ
と
で
、
外
交
の
ツ
ー
ル
と
位
置
づ
け
ら

れ
る
O
D
A
の
育
り
様
に
多
く
の
賛
否
が

寄
ぜ
ら
れ
て
い
る
が
、
重
要
な
の
は
、
開

発
援
助
を
め
ぐ
る
活
動
が
連
携
し
な
が
ら
、

よ
り
多
く
の
成
果
を
ち
た
ら
す
効
率
的
な

援
部
が
継
続
的
仁
実
施
さ
れ
て
い
く
こ
と

で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
開
発
援
問
を

実
施
す
る
う
え
で
常
に
関
わ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。

現
在
、

N
G
O
と
は
異
な
っ
疋
主
体
と

し
て
、
企
業
や
地
方
自
治
体
が
参
画
す
る

ケ
ー
ス
が
晃
ら
れ
る
な
ど
、
援
聞
を
め
ぐ

る
新
し
い
活
動
モ
デ
ル
が
生
ま
れ
よ
う
と

し
て
い
る
。

N
G
O
の
側
ち
ま
走
他
の
N

G

O
と
の
遼
携
を
考
え
る
な
ど
、
新
し
い

動
き
を
内
外
で
一
部
し
始
め
て
い
る
。
そ
の

意
味
で
N
G
O
に
と
っ
て
今

B
は
、
財
政

的
に
密
難
な
状
況
に
あ
る
ち
の
の
、
効
率

的
な
O
D
A
を
担
う
主
体
と
し
て
、
新
た

な
事
業
戦
同
町
が
問
わ
れ
て
い
る
時
期
で
あ

る
と
い
え
る
。

こ
う
い
っ
定
国
際
協
力
を
め
ぐ
る
新
し

い
活
動
モ
デ
ル
の
設
場
や
O
D
A
戦
絡
を

め
ぐ
る
議
論
の
深
ま
り
は
、

O
D
A
の
あ

り
万
、
だ
け
を
問
う
ち
の
で
は
な
い
。
今
回
、

講
習
仁
参
加
し
て
得
た
印
象
で
は
、

O

D

A
の
あ
り
万
を
め
ぐ
る
政
府
、

N
G
O
そ

し
て
民
間
団
体
を
含
め
だ
議
論
や
制
度
改

革
の
動
き
は
、
新
し
い
時
代
に
日
本
が
国

際
社
会
の
中
で
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た

し
う
る
の
か
、
抽
出
国
と
出
べ
日
本
の
O

D

A
は
ど
の
よ
う
な
強
み
を
持
っ
て
い
る
の

か
、
ま
た
日
本
の
O
D
A
の
弱
み
を
補
う

走
め
に
は
ど
の
よ
う
な
仕
組
み
を
作
る
必

要
が
あ
る
の
か
と
い
っ
た
課
題
に
直
結
す

る
ち
の
で
あ
る
。

O
D
A
改
革
の
問
題
は
、

悶
際
社
会
の
中
で
の
日
本
と
い
う
匿
の
あ

り
万
を
め
ぐ
る
議
論
と
い
っ
て
ち
過
言
で

は
な
い
。

今
、
日
本
的
な
援
助
の
あ
り
万
を
め
ぐ

っ
て
多
く
の
議
論
が
な
さ
れ
、
ま
た
新
し

い
動
き
が
芽
生
え
て
き
定
。
今
後
起
こ
る

で
あ
ろ
う
本
格
的
な
O
D
A
制
度
変
革
に

お
い
て
、
国
際
社
会
に
お
け
る
日
本
の
新

し
い
姿
が
具
体
的
に
見
え
て
く
る
か
ど
う

か
。
こ
れ
か
ら
の
展
開
が
力
ギ
と
な
る
。

(
竹
本
将
規
)
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FASID主催・平成18年国際協力基縫コース テ マと講師

「

ODA改革~戦略性と効半性の観点から 塚田玉樹氏(内陪官房副長'吉補室・企同調査官)

く国際開発協力分野の全体像〉

国際協力の観白地、らの途上国の政治の現在 )¥，JJIii氏(神戸大学大学院国際協力研究科教授)

開発経済学の基礎と国際開発協力 山野降氏(政策研究大学院大学助教授)

国際開発協力への参加~当事者性の探求と外部告としての 中村尚司氏{詣谷大学社会科学研究所長)

関わり~

く開発の担い手の違いによる国際協力および国際協力分野の今目的立重要課題〉

キャパシティ・デイベロップメント 桑島京f氏(出際協力機構[jICA]国際協力研修所調査研究

~主体性に基づく総合的課題対処能力の向上~ グループ長)

卜ー

開発における企業の協力 岡田仁孝氏(上智大宇国際教養学部教授)

金田晃氏(大和証券グループ本社CSR，長次長)

人間の安全保障とは何か 佐藤安信氏(東京大学大学院総合文化研究科教授)

共に学ぶ場としての国際協力~NGOの役割と活動~ 泰辰也氏(シャンティ密際ボランティア会専務理事}

緊急・復興支援の現鴻 長イi紀枝氏(ジャパン・プラットフォーム評議会アドパイザー)

援助協調の理論と実際 ~\Iatthcw Suddcrs氏(英同同傑i開発省[DFID]ーl主IIlIl協力課)

掠発援助における烏インフルエンザへの取り級み 田代良人氏{ドl立感染症研究所ウイルス第三部長)

実務者のための今後のJICA改革のゆくえ 加藤隆氏{巨i際協力機構[jICA]総務部総務グループ

組織運営チーム長)

公平性の確保への取り組み(ジェンダーと開発) 小幣早知子氏(オーバー γース・アグロフイヅシャワー

ズ コンサルタンツ株式会社)

平和構築支援と!丞lづくり 伊勢崎賢治氏(東京外同語大学大学院地域文化研究科教授)

地方円治体のパートナーンヅプによる開発協力 坂 k隆士氏(広島県総務部秘書広報局国際宗主任主資)
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提言書

国際人口問題議員懇談会

提言を安倍晋三官房長官に提出

人
口
問
題
に
関
す
る
超
党
派
議
員
組
織
「
回
際
人
口
問
題
議
員
懇

談
会

(
J
P
F
?
と
は
、
平
成
四
年
度
予
算
原
案
策
定
に
際
し
、
国

際
的
な
平
和
の
中
に
日
本
の
出
益
が
あ
る
と
い
う
級
点
か
ら
、
人
口

関
係
の
国
際
機
関
に
対
す
る
拠
出
の
増
額
を
求
め
る
提
言
書
(
小
泉

純
一
郎
総
理
大
臣
宛
)
を

6
月
日
日
に
間
開
催
さ
れ
た

J
P
F
P
総
会

で
満
場
一
致
で
採
択
し
た
。
こ
の
提
言
書
は
、

8
月
時
日
に
清
水
嘉

与
子
事
務
総
長
・
参
議
院
議
員
か
ら
安
倍
晋
三
官
房
長
官
に
提
出
さ

ー
た
。現
在
、
財
政
構
造
改
革
の
あ
お
り
を
受
け
て
、

U
N
F
P
A
を
始

め
と
す
る
国
際
機
関
に
対
す
る
日
本
か
ら
の
拠
出
は
減
額
の
一
途
を

辿
っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
こ
れ
ま
で
築
き
上
げ
て
き
た
日
本
の
人

口
と
開
発
に
関
す
る
分
野
で
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
に
も
陰
り
が
見
え
て
き

て
い
る
。
こ
の
ま
ま
で
い
く
と
こ
れ
ま
で
築
き
上
げ
て
き
た
影
響
力

の
喪
失
も
懸
念
さ
れ
る
。

国
際
的
に
見
て
、
日
本
が
主
導
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
分
野

は
限
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
人
口
と
開
発
に
関
す
る
活
動
は
そ
の
な
か

で
も
大
き
な
実
績
を
誇
っ
て
い
る
分
野
で
あ
る
。
そ
の
維
持
拡
大
は

人
口
分
野
だ
け
で
な
く
、
日
本
を
取
り
巻
く
環
境
を
友
好
的
な
も
の

と
す
る
た
め
に
も
重
要
な
意
義
が
あ
る
。
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国際人ロ問題議員懇談会 f提言」

内閣総理大臣

小泉純一郎殿
国際人ロ問題議員懇談会会長

衆議院議員 中山太郎

商務ご繁多の ζ とと存じますが、平成19年度予算案定に際L、国益の観
点から以下の提言を行ないます。

韮主

わが国日本l主人ロ減少社会に入りましたが、世界的には人ロ増加の傾向

が引き縫いております。 ζ の人ロ増加のほとんどはサハラ以南のアフリ

カや南アジアを中心と Lて起 ζ 句、貧思のなかで選択権を得られない女

性たちが望まない妊娠を強いられる ζ とによって発生 Lています。

わが国a本は資源、に乏しく、石油、天然ガス、希少金属など況在のわが
国の産業を支える天然資源のほとんどを輸入に頼っております。また、

食料自給率の低さから大量の食料輸入をしております。

既に ζれらの資源、に対する需要の増加は、国際的な軍事戦略をも左右 L

ており、 L ネルギーの確保を一つの勃と Lて世界の軍事戦略を含めた安

全保障が構築されていることは多くの識者が指摘すると ζ ろでありま

す。

わが国の総人する資源を取り巻く環境を振り返りますと、人ロが増加す

る中で世界の資源、に対する需要が拡大するー方、その供給を支える自然

環境は脆弱伎を増Lております。

現在、日本の食料自給率はカ口リーベースで40%にすゲず、その食料の

60%を日本は海外に依存しています。

その食料の分野でも世界の穀物生産を担っている主要な穀倉地帯では、

食料生産に不可欠な淡水資源がi是迫を始め、その生産の永続性に警告が

なされております。

わが回日本の輸入する食料は、わが国の総河川流量に匹敵するほどであ

り、国内に ζれだけの需要を賄う資源、[ま存在していません。

人ロ問題に対する対処を充分にイすなわなければ、 2050年の世界人ロは
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提言書

69 

120億人に速すると予測され、人ロ増加に伴って生じる世界的な資源、需
要の増加が、わが国日本の将来に暗雲を投げかける ζ とは必至の状況で

あります。

世界の人ロ増加はそれら資源の需要増加とつながり、 ζ れらの資源をめ

ぐって世界的にみてリスクが拡大する ζ とは避けられない現状です。つ

まり、世界の人ロ増加l主将来のわが国の安全保偉に深刻な影響を与える

ζ とになると予測されております。

ζ れまでわが国は非西欧で初めて人ロ転換を成L遂げた固として途上国

における人ロ政策の範となってまいりました。また ζれらの活動を支え

る資金の面でも ζ の分野における最大の国際機関であ IJますUNFPA
〈国連人口基金)やIPPF(鴎際家族計画連盟)に対する拠出で長年1イ立を

維持L、国際的な尊敬を得て影響カを持ってまいりま Lた。

わが回日本では、総理の強力なリーダーシップのえ、深刻な財政赤字に

対する処置が来敢に断行され、財政構造後草が進展Lております。私た

ちは、日本国の将来を明るいものとするために総埋が行なわれたご努力

を高〈言干伺いたすものであります。

ζ の財政構造改革の一環と Lて、人ロ問題に対する拠出も例外なく削減

の対象となり、国際機関に対する拠出は減額の一途を辿っており、 ζ れ

までa本が ζ の分野で築いてきた国際的なプレゼンスも薄くなってきて
おります。

日本の国家100年の計を考える時、人ロ問題の持つ国際的安全保障にお
ける戦略性を十分意識する ζ とは不可欠です。世界の人ロ問題の解決は、

日本にとってまさしく自らの将来を決める問題であります。

人ロ問題に対する支援は、人道的なものであり日本のODAの基本方針で

ある人間の安全保障にも完全に一致するものです。また鴎際社会で日本

が政治的なプレゼンスを強〈持つ人類福祉の面からみても優れた分野と

なっております。

本年度予算でも厳Lぃ査定が予測されておりますが、国際人ロ問題議員

懇談会は、日本の将来に向けた ζ れらの戦略的理由から人ロ分野に対す

る拠出i首額を強〈提言するものであります。ご英断を強〈望むものであ

ります。

毘際人ロ問題議員懇談会一向



•••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 
国際人口問題議員懇談会
国内対策部会

国際人口問題議員懇談会・t玉Ii勾対策部会(部会長:太田

豊秋議員)は7月13日に参議続議員会館でNPO法人2050、

国連人口慕金およひ守家族計凶国際協力財団(ジョイセ7)

と協力し、第81日l面会議員ワ」クショップを開催した。今回

は、北村邦夫・(社)日本家族計画協会クリニック所長が

“若者の悦が危ない いま、問として取り上げるべき諜題"

について講演を行ったO

クリニックで多くの若者と接する北村氏は、若者の伎を

取り巻く状況と、性に関する正しい知識の不足に警鐘を

鳴らしている。

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 
〈
講
演
要
旨
〉

近
年
、
イ
ン
タ
ネ
ッ
ト
や
雑
誌
等
か

ら
さ
ま
ざ
ま
な
性
の
情
報
が
あ
ふ
れ
、
性

に
関
す
る
認
識
が
苔
よ
り
オ
ー
プ
ン
に
な

っ
た
。
若
者
の
初
性
交
の
低
年
齢
化
ち
進

み
、
間
歳
以
下
の
未
婚
者
性
交
経
験
率
は

約
半
数
に
の
ぼ
っ
て
い
る
と
い
う
。
若
者

と
H

性
d

の
距
離
は
確
実
に
縮
ま
り
、
性

に
関
わ
る
全
て
の
リ
ス
ク
仁
徳
さ
れ
る
。

若
者
は
、
友
達
同
士
の
会
話
や
メ
デ
ィ
ア

か
ら
垂
れ
流
さ
れ
て
い
る
興
味
本
意
な
情

報
し
か
身
近
に
入
手
で
き
な
い
状
況
に
置

か
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
性
受
に
対
す

る
誤
つ
が
L

情
報
や
知
識
不
足
が
生
じ
、
避

妊
に
失
敗
し
、
妊
娠
・
入
土
妊
娠
中
絶
を

選
択
す
る
少
女
が
後
を
絶
た
ず
、
少
年
少

女
に
よ
る
嬰
児
の
遺
棄
事
件
乞
起
き
て
い

る
。
ま
さ
し
く
、
性
に
対
す
る
知
識
の
欠

如
が
将
来
の
あ
る
宕
者
疋
ち
を
殺
人
者
に

し
、
生
涯
消
え
る
こ
と
の
な
い
罪
と
ゅ
の

傷
を
負
わ
ぜ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
宕
蓄
の

H
l
v
/
工
イ
ズ
を
含

む
性
感
染
症
の
権
患
率
ち
増
加
し
、
現
在

そ
の
二
次
感
染
の
拡
大
が
懸
念
さ
れ
て
い

る
が
、
裁
に
相
談
で
き
な
い
若
者
は
、
体

に
異
変
を
感
じ
て
ち
病
院
に
行
く
こ
と
が

で
き
な
い
。
保
険
証
を
使
用
し
だ
ら
親
に

知
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
を
懸
念
し
て
い
る

か
ら
だ
。
仮
に
保
険
証
を
持
疋
ず
に
診
察

を
受
け
る
と
、
そ
の
費
用
は
全
額
個
人
負

担
と
な
り
、
若
者
に
と
っ
て
は
経
済
的
に

難
し
い
。
病
状
が
深
刻
に
な
り
手
遅
れ
に

な
る
前
仁
病
院
や
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
行
き
、

t
っ
亡
気
軽
に
医
師
に
相
談
で
き
る
よ
う

な
策
境
づ
く
り
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

若
者
の
性
行
動
を
親
、
教
師
な
ど
、
私
た

ち
大
人
が
ま
ず
直
視
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
強
調
し
た
。

ま
走
、

H
l
V
/
ヱ
イ
ズ
は
現
在
の
と

こ
ろ
治
癒
す
る
病
気
で
は
な
く
、
本
質
的

な
対
策
は
感
染
の
予
防
し
か
な
い
。
感
染

し
て
し
ま
っ
た
ら
そ
の
発
症
を
抑
え
る
こ

と
し
か
で
き
ず
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
高
価

な
薬
を
服
用
し
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
い
。

現
在
、
日
本
の

H
l
V
/
エ
イ
ズ
対
策
は

非
常
に
矛
盾
し
た
ち
の
と
な
っ
て
い
る
。

工
イ
ズ
を
発
症
し
た
者
に
対
し
て
は
高
額

な
医
療
費
を
払
う
一
万
で
、
本
質
的
な
対

策
で
あ
る
予
妨
に
は
十
分
な
予
算
が
組
ま

れ
て
い
な
い
。
費
用
対
効
果
か
ら
い
っ
て
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NPO法人2050

10代のためのリプロず7ティブ・ヘルスケアに係る経費(国・サーピス別)

スウェーデン 7'7ンス カナず 英国 米民 日本

公的クリーツ 語科 無科 無料 無科 大部分は無料 全額偶人負担。

クの利用 避妊以外は保主主

が適用される

開業医の利用 無料 全額個人負担 無料 無科 全額個人負担 全額個人負!~

保険で8割は返 保険の内容によ 避妊以外は保険

却される って返却額l二差 が適用される

がある

ピルの処方 最初の周期は甚 クリニックでは 最初の層別は無 無料 クリニックでは無 全額個人負拘

料、その後1周期 無料。薬局では 科、その後1腐期 科または格安。 クリニックによ

j'fIこ1-3;jミドル I周期毎に)-7毎lこ)-7タiミドル 薬局では11M期 り異なるが1周

来ドル 毎lこ6-35"，ドル }師毎に20-5日米

ドル

The Alan Guttmacher Institute: T町 nageSexual and Reproductivt:' BehavIor in Dcvc!oped Countries， 2001日本は北村正による

ち
予
防
に
十
分
な
予
算
を
配
分
す
べ
き
で

あ
る
。さ
ら
に
現
在
、
親
予
間
で
の
性
教
育
が

殆
ど
行
わ
れ
て
い
な
い
状
況
で
、
全
て
の

子
ど
ち
た
ち
が
正
し
い
知
識
を
得
る
た
め

に
は
学
校
で
の
性
教
育
が
必
要
だ
が
、
一

部
の
、
い
わ
ゆ
る
M

行
き
過
ぎ
だ
性
教
育
w

が
話
題
と
な
り
、
学
校
が
そ
の
批
判
に
臆

さ
れ
疋
こ
と
で
教
師
ち
世
間
志
向
子
校
で
行

わ
れ
る
性
教
育
に
否
定
的
な
風
潮
と
な
っ

て
い
る
。
し
か
し
単
に
、
「
コ
ン
ド
ム
の

配
布
は
性
受
渉
の
奨
励
を
し
、
低
用
車
一
里
経

口
避
妊
薬
(
ピ
ル
)
の
推
進
は
性
行
為
の

乱
れ
を
肪
長
す
る
」
な
ど
と
安
易
仁
結
び

つ
け
る
こ
亡
が
問
題
を
解
決
に
導
く
わ
け

で
は
な
い
。
正
し
い
教
育
や
情
報
を
提
供

す
る
こ
と
が
、
若
者
自
身
や
棺
手
存
」
口
す
る

t
L
め
の
第
一
歩
に
な
る
こ
と
を
、
私
達
大

人
が
認
識
し
、

H

い
つ
・
ど
の
よ
う
に
・

ど
の
程
度
・
誰
が
H

予
供
疋
ち
仁
性
教
育

を
行
う
か
を
検
討
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、
若
者
が
性
教
育
を
通
じ
て
H

命
の
大

切
さ
u

在
学
ぶ
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
、
固

と
し
て
取
り
組
ん
で
欲
し
い
課
題
と
し
て
、

1

慎
重
か
つ
責
任
あ
る
性
行
動
が
と
る
こ

と
が
で
き
る
教
育
の
実
施
、

2

性
行
動
を
選
択
す
る
若
者
に
は
、

ド
ム
、
緊
急
避
妊
ピ
ル
(
*
現
在
日
本

で
は
認
め
ら
れ
て
な
い
だ
低
用
量
経
口

避
妊
薬
を
無
料
あ
る
い
は
超
格
安
で
入
手

で
き
る
体
制
づ
く
り
、

3

母
子
健
康
手
帳
に
替
わ
る
思
春
期
健
康

手
帳
を
配
布
し
、
健
康
保
険
証
が
な
く
て

右
無
料
で
医
療
を
受
け
ら
れ
る
医
療
設
備
、

の
3
点
を
挙
げ
走
。

コ
ン

2
0
0
3
年
に
発
表
さ
れ
だ
位
界
人
口

白
書
に
よ
る
と
、
「
思
春
販
の
若
者
に
対
す

る
健
康
と
権
利
へ
の
投
資
は
、
次
世
代
に

大
き
な
利
益
を
ち
だ
ら
す
」
と
い
わ
れ
て

い
る
。
若
者
に
対
す
る
投
資
を
き
ち
ん
と

行
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
次
出
代
の
社
会
が

希
望
に
満
ち
だ
乞
の
と
な
り
、
少
?
才
化
の

問
題
仁
ち
明
る
さ
が
見
え
て
く
る
の
で
は

怠
い
か
。
今
後
、
国
が
ど
の
よ
う
仁
な
政

策
を
打
ち
出
し
て
い
く
か
が
、
こ
れ
か
ら

の
B
本
を
支
え
る
活
者
の
の
身
の
健
康
を

左
右
す
る
と
同
氏
は
強
<
訴
え
た
。(木
村
盲
目
立
J
)
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l 国連加盟~I]周年記念「世界人口デーj 特別シンポジウム E

日本

「
世
界
人
口
デ
l
」
(
7
月
立
日
)
を
前
に
、
特
別

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
白
億
人
の
世
界
と
人
口
減
少
相

会
・

8
本
」
が
7
月
6
日
、
国
連
大
学
で
間
開
催
さ
れ

た
。
(
家
族
計
画
国
際
協
力
財
団
、
人
口
問
題
協
議
会

主
催
)「
世
界
人
口
デ
l
」
は
、

1
9
8
7
年
の
こ
の
日

に
世
界
の
人
口
が
ぬ
憶
に
達
し
た
こ
と
を
記
念
し
て

関
連
が
制
定
し
た
。
そ
れ
か
ら
ぬ
年
、
世
界
人
口
は

2
0
0
6
年
2
月
に
何
回
億
を
突
破
、

2
0
5
0
年
に

は
約
鉛
億
人
に
な
る
と
予
測
さ
れ
る
。
一
方
日
本
は
、

2
0
0
5
年
の
出
生
数
は
1
0
6
万
人
、
合
計
特
殊

出
生
率

(
T
F
R
)
は
1
・
お
と
い
ず
れ
も
過
去
最

低
を
記
録
し
、
人
目
減
少
社
会
が
現
実
の
も
の
と
な

っ
た
。
日
本
と
世
界
の
人
口
問
題
を
取
り
巻
く
現
状

と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
こ
の
分
野
の
第
一

線
で
活
躍
す
る
政
治
家
、
有
識
者
、
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ

ー
ダ
l
の
議
論
に
、

2
5
0
人
を
超
え
る
聴
衆
は
熱

心
に
開
聞
き
入
っ
た
。

• 65億人の世界と人口減少社会

置
有
森
硲
予
・
国
連
人
口
基
一
金

(
U
N

幽

F
P
A
)
親
善
大
使
活
動
報
告

圃
「
工
チ
オ
ピ
ア
で
で
あ
っ
た
人
々
」
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育
森
裕
ヱ
7

・
国
連
人
口
基
金

(
U
N
F

P
A
)
親
善
大
使
は
今
年
2
月
、
工
チ
才

ピ
ア
を
訪
問
し
、

U
N
F
P
A
が
取
り
組

む
リ
ブ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
等
に
関

す
る
ブ
ロ
ジ
工
ク
卜
を
視
察
し
た
。
首
都

ア
ジ
ス
ア
ベ
パ
で
は
、
フ
ィ
ス
チ
ュ
ラ

(
産
科
ろ
う
孔
)
治
療
に
取
り
組
む
病
院
を

訪
問
。
フ
ィ
ス
チ
ュ
ラ
と
は
、
胎
児
の
頭

が
母
毅
の
産
道
を
長
時
間
圧
迫
し
定
結
果
、

陸
、
跨
脱
、
直
腸
な
ど
に
孔
(
あ
な
)
が

生
じ
る
疾
患
で
、
慢
性
の
失
禁
症
状
を
伴

ぃ
、
感
染
症
や
歩
行
困
難
に
な
る
こ
と
ち

あ
る
。
赤
ち
ゃ
ん
ち
酸
欠
等
で
死
産
に
い

た
る
こ
と
が
多
い
。

王
子
オ
ピ
ア
で
は
早
婚
の
習
慣
が
あ
り
、

氾
ー
は
歳
で
親
が
決
め
定
相
手
と
結
婚
し
、

汚
歳
で
出
産
す
る
こ
と
ち
珍
し
く
な
い
。

若
年
出
産
は
少
女
の
体
仁
過
度
の
負
担
在

か
け
、
こ
う
し
た
フ
ィ
ス
チ
ユ
ラ
や
死
産

を
数
多
く
引
き
起
こ
し
て
い
る
。
フ
ィ
ス

チ
ュ
ラ
患
者
は
肉
体
的
外
傷
を
受
け
る
だ



APDA会議

け
で
な
く
、
難
産
の
末
仁
赤
ち
ゃ
ん
を
失

つ
だ
ト
ラ
ウ
マ
と
、
「
垂
れ
流
し
」
の
状
態

た
め
に
家
族
や
社
会
か
ら
ち
差
別
や
隔
離

さ
れ
る
と
い
う
精
神
的
外
傷
に
笥
し
ん
で

い
る
。
フ
ィ
ス
チ
ユ
う
は

ω
%
が
手
術
で

治
り
、
費
用
は

3
0
0
ド
ル
程
度
だ
が
、

主
に
筒
発
途
上
国
で
2
0
0
万
人
ち
の
患

者
が
治
療
を
受
け
ら
れ
ず
苦
し
ん
で
い
る

と
い
わ
れ
て
い
る
。

有
森
さ
ん
は
、
「
で
は
、

H

早
婚
を
な
く

ぜ
ば
い
い
H

と
思
う
の
が
当
然
だ
が
、
そ

韓
関

れ
だ
け
で
は
済
ま
さ
れ
な
い
現
実
が
あ
る
。

レ
イ
ブ
や
誘
拐
が
多
い
エ
チ
才
ピ
ア
で
は
、

そ
の
よ
う
な
危
険
か
ら
予
ど
ち
を
守
る
定

め
に
早
く
結
婚
さ
ぜ
た
い
、
と
い
う
毅
の

患
い
が
あ
る
し
と
話
し
た
。

ま
た
早
婚
に
加
え
、
水
汲
み
等
の
重
労

働
が
女
子
教
育
の
障
害
と
な
っ
て
お
り
、

大
学
の
女
子
学
生
数
は
全
体
の

1
%
に
過

ぎ
な
い
。
こ
う
し
疋
現
状
を
踏
ま
え
、
「
頭

ご
な
し
に
M

間
違
っ
て
い
る
H

と
い
う
の

で
は
な
く
、
女
性
が
普
通
に
毅
育
を
受
け

ら
れ
、
健
康
に
な
れ
ば
国
ち
一
元
気
に
な
る

i
zて
の
だ
め
の
努
力
が
必
要
L

と
語
つ
だ
。

圃
猪
口
邦
予
大
臣
特
別
講
演

圃
「
新
し
い
少
予
化
対
策
と
日
本
」
盆
笹
田
)

講演を行う猪口大臣

日
本
の
少
予
化
は
急
速
で
、
そ
の
対
策

は
ま
っ
疋
怠
し
の
状
況
で
あ
る
。
こ
の
ま

ま
で
は
、

2
0
5
0
年
の
巴
本
の
人
口
は

1
億
人
に
な
り
、

1
9
6
7
年
頃
の
水
準

に
な
る
と
予
想
さ
れ
る
が
、

1
9
6
7
年
の

高
齢
化
率
が
6
・
6
%
だ
っ
た
の
に
比
べ
、

2
0
5
0
年
で
は
あ
・

7
%
に
ち
上
る
。

出
生
率
が
包
復
し
定
国
を
見
て
み
る
と
、

3
つ
の
要
素
が
指
摘
で
き
る
。
第
一
に

つ
女
性
の
労
働
率
の
上
昇
」
、
二
つ
自
に

「
仕
事
と
家
庭
の
両
立
が
弓
能
な
社
会
の
構

築
」
、
二
一
つ
臼
は
「
男
性
の
家
事
・
育
児
の

時
間
の
増
加
L

で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
政
府

は
様
々
な
少
子
化
対
策
を
実
施
し
て
き
た

が、

T
F
R
お
よ
び
出
生
数
の
低
下
に
は

歯
止
め
が
か
か
っ
て
い
な
い
。

1
9
9
0

年
代
は
共
働
き
の
両
親
へ
の
対
策
と
し
て

保
育
園
の
拡
充
な
ど
に
重
点
が
置
か
れ
た

が
、
新
し
い
少
?
7
化
対
策
で
は
五
ハ
働
き

で
あ
る
か
否
か
M

に
関
ら
ず
、
対
象
を
全

家
庭
に
拡
大
し
て
い
る
。

国
民
の
二
ー
ズ
は
、
「
保
育
料
や
鈎
稚
開
国

費
の
軽
減
」
が
一
番
多
く
、
続
い
て
「
乳

幼
児
の
医
療
費
の
無
料
化
L

、
「
児
童
手
当

の
港
額
L

、
「
児
童
手
当
支
給
年
同
一
回
の
鉱
大
」

が
続
く
。
二
ズ
は
家
庭
に
よ
り
様
々
だ

が
、
新
し
い
少
ヱ
J

化
対
策
は
総
合
的
、
体

系
的
、
多
角
的
な
施
策
を
目
指
し
、
妊

娠
・
出
産
か
ら
、
新
生
児
・
乳
幼
児
期
、

未
就
学
期
、
小
額
正
規
、
中
学
・
高
校
・

大
学
生
期
ま
で
子
ど
ち
の
成
長
に
応
じ
つ

つ
、
総
合
的
に
7
7
育
て
支
援
策
を
講
じ
る

試
み
で
あ
る
。
(
資
料
1
)
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臼
本
の
家
族
政
策
仁
関
わ
る
財
政
夏
出

は
対
G
D
P
出
で

0

・
6
%
の
み
で
、
現

在
、
高
齢
者
関
係
の
社
会
保
障
給
付
が
7

0

・
4
%
を
占
め
て
い
る
の
に
対
し
、
児

童
、
家
族
関
係
は
3

・
8
%
に
す
ぎ
な
い
。

合
後
、
財
源
を
明
確
仁
し
、
人
の
夢
、
願パネルディスカッション

資料1

新たな少子化対策の推進
(1)子育て支媛策

(2)働き方の改革
①若者の就労支援

②パ トヲイム労働者の均衡処置の推進

③女性の継続就労再就職互接

④企業の子育て互接の取組の推進

⑤長時間労働の是正等の母を方の見直し

⑥働き方の見直しを含む官民一体子育て支援推進謹動

(3)その他の重要芯施策

①子育てを支援する税制等在検討

②里親養子縁組制度の促進と広報啓発

③地域の退転者、高齢者等の人材活用による世代間

交流の推進

④児叢虐待防止対策及び要保護児護対策の強化

⑤母子家庭等正総合的芯自立支援対策の推進

⑥食育の推進

⑦家族用住宅、三世代同居 近居の支援

⑧結婚相談等!ζ関する認証制度の創設

i 新生児・乳幼児期{妊娠・出産か5乳幼児期まで)
①出産育児一時金の支払い手続苦の改善

②妊~中の健診費用軽減
③不妊治療の公的助成の菰大

④妊娠初期の体最忽どの徹底 充実

⑤産科医等の確保等産科医療システムの充実

⑥児童手当制度!こお11る乳幼児加算の創設
⑦子育て初期家庭に対する家庭訪問を組み入れた

子育て支援ネットワ クの構築

『ご土 上ァ
n.未就学期(iJ¥学校入学踏まで)
①全家庭者対象とする地域における子育て支度拠点の拡充

②待機児童ゼ口作戦の更なる推進

③病児病後時保育、障害児保育等の拡充

④小児医療システムの充実
⑤行動計画の公表等次世代育成支握対策推進法の改正の横討

⑥育児休業や短時間勤務の充実普及

⑦事軍所内託児開設を宮出出量員への育児廿 ピスの提供の程進

⑨子どもの事故防止策の推進

⑨就学前教育についての保護者負担の軽減策の充実

てこ土 主7
園小学生期

①全小学校区における[放課桂子どもプランJ(仮称)の推進
②スクールパスの導入等、学校や登下校時の安全対策

(2)社会全体で子どもや生命を大切にする運動
①マヲニティマフの広報普及

②有害芯情報の司通への注意と子どもに有用革情報提供

③生命や家族の大切さについての理解の促進

国民運動の推進

(1)家族・地峨の緋を再生する由民運動
①「家族の臼jや「家族の週間j正制定
②翠住地主主の紳!こ関する菌、地方公共団体による行事の間程

@勧告五の毘直しについての労臣配意識改革在 E吉田民運動
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い
が
か
な
う
社
会
政
策
を
実
現
し
て
い
き

だ
い
。

圃
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
力
ツ
シ
ョ
ツ

国
「
防
億
人
の
世
界
と

g
本」

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
阿

藤
誠
早
穏
田
大
学
特
任
教
授
・
前
国
立
社

会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
所
長
、
池
上

清
子
U
N
F
P
A
東
京
事
務
所
長
、
樋
口

恵
子
コ
高
齢
社
会
を
よ
く
す
る
女
恨
の
会
L

代
表
が
登
塵
。

日
間
一
勝
教
授
は
、
「
世
界
全
体
を
見
れ
ば
人

口
は
指
加
し
て
い
る
が
、
先
進
国
で
は
少

7
7
化
が
進
み
、
人
口
爆
発
の
終
篤
が
完
え

て
き
だ
と
い
え
る
」
と
の
展
望
を
一
部
し
だ
。

し
か
し
、
南
北
格
詰
耳
、
環
境
悪
化
と
い
っ

た
地
球
規
模
的
な
問
題
の
解
決
か
ら
は
程

遠
く
、
加
え
て
人
口
増
加
が
収
束
を
迎
え

た
後
は
「
グ
ロ
パ
ル
エ
イ
ジ
ン
グ
(
世

界
的
高
齢
化
ご
の
世
紀
と
な
り
、
途
上
国

で
は

n

人
口
ボ
ー
ナ
ス
の
活
用
H

、
先
進

国
で
は
M

少
子
化
対
策
H

が
重
要
力
ギ
と

な
る
と
指
滴
し
走
。

池
上
所
長
は
、
「
人
口
熔
加
の
間
四
%
が
開

APDA会議

発
途
上
国
で
起
こ
っ
て
お
り
、
貧
困
と
飢

餓
の
撲
滅
を
臼
擦
の
一
つ
に
掲
げ
る
ミ
レ

ニ
ア
ム
開
発
臼
標

(
M
D
G
S
)
を
達
成

す
る
上
で
課
題
と
な
っ
て
い
る
」
と
述
べ

た
。
ま
た
、
高
齢
化
社
会
が
進
む
日
本
と

は
対
照
的
仁
、
校
界
的
に
は
的
億
人
の
人

口
の
内
、
約
半
数
の
初
億
人
が
お
歳
未
満

の
若
者
で
あ
る
。
毎
B
6
0
0
0
人
以
上

の

m
l
m歳
の
若
者
が
新
だ
仁
汁
|

V

に

感
染
し
て
い
る
現
状
に
触
れ
、
若
者
定
ち

が
直
面
し
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
や
危

機
に
対
策
を
講
じ
る
必
要
性
を
強
謁
し
走
。

樋
口
代
表
は
、
育
児
休
業
の
取
得
率
は

い
ま
だ
お
%
の
み
で
、
男
性
の
由
同
党
参
加

ち
憶
え
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
「
出
生
率
の

低
下
は
女
性
た
ち
の
N

静
か
な
ス
ト
ラ
イ

キ
μ

」
で
あ
り
、
「
H

育
児
な
し
H

の
パ
パ
」

を
な
く
し
、
男
女
と
ち
仕
事
と
子
世
田
て
の

両
立
ラ
イ
フ
を
享
受
で
き
る
よ
う
な
職
場

改
革
が
急
務
で
あ
る
と
呼
び
か
け
定
。
会

場
か
ら
、
「
会
冨
約
2
0
0
万
人
の
社
長
は

ほ
と
ん
ど
男
性
で
あ
り
、
両
立
受
援
は
ま

だ
ま
だ
難
し
い
の
で
は
な
い
か
」
と
の
質

問
に
対
し
、
樋
口
代
表
は
、
「
C
S
R

(
O
口、百
0
3
5
印

00
一ω一刃
guoコ
日
夜
一
芝
企
業

の
社
会
的
資
任
)
を
活
用
し
、
育
児
体
業

の
取
得
率
な
ど
を
情
報
公
開
す
る
こ
と
で
、

働
く
人
が
選
べ
る
よ
う
に
す
る
べ
き
」
と

提
案
し
た
。

-
加
藤
シ
ズ
工
重
要

特
別
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
引
き
続
き
、
女

性
の
性
と
生
殖
に
潤
す
る
健
康
と
権
利

(
リ
ブ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
¥
ラ
イ
ツ
)

の
確
立
に
努
め
た
億
人
や
団
体
仁
贈
ら
れ

る
「
加
藤
シ
ズ
工
賞
」
の
受
賞
式
が
行
わ

れ
た
。
会
任
は
、

D

V
防
止
の
た
め
に
篭

話
杷
談
や
力
ウ
ン
セ
ソ
ン
グ
支
援
を
行
っ

て
い
る
「
D

V
防
止
な
が
さ
き
」
(
長
崎
)

と
外
国
人
籍
女
性
の
だ
め
の
緊
急
避
難
施

設
を
運
営
す
る
「
女
伎
の
家
サ
ラ

L

(
神
奈
川
)
が
受
賞
し
た
。
向
賞
は
第

ωロ

目
を
迎
え
t
L
今
年
が
最
後
と
な
り
、
銀
加

一
勝
シ
ズ
工
さ
ん
に
ゆ
か
り
の
人
々
が
そ
の

高
い
志
を
称
え
、
今
後
ち
様
々
な
形
で
引

き
継
が
れ
て
い
く
こ
と
を
念
願
し
、
そ
の

幕
を
閉
じ
走
。

(
恒
川
ひ
と
み
)
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働
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05年国勢調査

円
本
は
市
歳
以
上
の
高
齢
者
に
な
っ
て
も
由
く
人
の
割
引
白
が
、
他
の
先
遣

諸
国
と
比
べ
て
吊
U
抜
け
て
も
J

い
こ
と
が
叩
U
、
桔
商
省
が
発
表
し
た
同
郵

調
由
(
山
守
山
月
間
在
)
連
報
か
ら
分
か
つ
ト
九
。
出
帥
に
な
っ
て
も
聞
く
こ

と
に
生
さ
が
い
を
昆
い
た
す
由
民
性
や
、
元
気
な
お
年
寄
り
か
増
え
て
い
る

こ
と
な
ど
が
肯
罰
に
あ
る
と
み
一
b
れ
る
が
、
日
法
的
理
由
℃
年
ル

E
っ
て
も

聞
か
ざ
る
を
貯
な
い
人
が
多
い
と
い
う
事
情
も
あ
り
そ
う
一
ド
人
。

者
22 
% 

{
葛
岡
大
博
〕

76 

朝刊)06・7・1(毎日新聞



にゆーすふお らむ

男
女
と
も
短
縮

男

刊

・

日

歳

・

:

ベ

ス

ト

3
転
溶

女

自

・

柑

歳

・

:
1
伎
を
キ
j
プ

出生数

6
月
景
気
好
転
反
映
か

厚
生
労
聞
肯
が
白
日
に
晶
表
し
た
人
口
動
態
崎
計
の
速
報
で
、
今
汀
6
け
に
生
ま
れ

た
子
ど
も
の
抗
(
出
生
数
)
は
9
万
d
O
4
7人
で
昨
年
よ
り
2
6
0
0
d入
品
く
、

5

カ
月
連
活
で
問
中
川
口
J
F
L

上
回
コ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
↑
aカ
月
連
帯
の
増
加
は
仰
年

以
来
6
年
ぶ
り
乃
今
年
2
3
“
月
の
出
世
世
の
m
m
計
は
日
万
9
3
5
5人
で
、
削
年
同

期
安

Y
万
;
6
1
8人

(
J
7
2
2
増
え
た
、
ま
た
、
今
年
1
8
6
リp
」
結
婚
し

た
カ
ッ
フ
ル
の
散
は
出
万
7
9
6
0
摘
で
、
九
一
別
庁
同
期
よ
り
1
力
9
3
6則
前

(
i
・
1

話
)
増
え
た
寸

年
内
!
却
の
水
準
ま
で

出
揮
す
る
か
ど
う
か
は
融
丈

一

こ

れ

ま

で

も

年

ご

と

の

吉

一

計

特

殊

出

qz単
は
一
時
的
に

一

上

押

し

た

こ

と

が

あ

り

、

同

一

課

は

「

長

期

的

な

出

生

率

心

一

F
Fに
曲
止
め
が
か
か
っ
た

一

1
け
の
出
先
数
は
昨
年
よ
一
る
の
雇
用
台
の
散
が
前
勾
を
上
一
と
判
断
す
る
こ
と
は
、
ま

一つ一約
2
千
人
世
な
か
っ
た
も
一
出
生
卓
の
低
下
は
、
脆
婚
一
一
川
る
状
態
が
説
い
て
お
り
、
一
だ
で
き
な
い
」
と
し
て
い

ωの、
2
月
以
降
は
約
1
千
一
化
、
非
埼
化
が
大
き
な
開
国
一
厚
芳
首
人
口
説
態
保
盟
問
一
る
】

3
6千
人
多
い
状
態
が
明
い
一
と
さ
れ
て
い
る
が
、
結
婚
政
一
計
課
は
「
雇
用
の
改
善
が
カ

て
い
る
。
こ
の
ま
ま
の
ベ
!
一
も
前
言
け
を
上
回
る
帽
尚
一

y
フ
ル
の
露
・
出
需
を
促

ス
を
保
て
は
、
川
年
の
合
計
一
が
靖
い
て
い
る
。
一
し
て
い
る
司
舵
性
が
あ
る
L

特
酢
出
生
卓

(
1人
の
女
性
一
一
背
最
に
は
続
出
状
出
の
好
一
と
み
る
u

が
生
時
に
時
む
チ
ど
も
の
一
転
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
n

一
た
だ
し
、
出
近
の
5
、
6

一
数
の
目
安
)
は
、

Fh年
目
1
一
時
詩
酋
の
労
申
力
調
査
に
よ
一
月
の
結
婚
散
の
増
加
吐
頭
打

一
・
お
そ
上
回
る
と
み
ら
れ
一
る
と
、
昨
年
6
月
か
ら
一
回
性
一
ち
闇
向
に
あ
り
、

6
月
は
5

一

間

引

5

1

1

二
3
9
0
0
3
拙
で
、
前
作
ヰ
同

孟

I
)
l
l
f
i
l
-
-

二
月
と
比
べ
て
2
6
9坦
の
散
~

孟

掴

年

・

ー

年

組

置

沼

、

L
R
二

一

胴

霊

前

一

一

即

日

割

謂

¥

¥

寸

二

増

に

と

ど

ま

っ

た

o
l
i
o

-

同

化

盟

〈

乙

薄

舘

ヘ

有

二

月

の

出

生

数

も

凶

年

よ

り

は

園
時
盈

J
1
E
J
L
γ

有
一
一
多
い
が
、
川
正
ι

の
同
万
9
ら

園
撒
頭
一
一

A
ハ

笠

一

8
人
と
比
べ
る
と

1
7
7

顎
l

J

W

ν

/

F

非

f
p
J

ミ
」
羽
一
一

0
3
人
少
な
い
u

主
任
草

山

枇

山

元

¥

糊

ノ

ル

附

」

仁

二

に

出

勾

数

日

山

減

9
4
9る
岨
能

回

細

心

「

一

一

1

一
性
も
あ
り
、
A
同
計
詳
出
生

-

E

0

9

8

一

幽

t

1

l

L

一
唱
が
上
向
い
た
と
し
て
も
、
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ム

即

厚

労

指

は

、

昨

牢

は

イ

ン

寿

フ

ル

工

ン

ザ

が

流

行

し

、

3

均

月

の

襲

に

よ

る

比

五

が

平

別

々

同

月

比

品

目

1
亀

と

な
っ
た
こ
と
や
自
殺
の
増
加

入

憎
向
が
早
均
寿
命
の
短
時
を

本

も

た

ら

し

た

と

謀

、

「

平

毘

一

均

毒

命

変

つ

恒

延

び

て

い

く

厚
生
労
酷
省
は
お
円
、
山
女
性
は
出
・
判
持
て
、
前
年
一
担
増
加
な
ど
が
響
い
た
と
み
姐
向
に
変
わ
り
は
な
い
と

年
の
日
本
人
の
平
均
寿
市
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ

O

H晶
、
一
ら
れ
る
。
国
時
比
較
(
一
色
港
み
て
い
る
。
【
吉
田
昌
志
】

つ
い
て
、
明
付
は
晴

-m詩、
0
・
同
提
恒
く
な
っ
た
と
時
一
十
主
国
む
)
で
は
矢
性
は
幻
年

〉
寸
話
割
削
剥
汁
割
刈
到
汁
剖
自
主
し
た
o
国
交
一
連
続
で
世
界
一
だ
っ
た
が
、

ヌ

一

ー

柑

1

イ
o
i
f
A
リ
馳
一
と
も
に
平
均
寿
男
性
は
前
年
の
2
位
か
ら

4
一

叩
寸
自
伍
番
目
刑
目

J
田
内
位
一
命
が
前
年
ー
を
下
位
に
桂
川
晶
、
笠
ー
ぶ
り
に
ベ

ベ
寸
劇
烈
市
割
引
盟
副
劃
叶
劃
同
っ
た
の
は
、
ス
ト

3
の
開
を
則
一
口
涯
し

鞘

頁

川

一

札

口

イ

日

川

日

当

四

年

以

来

品

た

o
U本
の
男
性
は

Eに

一
時
一
一
番
F

引川
F

I

ス
F

l

日
夜
計
百
一
ぶ
り
で
、
ィ
ン

5
位
だ
づ
人
が
叫
年
か
己
は

一

押

司

J
U
J
U
-」一
u

u

u
コ
フ
ル
エ
ン
ザ
柿
ず
っ
と
ベ
ス
1
3の
寄

与

一

f

L

行

に

よ

る

死

者

持

し

て

き

に

。
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来年度予算

題
器
外
務
省
、
強
気
の
方
針

外
務
省
は
二
十
九
日
、
来
年
度
予
算
の
概
算
要
求
で
、

政
府
開
発
媛
助

(
O
D
A
)
予
算
を
今
年
度
比
一
二
・

一
%
増
の
約
五
千
三
百
億
円
と
す
る
方
針
を
屈
め
た
。

住
外
公
館
も
十
カ
所
の
新
設
を
求
め
る
。
叶
酬
明
同
町
外
交
」

の
推
進
を
旗
印
に
強
気
の
盗
勢
が
目
立
つ
が
、
緊
縮
財

政
の
中
で
主
張
が
ど
こ
ま
で
認
め
ら
れ
る
か
は
不
透
明

だ
。
坊
位
向
庁
も
ミ
サ
イ
ル
防
衛

(
M
D
)
関
連
な
ど
の

増
額
が
際
立
っ
て
い
る
。

外
務
省
は
三
十
日
の
自
民
一

0
0
一
年
度
予
算
か
ら
六
年

党
外
交
関
係
合
同
部
会
で
概
一
連
続
減
少
し
た
が
、
ア
ジ
ア

算
要
求
を
説
開
閉
す
る
。
総
額
一
外
交
の
強
化
な
ど
を
念
頭
に

は
七
千
六
百
山
十
九
億
円
で
一
大
幅
な
上
積
み
を
求
め
る
。

今
年
度
比
一

0
・
七
%
増
。
一
「
外
交
体
制
の
強
化
」
に
~

約
七
割
を
占
め
る
O
D
A予
…
向
け
た
重
点
予
算
と
し
て
は
…

算
(
一
般
会
計
ベ

i
ス
)
は
一
一
一
①
一
一
一
百
十
二
人
の
定
員
増
②
一
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去
の
協
力
が
事
り
れ
な
い
一
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所

一
一
は
「
下
万
修
正
す
る
か
ど
う

望

事

が

思

い

二

川

山

由

し

い

が

で

き

な

い

二

か

慎

重

に

検

討

す

る

」

と

一

百

時

一

う

が

、

O
五
年
の
出
生
率
が

申

憧

康

上

の

理

由

一

一

一
・
一
一
五
と
閣
の
予
慎
二

暖

引

仕

事

仁

差

し

主

え

る

二

国
討
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
は
:
十
七
日
、
二

O
O五
年

六

月

こ

毒

し

た

結

婚

と

品

産

こ

関

す

起

育

児

の

負

担

に

耐

え

ら

れ

な

い

一

一

二

三

)

を

占

っ

た

こ

と

ミ
ー
、

i
j

蹴

t

二
も
あ
り
、
厳
し
い
俳
計
モ
デ

る
全
国
諦
査
(
出
生
動
向
基
本
調
査
)
の
結
果
を
公
表
し
た
ヌ
ヂ
婦
カ
欲
し

t
と

考

え

る

理

想

の

干

ど

も

の

山

崎

高

年

訴

で

産

む

の

は

り

や

一

E
3
2
3
3
2
1
1
1
L

一
一
ル
づ
く
り
を
迫
ら
れ
る
。

数
は
二
・
四
八
人
と
初
め
て
二
・
白
人
を
割
り
込
ん
だ
。
宝
、
際
こ
産
む
主
も
e

今
・
二
人
と
O
二

話

可

想

覇

欝

調

講

謹

謹

雪

お

孟

が

か

か

り

す

ぎ

る

一

守
、
、

i
、

f

l

j

一

白

煙

九

は

け

は

ぱ

ぱ

崎

直

一

推

訂

人

口

は

公

的

年

金

の

向
調
査
か
ら
0
・
0
一
五
日
日
間
り
、
少
子
化
に
由
化
的
カ
カ
カ
ら
な
t
支

援

カ

改

め

て

浮

き

障

り

に

な

っ

た

。

刊

印

印

拍

却

m
m
o

一一

I
l
-
-
L
一
侭
険
料
や
給
付
穏
を
設
計
す

川
I
I
I
-
u
↓
附
妻
の
年
齢
が
五

i
歳

未

持

‘

・

6

・1
l

‘

・

一

稿

こ

落

ち

込

ん

だ

。

九

O
年
一
る
う
え
で
前
提
と
な
る
。
厚
一

『

-

t

、，‘，
A

-

v

A

、主暗唱
A

A

、J

、
、
、
，
芯
一
I

一

一日「
J

ペ

7
3七
千

九

百

年

喜

多

子

代

産

止

位

カ

カ

ら

す

一

代

に

き

を

し

た

泣

代

に

一

事

働

省

は

年

高

度

に

逗

喜

】

『

一

に

ア

ン

ケ

ー

ト

し

た

。

宵

品

川

:

一

|

一

‘

一

当

た

る

た

め

、

パ

プ

ル

崩

懐

一

大

き

な

影

響

は

出

な

い

~

と

一

一

三

;

・

」

7

一

一

一

一
初
日
一
一
一
一
日
田
宮
門
数
は
六
干
八
百
二
十
六
一
数
は
二
・
一
一
人
で
、
理
想
る
」
が
六
五
・
九
%
と
最
多
一
均
紋
は
一
一
・

O
九
人
と
、
部
一
後
の
景
気
叫
円
迷
で
出
生
力
が
一
み
て
い
る
が
、
何
ら
か
の
影
一

↑
例
~
一
位
一
で
有
効
也
答
率
は
八
五
・
七
一
だ
と
考
え
る
子
の
数
と
は
O
一
だ
っ
た
。
暁
婚
化
を
反
映
し
一
回
調
査
か
ら
0
・
一
回
目
減
一
諮
ち
た
可
能
住
が
高
い
。
一
響
は
必
至
。
政
府
は
今
月
、
一

出

{

一

引

一

%

。

こ

の

調

査

は

五

年

ご

と

7
j一
七
皇
室
つ
だ
予
て
「
高
年
齢
で
産
む
の
は
い
一
っ
た
。
こ
の
層
は
ほ
ぼ
子
を
一
こ
れ
ら
の
結
果
は
三
十
日
乳
幼
児
童
警
な
ど
少
子
一

中

一

討

「

C
一
に
実
婚
し
て
矢
先
が
、
今
回
一
定
数
が
理
想
教
ど
下
回
る
夫
一
や
だ
か
ら
」
と
い
う
答
え
も
一
産
み
終
え
る
夫
婦
で
統
計
上
一
か
ら
聞
く
社
会
保
障
審
議
会
正
対
策
を
打
ち
出
し
た
が
、
一

一

品

回

J

K
一
か
ら
図
書
室
に
合
わ
せ
る
一
婦
に
複
数
回
答
で
理
由
を
間
ご
一
一
八
%
を
占
め
だ
一
聖
堂
な
指
標
と
さ
れ
る
。
二
の
人
口
部
会
に
提
出
し
、
新
一
財
源
の
襲
警
章
、
さ

r
湯
島
J
町
U
1
U引
1
0
7

一
め
一
一
年
前
倒
し
し
た
。
一
い
た
と
こ
ろ
、
「
子
育
て
や
一
結
婚
期
間
が
十
五
十
九
一
九
七
二
年
か
ら
一
了
二
人
前
一
し
い
人
口
推
許
モ
デ
ル
づ
く
一
ら
な
る
対
策
を
求
め
る
古

J11べ
2

2

2
人
2

夫
婦
が
産
む
予
見
の
子
の
一
教
育
に
お
金
が
か
か
り
す
ぎ
一
年
の
夫
婦
が
産
ん
だ
干
の
手
一
後
で
安
定
し
て
い
た
が
、
大
一
り
に
反
映
さ
せ
る
。
国
立
社
一
高
ま
る
可
能
性
が
あ
る
。

産
み
た
い
子
の
数

日
人
割
る

孟宇一嗣一
了
本
二一

E
一

一宮一
一出一

朝干1))

79 
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一
O
C
五
年
度
の
日
本
の

食
料
自
給
準
(
熱
量
換
算
)

が
凹
O
%
に
と
ど
ま
っ
た
ハ

八
年
連
続
の
横
ば
い
。
消
費

者
の
国
産
志
向
は
高
ま
っ
て

い
る
の
に
、
農
業
や
品
開
業
の

生
産
息
擦
が
劣
化
し
、
上
昇

の
チ
号
ン
ス
を
つ
か
め
な
い

で
い
る
つ
自
給
率
を
一
五
年

度
に
四
五
%
ま
で
高
め
る
と

い
う
一
国
の
目
標
へ
の
道
は
険

し
い
c

闘

幅

農
林
水
産
省
の
「
食
料
需

給
表
…
は
国
の
食
料
事
情
が

一
一
日
で
わ
か
る
便
利
な
統
計

だ
。
品
目
別
に
生
産
・
翰
入

量
や
在
陣
、
泊
費
仕
向
け
量

を
整
理
し
、
歩
留
ま
り
率
も

勘
案
し
て
、
国
民
に
ど
れ
だ

け
栄
養
を
供
給
し
た
か
を
表

で
示
す
。
。
五
年
度
の
国
民

一
人
・
一
日
当
た
り
の
熱
量

供
給
は
一
一
千
五
百
七
十
一
一
一
J

付
目
だ
っ
た
。

|食料自給率の向上道険し|

一
九
六

0
年
度
に
七
九
%

あ
っ
た
自
給
率
が
高
度
成
長

期
に
急
民
卜
し
た
の
は
、
収

入
の
よ
り
多
い
職
を
求
め
て

働
き
手
が
大
都
市
に
移
り
、

農
業
の
担
い
手
が
激
減
し
た

た
め
だ
。
魚
よ
り
牛
肉
、
ご
飯
よ
り

パ
ン
を
好
む
食
生
活
の
変
化

も
輸
入
に
依
存
す
る
要
悶
に

な
っ
た
。
八

0
年
代
後
半
か

ら
貿
易
摩
擦
や
財
政
難
で
輸

入
規
制
や
補
助
金
も
激
減

し
、
自
給
率
は
五
O
%
を
切

った。こ
の
と
こ
ろ
四
O
%
で
能

移
す
る
自
給
率
は
「
下
げ
止

ま
り
」
と
評
価
し
た
い
と
こ

ろ
た
が
、
事
実
上
は
後
温
だ
。

熱
最
供
給
は
九
六
年
度
(
一

千
六
百
七
十
J
村
山
)
が
ピ
ー

ク
。
そ
の
後
は
人
口
の
尚
齢

化
や
健
康
・
減
最
ギ
U7Mで
減

少
h

閉
由
間
に
あ
り
、
国
内
生
康

が
横
は
い
だ
っ
た
と
し
て
も

40 

30 

自
給
率
は
数
一
向
上
が
っ
た
は

ず
な
の
だ
。

農
業
生
産
は
ト
降
ト
レ
ン

ド
を
な
か
な
か
抜
け
出
せ
な

い
。
農
業
従
事
者
の
約
六
割

は
高
齢
者
。
耕
し
き
れ
な
い

農
地
を
持
て
余
し
て
い
る
。

O
五
年
度
の
農
地
面
積
は

四
百
六
卜
九
万
か
で
、
曲
目
次

省
が
食
料
・
農
業
・
農
村
基

本
計
扇
を
打
ち
出
し
た
0
0

年
度
に
比
べ

て
も
一
一
~
%
減

っ
た
。
実
際

の
農
家
の
生

産
憲
欲
が
わ

か
る
作
物
栽

培
面
積
は
延

べ
四
百
一
二
十

八
万
れ
で
こ

れ
も
岡
山
%

が
減
っ
て
し
ま
う
と
、
必
要

な
農
地
を
確
保
す
る
の
は
難

し
く
な
る
。圃
圏

外
食
産
業
や
食
品
産
業
な

ど
農
業
外
の
資
本
に
営
農
を

委
ね
る
誘
致
剤
、
そ
し
て
巾

民
農
園
・
観
光
農
闘
へ
の
衣

醤
え
な
ど
、
引
退
す
る
農
家

の
農
地
を
上
手
に
生
か
す
L

夫
は
市
町
村
を
中
心
に
こ
れ

ま
で
も
活
発
に
行
わ
れ
て
き

た。
そ
れ
で
も
増
え
続
け
る
欣

棄
地
に
ど
う
立
ち
向
か
う
の

か
。
千
葉
県
山
武
市
の
J
A

山
武
郡
市
は
こ
の
ほ
ど
子
会

社
(
農
業
亙
産
法
人
)
を
つ

く
っ
て
、
耕
作
放
棄
に
な
り

か
ね
な
い
士
地
を
早
め
に
借

り
て
野
菜
を
作
る
事
業
を
始

め
た
。
全
国
各
地
の
J
A
に

も
ヒ
ン
ト
に
な
る
の
で
は
な

い
力
。
(
編
集
委
員

樫
原
弘
志
)

朝刊)

8日

減
っ
て
い
る
。
O
五
年
の
農

林
業
セ
ン
サ
ス
調
査
で
は
、

耕
作
玖
素
地
が
全
国
で
一
一
千

八
万
れ
に
及
ぷ
支
出
ー
も
わ
か

っ
た
。農
水
省
が
食
料
・
農
業
・

農
村
基
本
計
画
で
示
す
一
ア
九

年
度
凶
五
%
と
い
う
自
給
平

目
標
は
、
凶
百
五
十
万
か
の

農
地
確
保
と
い
う
臼
擦
と
セ

y
ト
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
だ
り
の

弘
司

E
Z
A」
事
前

-P、
一
時

T
ト
・
、
議
民
4
1
E
E
農
地
が
あ
れ

a
Fミ
r三
一
一
、
品
川

V

F

コ
主
mE可
レ

α凶
F
H用
品

副

は

、

四

五

%

の

自
給
が
可
能
。

輸
入
途
絶
な
ど
不
測
の
事

態
に
遭
遇
し
て
も
、
高
カ
ロ

リ
ー
の
イ
モ
類
を
中
心
に
作

付
け
転
換
し
、
戦
後
食
糧
難

よ
り
は
少
し
マ
シ
な
一
日
二

千
J
間
程
度
を
供
給
で
き
る

と
い
う
。
食
料
安
全
保
障
上
は
こ
の

農
地
確
保
が
最
も
重
要
な
要

素
だ
が
、
ム
ョ
の
調
子
で
農
地

06・8・25日本経済新聞
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65歳以上「世界一J21%
日
歳
未
満
は
最
低
山
影

日
本
の
老
年
人
日
一
日
告
以
上
〕
吋
暫
口
が
目
・
0
0
0
一
て

世
押
長
官
一
聞
に
な
る
力
、
年
山
町
一
人
口
一
江
口
舟
同
友
者
一
は
旧
・

6
0
乍
じ
最
低
と
な
っ
だ
こ
と
が
、
出
荷
宵
が
一
拍
円
に
公
表
し

た
っ
6
0
5
年
間
若
草
抽
出
速
報
集
計
晴
男
ご
明
ら
か

に
な
っ
た
少

11品
齢
化
が
、
世
界
で
長
も
浮
到
な
状
態
と

々
J
Eい
ろ
現
状
が
刀
げ
か
ひ
ー
が
一
Jた

報逮査調勢掴

h
y
乙
E
T司

Amレ
u区
予
ト
リ
4
ふ
J

年

F
'
J
-
J
ι
β
誌
臨
R
S
1
E
1
4
4
l
}
u
h

F
h
d
 

川
町
今
回
の
述
智
u
、
昨
年
ω
回
日
本
町
岩
人
U
i恰
E
?
?
な
つ
に
7

一
一
削
同
詞
査
時
辻
、
ィ
タ

引
副
勢
詞
査
か
ら
、
全
体
の
1
匂
に
6
方
人
山
内
訳
は
、
年
少
人
口
リ
ア
と
ス
ウ

z
l
ア
シ
を
ド
回

あ
h
J者
昨
日
行
出
?
と
抽
出
し
!
?
4
0
万
人
、
ほ
「
制
青
山
コ
て
い
た
的
田
は
f
ク
リ
ア

て

集

計

し

た

生

産

午

前

人

口

8

3

3

7

巧

C
ス
¥
イ
ン
を
わ
ず
か
に
i
回

日
J

日
日
夕
幼
手
人
、
老
年
人
口
2
5
8
2
り
へ
一
ワ
て
い
に
年
少
人
口
も
、
初
出

本

W

H

古
件
肘
円
昨
2
0
0
0
年
一
り
前
回
調
査
に
比
て
最
低
と
な
っ
た
a

今
回
、
2

日

/
I
Fノ
バ

叫

べ

、

草

人

口

か

4
?万
人
一
面
白
に
低
か
つ
だ
の
は
、
日

合

ー

市

川

/
t
p

川
町
の
大
隔
地
、
年
少
人
口
1
1
0
8
%
ω
ブ
ル
ガ
リ
ア
た
っ
た

騎

一

九

/

す

一

芸

人

の

減

少

A
そ

た

少

子

是

正

進

ん

た

靖

選

ロ

ノ

l
j
f
/
川
吉
一
こ
り
笹
川
、
若
年
人
け
の
剖
県
、
一
人
暮
ら
し
の
一
高
齢
者
一
日

融
制
〆
-
一
/
日
日
目
立
3
7
詰
一
ぇ
、
閉
め
て
一
賃
上
、
が
急
増
し
、
自
よ

主
老
/
一
/
百
四
%
を
担
え
た
由
化
体
調
炎
で
り
一
1
0
0
h
人
以
上
捕
え
て
4

哲
叫
吋
叶
叶
斗
4
4
4
d
d円一日

ht担
え
ん
長
、
日
尋
問
で
0
5
巧
人
と
な
ノ
た

川
山
口
以
上
む
上
昇
し
た
午
少
一
万
、
少
」
丁
化
に
影

muT九

人
口
は
1
0
口
低
下
し
、
加
一
台
ト
ペ
眉
の
来
場
事
は
、
上
昇
が

年
詞
査
の
目
5
九
U
降
、
通
一
続
い
て
い
る
伝
性
の
白
5
四

玄
居
眠
低
を
更
新
L
続
け
と
い
一
積
と
羽
t
a
M
山
ム
一
月
の
来
話
事
は
刊

ろ

6

日

rつ
泊
五
、
そ
れ
ぞ
れ
日

加
界
1
9
2
か
国
地
践
を
9
%
、
日
記
・
6
%
I
」
最
高
和
一

対
性
に
し
た
由
連
的
人
口
純
計
更
新
し
た
男
性
も
お
5
M貨

で
比
較
宇
79Lr-

、
日
本
の
往
年
で
判
・
ワ
%
、
自
ら
四
一
揖
で
四

人
け
の
割
合
は
イ
タ
リ
ア
(
却
・
9
%
に
遣
し
た

0
%
)
な
と
を
上
同
り
、
n
用
品
ピ

、

0

3

0

杭
一
四

l
却

l
i間
h

J

一

(
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年
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戸

費
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圃

羽

む
4
u
N
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鎗
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昨
江
町
ト
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囲
園
川

山
田
壁
画
E
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-
E
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川
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則

前

町

い

一
-
一
同

l

u

問

中

〉

厚生労働省エイズ動向委員会は22日、 3
月27日~7月 2 日までの四半期でエイズウ
イルス(H1 V)の新規感染者が248人(前
期比50人増)となり、報告制度の始まった
前年以後、四半期ベースで霞多になったと
発表した。エイズ患者も106人(同14人増)
で、感染者・患者の総数も過去最多となっ

た。特!こ40代以上の感染者が76人(悶32人
増)と急噌した。
惑染経路では同性問の性的接触によるも

HIV新規感染者248人
厚労省発表過去巌多に

のが160人(全感染者の65宇治)で、うち152
人が日本人男性だった。年齢別割合では20
~30fそが全体の66% (前回は77%)と最も
多かったが、 40代以上は311?b(前回122%)
と都合が増えた。感染者・患者とも9割以
上を努性が占めている。
40代以上の感染者が急増した理由につい
て、同省疾病対策諜は!夜間・休日などの
検査・相談体制が整備され、検査円数密体
が増えたことも影響しているjとしている。

[北111I士}
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中

国

中

央

テ

レ

ヒ

に

よ

る

の

桔

人

U
は
十
ニ
檀
七
百
一
h
十

一
と
、
桔
人
口
竺
%
を
抽
出
し
隊
六
万
人
で
、
↓
っ
ち
一
一
間
四
五

一
た
中
国
(
吾
器
、
マ
カ
オ
、
九
日

β
万
人
記
高
齢
者
。
桔
人
口
に
占

一
一
湾
を
の
ぞ
く
)
の
人
U
詞
査
が
汀
め
る
比
率
は
七
・
六
九
%
に
達

二
一
一
イ
六
円
日
h
干
し
、
六
十
五

M
し
た
。
中
央
テ
レ
ど
は
埋
清

一
一
語
以
上
の
高
齢
者
が
初
め
て
一

U
が
十
分
に
誌
戻
し
て
お
ら
ず
、

一
槽
人
主
奈
川
し
た
ご
と
が
副
ら
総
社
会
毘
陣
シ
ス
テ
ム
が
憧
全
で

…
一
か
に
な
っ
た
一
口

O
主
年
末
は
な
い
状
況
で
我
々
は
高
齢
化

一
中
園
、
回
歳
以
上
1
億
人
に

現地メディア

f高齢化社会の到来」

06・6・30

朝刊)06・8・23(毎日新聞斡干の06・8・27
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3億人の水ノ危ない

中
国
が
改
善
作
戦

〔
北
京
リ
杉
山
姑
之
〕
中
国

政
府
が
最
近
、
関
民
が
安
全
な

水
を
飲
め
る
よ
う
に
す
る
た
め

の
施
策
を
相
次
い
で
打
ち
出
し

て
い
る
。
中
国
で
は
、
今
な
お

農
村
部
に
住
む
3
億
人
以
上
の

飲
み
水
が
安
全
挙
準
に
達
し
て

お
ら
ず
、
都
市
部
の
河
川
汚
染

も
深
刻
だ
。
発
展
の
代
償
と
し

て
人
々
の
生
命
を
危
険
に
さ
ら

す
状
況
を
根
本
的
に
変
え
な
い

限
り
、
社
7
4
E

の
安
定
も
、
持
続

的
な
成
長
も
な
い
。

国
家
環
境
保
護
総
局
の
属
生

賢
局
長
は
今
月
、
官
庁
横
断
で

ぷ
賞
記
内
染
抑
止
研
究
に
あ
た
る

指
導
グ
ル
ー
プ
が
政
府
内
に
設

置
さ
れ
た
，
」
と
を
明
ら
か
に
し

た
。
環
境
関
係
の
研
究
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
と
し
て
は
過
去
最
高
の

数
十
億
元

(
1元
日
約
同
門
)

が
投
入
さ
れ
る
と
い
う
。

周
局
長
は
、

2
0
0
7年
ま

で
に
、
水
源
地
へ
の
汚
染
物
質

緋
出
を
出
開
発
、
汚
水
口
を
閉
鎖

す
る
決
意
も
示
し
た
。
同
総
局

は
さ
ら
に
、
中
央
直
轄
の
担
当

官
を
地
方
に
派
遣
し
、
土
地
の

指
導
者
の
葱
の
ま
ま
に
弱
体
化

さ
れ
て
き
た
地
方
環
境
保
護
行

政
を
監
督
す
る
替
え
だ
o

曽
倍
炎
副
首
相
は

7
丹
、
汚

染
企
業
の
淘
汰
を
速
め
る
一

方、

3
2
0
0社
以
上
あ
る
重

点
企
業
を
監
視
し
、

5
年
以
内

に
汚
染
物
質
の
排
出
量
キ
何
%

以
上
減
】
り
す
よ
v

つ
命
じ
た
。

衛
生
省
は
今
月
か
vb
来
年
4

月
に
か
け
、
全
国
の
農
村
で
飲

y

i

w

 

用
水
の
実
態
調
査
を
行
v

っ。

こ
う
し
た
動
き
は
、
「
発
展

を
制
約
し
、
健
康
を
危
-
っ
く
し
、

社
4

干
岩
定
に
影
鐘
冒
を
与
え
て
い

る
」
(
日
開
副
首
相
)
ぷ
資
比
染

対
策
に
、
政
府
が
本
腰
を
入
れ

ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
証
し

だ
。
中
国
政
府
は
、
山
田
村
で
新

た
に
l
億
人
分
の
飲
用
水
の
安

全
を
確
保
す
る
こ
と
を
、
第
刊
日

次
5
か
年
計
画
(
間
山
年
1
同
年
)

の
臼
擦
に
掲
げ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
、
地
方
当
局
の
多

く
が
、
原
境
問
題
よ
り
も
、
懐

、手議

有毒物質の流出事故があった
松花江の水質を調べる調査員
(24日、県?誼江省て、)~AP 

が
潤
っ
て
政
治
成
鑓
も
上
が
る
一

発
展
を
優
先
さ
せ
て
き
た
。
一

人
あ
た
り
の
水
資
源
が
1

世
界
一

平
均
の
3
分
の

1
L
(新
華
社
)
一

と
い
う
資
源
小
田
の
河
川
、
湖
一

泊
、
土
壌
に
汚
染
物
質
が
垂
れ
一

流

さ

れ

た

。

一

今
や
7
割
以
上
の
河
川
が
汚
一

染
さ
れ
て
い
る
。
都
市
部
に
限
一

れ
ば

9
割
以
上
だ
。
地
下
水
汚
一

染
も
進
み
、
共
産
党
機
関
紙
・
一

人
民
日
報
に
よ
る
と
、
安
全
な
一

水
を
飲
め
な
い
人
は
2
0
0
9

年
に
約
3
債
7
9
0
0万
人
に

達
し
た
。
町
四
年
末
で
も
、
な
お

3
億
1
2
0
0万
人
い
る
。

飲
み
水
が
原
悶
と
見
ら
れ
る

が
ん
が
住
民
に
争
開
閉
し
て
い
る
一

准
河
流
妓
の
「
が
ん
村
」
の
よ
一

う
に
、
各
地
で
健
康
被
害
も
報
一

告
さ
れ
て
い
る
。
十
閉
山
刀
の
水
資
一

源
を
水
不
足
の
北
方
に
送
る
国
一

家
プ
ロ
ジ
ヱ
ク
ト
川
菊
水
北
謁
」
一

の
水
源
地
の
一
つ
と
な
る
湖
北
一

省
の
村
で
は
、
肝
炎
が
多
発
し
一

て

い

る

。

一
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f 。.0・0・0・O'-0'-0'-0'-0.-0'-0・0'-0'-0・0・0・O'-0' -0'-0'-0'-0' -0'-0'-0' -0'MOH441  

! 機関誌『人口と凋発J投稿論文を募集 ! 

; 財団法人アジア人日 開発協会は、機関誌『人口と開発jで発表する論文を ; 

| 募集しております。テーマは、人口と持続可能な開発に広く関わるもので、ァ | 
? ジアの現状に関するものを歓迎いたします。掲載言者文の著作権は、財団法人ァ 1 
i ジア人口・間発協会に帰属しますが、執筆者の利用を妨げるものではありませ i 
i ん。また応募論文は未発表のものに限ります。 i 
? この公募論文は、若手研究者の新鮮な研究視点を重視し、新しい研究分野を ? 

1 切り涛くようなアイデアを広く公開する場を提供するものです。大学献をは 1 
? じめ、若手研究者に門戸と隠さ、今後の人口と開発に関する研究を促進すること 1 
! を目的と山り杭広くご案内下吋す山瀬い申し上げ抗 ! 
| 投稿される原稿は制IJとしてEメールまたは郵送にてお送り下さい。その際、
; 応募者の略歴(写真っき)も同封して下さい。 ! 
? なお、採用された論文には薄謝(当財団規定)を進呈致します。奮ってご応 1 
i 募ドさい。
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2 東南アジア諸問等人口 開発基縫諮査報告書

fンド出

Report on the Basic Survey of Population and 

Development in SOllth四 stAsian Couutries 

India-(主語版)

3 中華人民共和巨人口 家族計商第 J、基礎調査報告書
I3asic Survey (II) on Population and Family 

P!aIlning in the Peop!e's I{epublic of China (主語版)

生育率和生活水平芙系中日合作潟査研究披告二幅

(中国語版)

4 ネパ ル王国人11 家族計百基礎調査

I3asic Survey Report on Population and Family 

Planning in the Kingdom of N叩，1(英語版)

5 日本の人L1都市化と開発

Urbani:mtion and Devel叩 mentin ]apan (英語版)

6 パンコクの人口都市化と生活環境福祉詞査

デタ塙

Survey of Urbanization. Living Environment and 

Welfare in I3angkok-Data-(英語版)

7 スライド 円本の都Hi化と人口
lJrbanIzation and Population in Japan (英語版)

日本的措市化与人口 {中国語版)

l:rbanisasi Dan Kependl1dl1kan Di Jepang (インドキ

ンア語版)

昭和61(1986)年度
l アジア諸国の農村人口と畏業開発に関する調査報青書

インドネンア毘

宜eporton the Sur¥'ey of Rural Population and 

;¥gricl1ltural Dc¥'宅 opmentin Asian Countnes 

Indon田 ia-(英語版)

2 東南アジア諮問等人日 開発基礎詞査報古書

イノドネンア出

Report Oll the Basic Survey of Poplllation and 

Dc¥'e!opm巴ntin Southcast Asian COllntlics 

Indonesia - (吏語版)

3 在H留学生の学習と生活条件に閉する研究 人的能力

開発の課題に即して

-1. 11本の労働力人口と開発

Lab肝 FOfCCand Dc¥'e1opment in Japan (英語版)

5 人11と開発関連統計集

Demographic and Socio.Economic Indicators on 

Population and Dcvclopmcnt (英語版)

関躍謹議mi鴎・-j1笹鞄棚mH措置理
昭和58(1983)年度
1 中華人民共和国人11 家族計画蒸礎調査報告書

Bask Survey on Population and FamHy Planning in 

the Peop¥e's R叩 ublkof China (英語版)

生育率和生活水平主系中日合作湾査研究披告二H
(中国語版)

昭和59(1984)年度
l アジア諸冨の農村人けと農業開発に関する謂告、報告書

インド凶

Rcport on thc SUfVCY of Rural Population and 

Agrkultural De¥'elopment in Asian Countries 

India... 英語版)

2 東南アジア諸国等人11 開発幕礎調査報告書

タイ陪

Rcport on thc I3asic Sur¥'cy of Population and 

Development in Southeast Asian Countries 

Thailand-(英語版)
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4. Survey of Fertility and Living Standards in Chinese 

Rural Ar削 s.-Data -a!l thc hOllseholds of two羽llag臼 m

]ilin Province sUf¥'eyed by Questionn創res-(英語版)

芙干中国京村的人口生育率与生活水平的調査抗告

対干吉林省両小村遊行全戸商談鴻査的結果

=続叶翁~(中倒語版)

5 スライド 司本の農業、農村開発と人口 その軌跡

Agrkultural & Rural Development and Population in 
Japan (英語版)

日本忠止在村的宜牒和人口的推移 (中国語版)

Perkembangan Pertanian)，[asyarakat Desa Dan 

Kependudukan凹 ]epHIlg(インドネン7語版)

本作品 (4カ国語版)は、 19S5~ (財)8本視聴覚教育

協会主催理秀映f主教材置英社会教育部門で慢秀賞を

受賞。

昭和60(1985)年度
l アジア諸国の龍村人11と農業開発に関する調査報告書

タイ同

Rcport on thc SUf¥'ey of Rural Poplllation and 

Agricultura1 Development ill A拙 nCountrieら

Thailand-(英語版)
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Agricultural De¥'elopment in Asian CO¥!lltnes 

Nepal-(英語版)

2 東南アジア諸問等人日 開発基礎調査報青書

中華人民共和国

Report on the Basic Sur¥'ey of Population and 

De¥'e!opment in Southeast Asian Countnes 

Chi拙 (英語版)

3 アジア訪問からの労出力流出に悶する調査研究報告書

タイ国

4 日本の人口と家族

Population叩 dthe Family in ]apan (主語版)

5. 7ンアの人口転換と開発給計集

Demographic Transition and Development in Asian 

Countries…Overvlew and Statistical Tables-
(英語版)

6 スライド H本の人口と家族

Family and Population in ]apan--Asian Experience 

(英語版)

日本的人口与家庭(中国語版)

Penduduk & Keluarga Jepang (インドネシア語版)

7 ベル 共和l国人口家族計両基礎調査

平成元 (1989)年度
1 アジア諸河の龍村人口と農菜開発に関する詞査報告書

パム〆グラデシヱ凶

Report on the Survey of Rural Population and 

Agricultural Development 

Bangladesh - (英語版)

2 東南アジア諸国等人11 需発基礎調査報告書

ネパル戸l
Rcport on the Basic Sur¥'cy of Poptllation and 

Development in Southeast Asian Countries 

Ncpal-(英語版)

3 アジア諸国かりの労働力流出に関する謂査研究報告書

マレーン7国

4 日本町人11構造変動と開発 高齢化のアジア的問占

Structural Change in Population and Development 

]apばsExpeliencc in i¥ging…(英語版)

5 アジア諸屈の農業開発 5カ国の比較

Strategic 1Ieasures for the Agricu!tural Develop 

mcnt-Comparati¥'c Studies on Fi¥'c Asian 

Countries - (英語版)

6 スフイド 日本の産主開発と人11

その臣動力電気

Industrial Development and Popul川ωnin ]apan 

The Prime 1'{田町一Electricity-(英語版)

日本的戸並宜展与人口

其原功力 曳'" (中国語版)

Pcmbangunan Industri dan kcpenduduka川H

]epang-Penggerak Utama-Tenga Listrik 

(インドネンア語版)

7 ネパール王国人11 家族計i垣第二次基礎調昔、

Complementary Basic Sur¥'ey Report 011 Population 

and Family Planning in the Kingdom of Nepal 

(英語版)

昭和62(1987)年度
1 アジア諸問の農村人口と農業開発に関する詞査報告書

中華人民共和匝

Report 011 the Sur¥'ey of Rural Populatiol1 alld 

Agricultural Dcvelopment in Asian Countries 

China-(英語版)

2 東南アジア諸国等人日 開発基礎調査報告書

中華人民共和国

Report OIl the Basic Sur¥'ey of Population and 

E εvelopment in Southeast Asian Countries 

China~ (英語版)

3 アジア諸国からの労働力流出に関する調合研究報告書

フィリピン問

L 8本の人口と農業開発

Population and i¥gricultural Dcvelopmcnt in ]apan 

(英語版)

5 ネパールの人口'開発 a環境

Population. De¥，e]opment and En¥'ironment in Ncpal 

(英語版)

6 スライド 日本の人口移動と経済発展

1'he :Migratory 1Io¥'ement and Ecollomic De¥'e!op 

m叩 tin ]apan (英語版)

日本的人口移劫与蛙時宜展(中間語版)

Perpindahan Penduduk Dan Perkembangan Ekonomi 

Di ]epang (インドオンア語版)

7 トルコ白人Il家族計両基礎調査

昭和田 (1988)年度
l アジア諸国の農村人Ilと農業開発に関する調査報告書

不パル同

Rcport on the Sur¥'ey of Rural Population and 
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-Sri Lanka --(英語版)

2 東南アジア諸国等人日 開発基礎謂査報告書

フィリピン向

Report on the Basic Survey of Population and 

Development in Southeast Asian Cu¥lntJies 

…The Phi1ippines-(1Ji:.ii昔版)

3. 7シア諸国からの労能力i克11¥にi叫する調査研究報告書

中華人民共有l同

4 日本町地域開発と人[)-1田0年代の展望

Regional Development and Population in Jap川

Trends and Prospects in the 1990's-(英語版)

S アジアの労働力移動

Labor }，.Iigra加 nin Asia (英語版)

6 スライト 日本町地域開発と人口

Re♂onal Development and Poplllation in ]apan 

(英語版)

日本的区域汗宜和人口{中国語版}

Permbangunan Daerah dan PopuJasi di jcpang 

(インドネンア語聞け

平成4(1992)年度
1. 7ジア諸国の農村人口と農業開発に関する調査報告書

マレーンア向

Rcport on thc Survcy of Rural Population and 

Agricultural Development -}'falaysia.- 英語版)

2 東南アジア諸国等人口 開発基礎調品、報告書

ベトナム凶

Report on the BasIC Survcy of Poplllation and 

De¥'elopment in Southeast Asian Countrie写

VietN出，-(荒語版)

3. 7ジア諸白からの労働力流出に関する調査研究報告書

スリランカド}

4 アンアの産主転換と人口

Indllstrial Transition and POPlllation in Asia 

(英語版)

5 スライド ωピデ才 明日に生きる

日本の産業転換と人口

87 

Living fur Tomorrow --Indllstrial Transition and 

Population in ]apan - (英語版)

生活在明王 日本的戸.~特換与人口 {中閏語版}

Hidup Untllk Hari Esok -Peralihan Struktur Industri 

Dan Popu!asi ]epang-(インドネンア詰版)

6 スラ fド 高齢化社会へのH本町挑戦

守てきがいのある老後を目指Lて

A~Iing in ]apan -Challenges and Prospects… 

(英語版)

語人高齢化計会的自本JE面枯挑故 追求具生命意史

的老年生諜 (中国語版}

Tantangan ).Iasyarakat Lanjllt usia Jepang 

(イノド不ンア語版)

本作品 (4カ国語版)は、 1990年(財) H本視聴覚教

育協会主催慢秀院{聖教材選英社会教育部門で陸秀賞を

受賞"

平成2(1990)年度
1 アジア諸国の農村人11と農業開発に関する詞査報告書

ブ fリピン同

Report on the Survey of Rural PoplllatioIl and 

Ag!icultural Development 

The Philippines-(英語版)

2 東南アジア諸国等人口 問琵基礎調査報告書

バングラデシュ照

Report on the Basic Sur¥'ey of PoplIlation and 

Development in Southeast Asian Countries 

Bang!adesh - (英語版)

3 アジア諸凶かりの労億JJisIHに悶ずる調査研究報告書

インド不ンア国一

1 日本の人口 問発 i草境 アジアの経験

Population， Development and Envirunment in 

]apan-A制 nExpenence - (英語版)

5 アジアの人11都市It 統計集

Prospects of Urbanization in Asia (茶話版)

6 スライド H本の環境人11 開発

Environment. Population and De¥'elopment in ]apan 

(英語版)

日本的耳境・人口'汗宜{中国語版)

Lingkungan.Penduduk dan Pembangunan ]epang 

(インドネンア語版)

本作品川カ同語版)は、 1991年(財)日本視聴覚教

育協会主催霞秀映操教材選奨

社会教育部門で優秀賞を受賞。

平成3(1991)年度
l アジア諸聞の農付人口と農業開発に関する調査報告書

ースリランカ出

Report on the Survey of Rural Population and 

Agncultural Deve!opment 



New IIorizons ior the Women of Asia (英語版)

E州知主的新厨程(中国語版}

Wanita Asia Kini...... (イ/ドネンア語版)

平成7(1995)年度
I アジア諸国の発展設階日Ij農業畏村両党基礎調査報告書

パキスタン問

Report 00 the Basic Sur¥'cy 00 Agricultural and 

Rural De¥'elopment by Prngre制 Stagein Asian 

Countries-Pakistan-(英語版)

2 アジア諸凶の都市iヒと開発詩査報青書 不パール閏

Report Oll t11e Survey of UrbanIi':ation and 

Dc¥'c!opmcnt in Asian Countri目 N叩al-(耳語版)

3 アジア諸国の人間w源開琵と労笛}Jに関する詩査研究
報告書 インド国

しアジアにおける女性のエ/パワーメント

Empowerment oi Women in Asia (英語版)

5 スライド ビデオアジアを長iけ女性たち

A Bright of Gender Equaliれ，-Empowerment of 

W omen in Asia - (英語版)

通住百強之路ー今日並州立十'1-(中凶語版)

Harpan Cerah bagi Persamaan -Kall!n Wanita 八割a

)，Ierambah Ja!an - (インドネンアE語版)

平成8(1996)年度
i アジア諸国の発展段階日1)農業農打開琵基礎謂査報古書
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2 アジア諸問の都Ttilヒと開発調査報告書
…フィリピン出

Report on the Survey of UrhanizatIon and 

Devdopment in Asian Countries 

the Phi!ippinE's - (英語版)

3 アジア諸問の人間資源問発と労前力に関する詞査研究

報告書ラオス同

4. 21世紀の人口 食糧戦時アジアと佼非

1'0叩p卯01

Asia and World - (英請版)

5 スライド。ビデオ 2025司への決断

アジアの人口増加と食料

ChaUenge and Dedsion for the Ycar 2025 

平成5(1993)年度
l アジア誌住!の毘村人口と畏哀開発に関?る詞也、報告書

ベトナム国

Report on the Sur¥'ey of Rural Population and 

Agricuttural De¥'dopmcnt 

Vict Nam-(英語版)

2 東南アジア諸国等人口 開発基礎詞省報告書

スリラ/カ国

Report on the Basic Surve可 ofPoptdation and 

Deveいpmentin Southcast Asian Countries 

Sri Lanka-(英語版)

3 アジア諮問の人間資源開発と労働力に関する詞査研究

報告書フ fリピン凶

4 アジ7からの挑戦人口と開発

Challenge and Strategy of Asian Nations 

-Popu!ation and Sustainable Development-(耳語版)

5 スライト ピ 7~オ

kたもの挑戦 女性の地位向上と円本の人ロ
羽roman and their Challenges -Imprり、..ementsin thc 
Status of Wornan the Popu!ation of Japan 

(英語版)

女性的挑按 女性地位的提高与日本的人口

(中出語版)

rantangan Kaum "¥Yanita-Emansipasi Wanita dan 

Poputasi Di Jepang-(インド不ン7語版)

平成6(1994)年度
l アジア諸国の発展段階別員莱農村再発基礎謂貴報告書

インド国

百cporton the Basic Survey on Agricultural and 

Rural Deve!opmcnt bτProgress Stage in Asian 

Countries 

India- (英語版)

2. iジ7諸国の都市化と開琵詞査報古書 タイ同

Report on the Survey of Urhanization and 

Dewlopmcnt in Asian CountrIes 

Thailand-(主語版)

3 アジア諸問の人間資源開発と労働力にi期する詞査研究

報告書ベトサム凶

4 アンアの主性労働}J参加と程流発民一211怯紀の戦時

Woman's Lahor Participation and Economic 

Dc¥'clopment in Asia-Strategy Toward thc 21st 

Century- 英語版)

5 スライド ピテオ アンアのk性たちはいま

8s 



4. 註展の制約 qqJi.) インドをIf'，l.'に

白!ls!rainson Deve!opmenl 

Focus on ChIna and lndia - (英語版)

5 スライド ピデオ地球かりの普白

アジア、水と立引の未来

A机，'arningfrom the Earth 

Thc Future of Asia， Watcr and Food-(英語版)

来白地球的警告亜洲、水和棋宜的未来 (中国語版)

Peringatan dari Bumi 

}， la~a Depan Asia-Air dlln Pangan-(インドネン

ア語版)

平成11(1999)年度
1 アンア諸巴の琵毘段階別農業 農村開発基礎詞査報青

苫 モノコル問 中央県、セレンゲ県を中心として

Rcport on thc Basic Sur¥'cy on Agricultural and 

Rural Devetopment by Progress Stage in Asian 

CountrIes-}，[ongolia -Focus on To¥' and Selege 

Aimang-(英語版)

2 アジア諸問円高齢化と保陸の実態調査報告書

<1'凶上海をIj!，(，、に

双eporton the Survey of A!.ring and Health in 八割""

Countries 

China -Focus on Sh叩 ghai- 英語版)

3 アジア諸国の民業安定制度と雇用政情にI唱する詞査研

究報告占 パングヲデンユ人民共有l同

Report of Emp!oymcnt Sccurity S、引cmand LaboUl 

Policy in Asian CouIltries-Bangladesh - (英語版)

平成12(2000)年度
1 アジア諸問の発展段階別震装農付開発基路調査報告書

ミヤンマ連邦マ/ダレ管区ヱヤワデ f菅K

を中心、として

Rcport Oll th(' Basic Survcy on Agricultural and 

Rural De¥'elopment by Progress Stage in Asian 

Counlrics 

The Unωn of :¥lyaIlIllar-F叫 USon :""[anrlalav and 

A、町arwad)'Division - (英語版)

2 アジア諸凶の高齢化と保健の実態調査報古書

タイ由

主eporton the SUr¥'ey of Aging and Health in Asian 

Countrieぉ

Thailand-(英語版)

3.アジア諸国の時幸安定制度と雇用政荒に関する調査研

究報告書カンボンア l凶

89 

Popll!ation IllCrt'ase and Fo吋 inAsia-(英語版)

向着2025年的夫断 -'s:i倒的人口f首長和椋責

Tεkad Untl1k Tahun 202;i--Pertambahan Popu!asi 

dall Pangan di Asia - (インドネシア語版)

平成9(1997)年度
l アジア諸制の琵展段陥別畏主畏付開措基礎調査報告書

ラオス人民民主共和国

Report on the Basic Sllr¥'ey on Agricuhura! and 

Rural D{'v('lopmcnt by Progrcss Stagc in Asian 

Coul1tries 

Lao Pcop!e's Dcmocratic Rcpublic-(英語版)

2 アジアの社会開発と人間荷琵

Socia! De¥'eioplllent and Hlllllan De¥'elopment in 

A剖" (英語版)

3 アンア諸国の人問責iIf}，開発と労筒}Jに関する調査研究

報告書マレシア毘

.1 オをめくる21世紀の危機 7ジ7人11を住占と Lて

¥Yater Crisis in the Twenty First Centllry 

Prospect of Asian Population and Devc]opn1ent 

(英語版)

5 スライド ピデ子水は'1'.きている 人口と水資源

¥Yater is Alive---Popu!ation and ¥Yatcr Rcsourccs 

(英語版)

水量有生命的 人口与水属探 (中国語版}

Air itu Hidup-Pendllk d，lll Sumder Air 
uントネンア語版)

平成10(1998)年度
2 アジア諸国的発展段階部阜業長打開発基礎調査報告書

カンボジア同

Report 011 thc Basic Survey 011 Agricultural and 

Rural De¥'elopment by Progress Stage in Asian 

CountJics 

Call1bod凶 (英語版)

2 アジア諸問円高齢化と保障の実態調査報告書

大韓民国

Report nn the Survey of A!.，.-inf! :lnd Health In Asian 

Countries 

The Repub!k of Kor問 (英語版)

3 アジア諸国の~t1;莱安定制度と雇用政克也に関する詞査研

究報告書

子ラノ国

Report of Employment Security System and Labnur 

Policy in Asian Countries-Islamic Republic of Iran-

(英詩版)



Ba~e Study on Impact of Population Issue on 

Agriculture and Rural Dεvelopment 

-Vietnamー(11;語版)

2 日本企業における中国人高度技能労筒者の日本への陪

動にl到する詞査研究

平成13(2001)年度
I 人口問題を基礎とした民主!農付開発詞交報告書

カザプスタン匝

Report on SUr¥'CY of Agricultural‘wd Rural 

Dcve!oprnent based on Population Issues 

rhe Republic of KazakhstaJl- (吏語版)

2 アジア諸問の都市化と開発調査報告書

マレーシア国

Report on the SUf¥'ey of Urbanization and 

D目e!opmentin Asian Countries 

)'lalay引 a-(英語版)

3 アジア諸国の原美安定制度と雇用改荒に関する謂査研

究報告書 イ/ト同IT産業をrjl，l.、に

平成14(2002)年度
l 人口問題を基礎とした農業農村開発調査報告書

ウズベキスタン回…

Report on Sur¥'ey of Agricultural and Rural 

Deve!opment based on P句】ulationIssues. 

The宜epubiicof Uzbekistan-(吏語版)

2 アジア諸国の騎乗安定制度と雇用政荒に悶する調交研

究報告書ベトナム国

平成15(2003)年度
1 人twn冨を茶礎とした農業農村開発詞査報告書
パキスタン向

Report on Sur¥'cy of Agricultural and Rural 

De¥'elopment based Oll Popu]atiOJl Issues 

Pakistan-(英語版)

2 アジア諸国の雇用政読と同際的な労間力移動に関する

調査研究報告書

ミヤンマ連邦

平成16(2004)年度
l 人口問題を基礎とした農業。員付開発調査報告書

インド回

Report on Sur¥'ey ()f Agricultural l¥Ild I{ural 

DeveJopment bascd on Population Issues 

lndia 

2 情報サ ピス菜における国際分業主労働力需拾に関す

る謂査研究 日本'1'ド!

平成17(2005)年度
l 人口問題が毘業 毘打に与える影響に関する基礎調査

ベトナム冨
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8. r国際女性・人口・開尭議員会議(lMPGPD)議事録j

叩96年(日本語版)

第4回世界主性会議 (FWC\\') にあわせ、 l~ド)5年9月に

東京で開催された国際女性・人口・開発議員会議

(EdPGPD)の議事録.I日}会議には第4阿世界女性会議

に対する各国政官It去を中心左するf司会議員が参加L
た。

9. FAO/UNFPAおよびボートンース。アン、デエノ'テ

ィ・タン著「リソ ス・シリ ス3 宜料安全埠障と

人口費料j叩97年(日本語版)

世界主科サミットへの準備と Lて、団連宜科農業機関

(FAOlが国連人口基金と共同研究を行った !J円増

加と士壌劣化J1こ関する論文の日本語版。および、

l侠)6年5月にマレーン7・クアラルンプールで向かれ

た人口と宜梶安全保障に問するAFPPD(人11と開発

に関するアジア議員フォーラム)特別運営委員会で、

ベトナム凶会社会委員会委員長グエン・ティ・タン議

員とマグサイサイ賞受賞者である苦名な農業学者ポー

トンースアン博!:の共著論文の日本語版円台本。世界

宜科サミットに向けた資料とLて作成された。

10. r歯諜宜料安全器障・人口・関尭議員会議(lMPFSPD)

議事録J1997年[日本語版}

宜科農業権問 (FAO)主催の世界食料サミット

(WFS)にあわせ、 19961fll月にスイスージュネープ
で開催された国際立科安全保障 人日 開発議員会議

の議事録。同会議の成果は、世界宜科サミソトで公式

に配布され、檀井折・会議議長からルジェーロWTO

事務局長に手法された。

11.国連人口基金「未来のための童科J1997年(日本語

瓶)

団連人口基金出版物 iFoodf(lr the FutureJのH本

語版υ 人口増加の判}制と宜料確保をnうためには、女
性の参加が不可矢であることを様々な具体例から解明

Lている U

12 国連童糧農業機構 (FAO)rリソース・シリーA4

世界食料サミット1996年世界童料安全埠障のための

口 マ宣言および世界童料サミット行動計間J1997 

年(日本語版)

世界食料サミットのローマ買言と行動計商の本邦初の

翻訳n 多分野から IJíJ~文書の日本翻訳の決定版として高

し、評価を受けたっ

13. rリソス・シリス5 Five Years from rCPPD 
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国際人口閲尭議員会議から5年 人口と開尭に関す

る国会議員会議宣言文J1998年(和・葺)

カイロの間際人口開発会議から5年Eを迎え、人口と

開発に関する出際議員会談、地域議員会議の宣言文を

車成。今fをの更なる発展のための資料としたU

1.r国連人口開尭会議における注釈のついた概要J(日本
語路)

rlnternational Conference on Population and 

Devclopmcnt Annotated outline of the fina! 

d田 umentof the conference， noted by the Secretary 

GcncralJの日本語版。 間際人日開発会議行動計再の

作成過程で、その最終準備会議出催仁向けて用意され

た行動計表i案である。この「概要Jに基っき、伺際人

日開発会議行動計画が市成された。行動計画搾択以前

lこ準情されたこの利l訳は、行動計雨採択に際LH本か

らの働きかけを行う上で大きく寄与した。

2. r国際人口開尭会議行動計菌要旨J1995年(日本語版)

1994年カイロの国際人口開発会議 ([CPDlの行動計

蕗の要肯口同文書関連の出版物としては本邦初。

3. r留際人口開尭議員会議(lCPPD)議事録J1995年

{日本語版)

19叫句カイロでの間際人口開発会議 ([CPD)に先駆

けて間躍された、国会議員会議である国際人口開発議

員会議の議事録。同会議には117ヵ同約却0名の同会議

員が宰加L、会議宣言文はICP日韓告でも発去された。

また、この会議を型機i:Lてアフリカ ιアラブ地域の

国会議員フォーラムが準情されたη

4 由連人口基金「世界人口・開尭撞劫の現状 日本の買

猷 J 1995年(日本語版)

現在的人口分野に対する媛助の現状と、資金の流れを

分析。我が呂町人Ll分野への貢献も許載コ

5. r盟際人口・社会開発議員会議(lMPPSD)議事録j

1996年(日本語版)

世界社会開発サミット (¥¥，SSDlにあわせ、 1995年3

月にデンマーク・コベンハーゲンで開催された人口と

社会開発に関する出会議貝会議議事録っ

6.累随龍夫著「リソース・シリ ス1 国連人口会議20
年の軌跡 ブカレストからカイロへ J 1996年(日

本語版)

第l同人11会議であるプカレスト会議から199-!年カイ

ロの同際人口凋発会議まで、すべての住Ii主主催の人口

会議に参加し、人口分野における世界的大家である著

者が、その推移を概観し分軒Lたしリソース シリー

ズと Lて銘打った記念すべき第I-i.t。

7. Toshio Kuroda， Resource Series 2 r From 

8ucharest to Cairo-20 Yea同 ofUnited Nations 

Population Conferences---J 1996年(英語瓶)

好評をもって迎えられた「リソース ンリーズIJの

英主版己



同会議員が参加した河会議では、国際人口開発会議か

ら5年凶の進捗状況と、その進毘を阻む障害{こついて

熱心な討議が行われ、人円と持続可能な開発を 貰L

た視市で扱う事を強〈求めた「罰際人口問1琵会議評侶

のための隠会議員フォーラム ハーグ古言」が採択さ

れた。この内容は会議事務総長を時めた桜井軒

八FPPD議長の手により、ハーグの河際フォ ラムな

らひ1こ3月にニューヨークで周催された準信会議の喝

でも発まされたO

19. r')ソ ス・シリース:9 第21問国連特別総会特別委

員会報告書 f付録j一民連人口開尭会議行動計画のさ
らなる室施に向付た主な行動…j叩99年(日本語版)

1999if.6月30日-7R2日{こかけて、ニューヨークの同
連本部で開催された「陪際人口開発会議から5年を経

過したその評儒のための国連人円特別詑会報古書JH 
本語版Q l~J会議では、間際人口河発会議 IICPDI か

ら5イiを桂て、行動計悼iを実施する上で必要となる指

標や、 AIDSの予想以!の蔓延といった障害を解消す

るための具体的行動などを、国連加盟国が陪連総会の

場で協議し確認した。

20. r人口と鴎尭に関するアジア議員フォ ラム第6回大会
議事録J2000年(日本語版)

世界最初の人口と再発に関する議員フォーラムである

「人LIと河脅に関する議員フォーラム IAFPPDlJが3

年に一度開催する大会の議事録(日本語版101981 <r:に

設立されて以来、 AFPPDは世界の人口左開発iこ関する

地域議員活動において、アジアのみならず、世界レベ

ルでも指導的な住都を拘っている。同大会は、その提

唱昔であり創設者の佐藤隆 元農水大臣と、慢井新

AFPPD議長の出身地である新潟県で開催きれ、 1α氾年

期最f支の大会主して、 2000年期に向けたアジア太平洋
地域の人口 開発問題に関する同会議員の活動方針を

協議し、その成果は「新向宣言」にまとめられた」

21. rリプ口ずクティブ・ライツ・チャート2000J2000年

{日本語版)

IPPF I同際家族計両連盟)が作成した rrpPFI 

出官a¥¥'.reproducti¥'e nghts 2朗OJウオールチ吋ート

のH本語版っ世界各国のリプロダクテイプヘルスや

ライツに関する政景の現状や進捗状況を 覧にしたも

のである。英語版ではアルファベヅト版になっていた

ものを地域別ーあいうえお煩に編集を加え、読者の閣

を同っている また、告国の伺名表記!ま外務省の表記

に準拠した正規名称を用いている。

22.国連人口基金「女性のヱンパワーメントに向けてj

2000年(日本語路)

国連人口基金出版物 fWorkingto Empower W omcn 

UNFPA's Experience in Implementing the Beijing 

P!atform of Ac抗onJの日本語版目立性のエンパワー

メント 1主国際人口開発会議I!CPDI行動計画におい

14. rリソース・シリース'6 Population Policy in AsiaJ 

1998年(喪語版)

~lí ltf同がi催する「人11と矧発に凶するアジア同会議

員会議Jで呼びかけ、各回の人口政世について各国政
府責任昔も Lくは専門家が記述したn 各照的政箭に立

Eを持つ国会議員が関守している点で類例を見ないu

15. rリソ ス・シリース'7 士芝の時代的政治学 引き裂か
れる水資源 J1998年(日本語版}

ワ}ルド ウォッチ研究所から刊行されたSandra

Postel昔 rWorldwatchPaper 132: Dividing the 

Waters: Food Security， Ecosystem Hea1th， and thc 

New Po1irics of Scarcity Jの邦訳。今龍、淡水資源円

不足は人類社会に大きな制約を与えると考えられてい

る。 i替え続ける人口を支えるための農業生産も、淡水

資源の逼迫によってメきく制約を受ける。地球は水の

惑星といわれるが、飲料や農薬用に安定Lて世間でき

る水の詑量は地球lの水町〔同制 O日8%tこ過ぎない。こ

の水の輯鼠は有史以来変わっておらず、人nが増加す
れば 人当たり世用できる本の最は減少していくのが

現実だが、十分に認識されているとは言い難い。人口

増加を支えている地球の限界がHの前に迫っているこ

とに警告を琵しているc IH本語版版権取得)

16.国連人口基金「人類のための環壇J1998年{日本語版)

同i主人口基金出版物IEm官"OllIllentfor PevplcJの日本語

版う人汀問題、環壇問題、開発問題を効率的かっ実質的

に解決するためには、その3つの韻域間に架け橋を架け、

相期間保を重視することが必要であるp この視，I，'H二、/ち、

1に域境と人口の悩Iに横たわる様々な問題を取り上げ、

解決のために目、要な視点、 }j法、子設を採っている J

17. rりソース・シリース.'8 Parliamentarians' Activities 

on Population and Davelopment---History of 

P訓副ent剖聞s'Activities and Its Findings--.j 1999年

(英文、一部スペイン霞}

i田9年2月ハーグの罰際フォーラムに合わせて開催され

た、国際人日開発会議評価のための国会議貝フォーラ

ム(lFP)のために準惜された出版物。 199-1-1fの国際

人U開発会議以降、人口と開発iニ隠するアジア議員フ

ォーラムIAFPPD)を始めと L、アメリカ地域人口 開

発国会議員グループI!APGI、アフリカ。アラブ地域人口

湖党議Hフォ ラムIFAAPPDI、ヨーロッパ地域での国

会議員活動的成果である宮言文と、各議連の活動史を

掲載、地域の枠を越え、人口と開発に隠する国会議員

活動の成果が覧としてまとめられた事はかつてなく、

地球盟模での国会議員活動の広がりを象徴Lている

18. r医際人口湖尭会議評備のための国会議員7ォーラム
(lFP)報告書J1999年(日本語版)

1999年2月ハ グの国際フォーラムに合わせて防催さ

れた「河際人口開発会議評価のための開会議Hフォ

ラム ([FPIJの報汗書。 103カ国からおよそ210名の
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の創刊号から4号までを英訳Lたもの。 ODAクォ タ

ワーは向会議員に対Lて人日と開琵陪題に対する日本

国からの拠出の重要性を訴えかけるために作成きれた

もので、財団法人家臨計話国際協力問I.JIIJOICFI') 

とUNFPA東京事務所との協力で発行されている。

30. r地球の人口と水J(日本語版)
同連人口基金の刊行物である["G!obal Popu!ati印刷ld

WaterJの行本語版己問書は2削3年3月に京都 J、阪

滋賀で開催された第3阿世界本フォーラムにおける議

論に資するために作成されたもので、宜科生産、安全

な水供給、公衆衛生なとの側面から水と人口問題Eか

かわりを垣括的に扱ったものである。

31. fODAQuaバerly2004 on Populat1on and DevelopmentJ 

20例年(英語版}

200'年度!こ4半期ごとに刊行されたODAクオータリー

の第5号かり8号までを英訳Lたもの。 ODAクオータ

リーは同会議員に対LてAllと開発問題に対する日本

国からの拠出の重要性を訴えかけるために作成された

もので、肘団法人家住計岡田協JJIlt団I)OICFP)と

むNFPA東京事務所の協力で発行されている。それぞ

れのテーマは、第S号 rICPD+!OJ、第6号「人口、持

続可能な開発と環境j、第7号「人口、持続可能な河尭

と貧困eODAJ、第8号「ミレニアム問先H原と人口J.

32. rミレニアム鶴尭目標の達成に向けて 人口とリプ口
ダクティブヘルスが正否の鍵を撮る 人口・閲尭戦

時 J 2004年[日本語版)

国連人口基金から刊行された、["Achicving the 

}.-lillcnnium Development Goals -Populatinn and 

Reprodl1ctive Health as Critical Detcrminants 

Population and De、.'elopmentStra1eh>1e品 #IOJ の~，私

語版υ ミレニアム開発行標と人[[関連の目慌を問官、付

け、ミレニアム開発日俸とこれまでの達成を何で手し、

ミレニアム開発目標を達成するためには今佳どのよう

な拝力が必要になるかを具体的に訴しているU

33. r人口から昆た安全罪障冷戦捷の内戦と人口J2005

93 

年(日本語版)

Popl1lation Action Intt'fnationalから刊Il1iされた fThe
Security Demographic _. PopulatioIl and Civil Wm 

after the Cold War -Jの日本語版。冷戦桂内各凶デ

ータを解析し、全人円に対する若年層円高い都合、都

市人目的急激な増加、 人当たり利用可能な耕地・水

資t阜の減少といった特俄を示す同では内戦に路る危険

性が高いことを話すι その 方で、「多産多死」から

「少派少死」の状態へと移行することで内戦のリスク

カま色tドするこ左を指J書L、リプロダクティプ ヘル

ス・サ ピスの幅広い提供やk1性の地位向 i等への活

動や向際協力が、安全保障の観市からも重要であると

t者じているC

て人口問題の解決を果たす上での重要なカギとなる概

念とLて位置付けられた円また、中同北京で開催され

た第4回世界主性会議では中心的な概念となったに第十i

M世界女性会議から5年を踏まえ、人口、女性問題に

共通する主性のエンパワーメントを中心{こ、 ICPD行

動計両ならびに女性会議の行動網開実施主関連する

UNFPAの吊勤を具体的に紹介Lているη

23. rr)ソース・シリース1国連人口会議20年の軌跡 ブ

カレストからカイロヘ J (檀刻)
好評のため絶版となったリソースンリーズ1を複刻した。

24. rリソース・シリーズ7究芝の時代田政治学 引き裂かれ
る水貰曙 J(1!!:¥l1l 
好評のため絶版となったリソースシリース7を抱郊したU

25 組連人口基金「人口問題ブリーフィンヴキット2000

年度版J2001年(日本語版)

間違人口基金出版物 ["Population Issues Briefing" 

瓦it2000Jの翻訳。人口問題は故"の問題ではなく、

生活をLている"人々"の問題であるという視点から、

現時の人口分野における様々な詩題とその附題への取

り組みを慨観したもので、カイロの行動計同実胞の意

味を説明Lているu

26.罰連人口基金「人口問題ブり 7ィンゲキット2001

年度版J2002年(日本語版)

同連人口基金出版物 rp叩 ulationIssues Briefing Kit 

2001Jの翻訳.2回0年に同連本部で開催されたミレニ

アムサミァトで採択されたミレニアム開発目標の中に

人口問題を位置付け、新たなUNFPAの人LI問題への

取り組みを示し、人口分野における慌々な課題とその

問題の現状と坑り組みを概捜したu

27目「人口問題を考える 人類生存の条件と人類社会の未

来 J (日本語版)
APDA都立20湖<[を記念して開催された公開フォーラ

ム町議事録。この公開フォーラムでは、 H本が世界に

誇る各分野の権威昔が、宇宙物理学、生物学から生命

情理まで様々な世点から人口問題を概観Lてもらい、

なぜ人口部屈が人踊の拝来!ことって決定的に重要なの

かを論じたn 昔、達が'1きるこの世界における人U問題

の意味を、このような様々な視市から論じた聞書はほ

とんどなく、好許をもって迎えられた。

28. fPopu!ation Issues …The Conditlons of Human 
Survival and future of our Sociaty J (英語煩)

「リソース27人口問題を与える一人類生存の条件と人

類自主円未来 Jの英語版

29. f OOA Ouarterly 2003 on Pop凶ationand DevelopmentJ 

2003年(英語甑)

2003年度{こ4半期ごとに刊行されたODAクォ}タリー



A P D A-自誌ー
(2006年6F.I ~2006年 8 月)

6
R
n
s
B
 

8
R
8
B
 

5 
1月
13 9 
日 B

6
月
刊
日

6
月
刊
日

竹
本
将
規
研
究
員
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が
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・
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で
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れ
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務
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代
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が
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局
長
代
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・
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長
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を
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ア
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。
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テ
ィ
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I
P
P
F
事
務
局
長
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リ
l

デ
7
ィ
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金
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達
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外
・
広
報
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村
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I
P
P
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・
日
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余
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ィ
サ
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が
、
山
中
山
太
郊
(
衆
・
自
民
)
、
福
田
康
夫
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衆
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自
民
)
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谷
津
義
男
(
衆
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自
民
)
、
楼
井
新
(
参
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自
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)
、
清
水
嘉
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子
(
参
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)
、
小
宮
山
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(
衆
・
民
主
)
各
議
員

を
表
敬
。
楠
本
事
務
局
長
補
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・
木
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外
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長
が
同
行
。
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礎
コ
ー
ス
」
に
竹
本
研
究
員
が
参

加
。
以
後
、

8
月
m
Hま
で
全
日
同
の
議
義
に
参
加
。

楠
卒
事
務
局
長
代
行
、
恒
州
国
際
課
長
が
竹
本
直
副
財
務

大
阪
を
訪
問
。
第
2
出
国
内
セ
ミ
ナ
ー
開
催
に
つ
い
て
協
議

を
行
、
つ
。

「
同
連
加
問

ω周
年
記
念
吋
世
界
人
口
デ

1
」
特
別
、
ン
ン
ボ

ジ
ウ
ム
侃
億
人
の
世
界
と
人
口
減
少
村
会
・
口
本
」
、

「
加
藤
シ
ス
エ
賞
受
賞
式
」
に
楠
本
事
務
局
長
代
行
、
恒
川

国
際
謀
長
が
出
席
。

楠
本
事
務
局
長
代
行
、
恒
川
国
際
課
長
が
柏
村
武
昭
参
議
』
玩

7
月刊
M

日

7
月
刊
日

7
月
刊
同
日

7
R
m
R
 

7
月
却
日

議
員
を
訪
問
。
第
1
回
河
内
セ
ミ
ナ
ー
に
つ
い
て
協
議
を
行

、ハノ。N
P
O法
人
2
0
5
0
主
催
の
国
会
議
員
向
け
ワ
l
夕
、
ン
ョ

y
プ
を
国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
・
園
内
対
策
部
会
が
後

援
。
広
中
和
歌
子
(
参
・
民
)
、
清
水
嘉
与
子
(
参
・
自
)
、

南
野
知
市
晶
子
(
参
・

8)
、
加
藤
修
(
参
・
公
)
、
前
田
武

志
(
参
民
)
、
小
宮
山
洋
子
(
衆
・
民
)
、
泉
健
太
(
衆
・

民
)
各
議
員
が
主
席
。
柏
村
武
昭
(
参
・

8
)
、
末
松
倍
介

(
参
自
)
、
ツ
ル
ネ
ン
・
マ
ル
テ
ィ
(
参
・
民
)
、
福
島

み
ず
ほ
(
参
・
社
)
、
山
本
瓶
二
a

(

参
白
)
、
重
野
安
正

(
衆
社
)
、
末
松
信
介
(
衆
・
自
)
、
柚
木
道
義
(
衆
・
民
)
、

横
光
克
彦
(
衆
・
民
)
、
高
木
美
智
代
(
衆
民
)
各
議
員

は
代
理
出
席
。
楠
本
事
務
局
長
代
行
、
木
村
渉
外
課
長
が
同

作
仇
H
O

農
水
省
が
平
成
川
崎
年
度
農
水
省
委
託
事
業
「
人
口
問
題
が
農

業
農
村
開
発
に
関
す
る
影
響
に
関
す
る
基
礎
認
査
」
に
つ

い
て
説
明
会
を
実
施
。
楠
本
事
務
局
長
代
行
、
竹
本
研
究
只

が
参
品
川
。

楠
本
事
務
局
長
代
行
、
恒
川
国
際
課
長
が
柏
村
武
照
参
議
院

議
員
事
務
所
を
訪
問
。
第
I
制
問
内
セ
ミ
ナ
ー
に
つ
い
て
協

議
を
行
、
っ
。

楠
本
事
務
局
長
代
行
が
谷
津
義
男
衆
議
院
議
員
事
務
所
を
訪

問
。
地
球
環
境
国
際
議
員
連
盟

(
G
L
O
B
E
)
と
の
事
業

協
力
に
つ
い
て
協
設
を
行
う
。

竹
本
将
規
研
究
員
が
「
G
I
I
/
I
D
I
に
隠
す
る
外
務
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7
月
間
四
日

7
月
幻
自

7
月
m
品目

8
月
2
R

Q
U
同
月
3
J
口
H

8
月
叩
日

省
/
N
G
O懇
談
会
」
に
参
加
。

恒
川
川
国
際
課
長
が
広
島
大
学
、
柏
村
武
田
町
参
議
続
議
員
広
島

事
務
所
を
訪
問
。
第
i
回
居
内
セ
ミ
ナ
ー
開
催
に
つ
い
て
協

議
を
行
、
っ
。

平
成
四
国
年
度
雇
用
抽
出
力
開
発
機
構
委
託
調
資
事
業
の
研
究

会
を
実
施
。
問
婿
開
閉
，

A
P
D
A評
議
員
、
降
矢
憲

.
A
P

D
A監
事
、
白
木
三
秀
早
稲
田
大
学
教
授
、
梅
浮
隆
陸
上
抽
出

大
学
教
授
、
藤
井
伸
章
厚
生
労
働
省
外
国
人
一
一
居
川
対
策
課
長
、

中
嶋
章
治
同
課
長
補
佐
、
楠
本
事
務
局
長
代
行
、
竹
本
研
究

員
が
参
加
。

N
P
O法
人

2
0
5
0
チ
ャ
リ
テ
ィ
!
コ
ン
サ
ー
ト
「
安
岡

祥
了
1
歌
の
お
く
り
も
の

1
」
を
後
銭
。

平
成
犯
年
度
農
水
省
委
託
調
査
事
業
に
関
す
る
全
両
川
提
案
会

開
催
。
橋
本
事
務
局
長
代
行
、
竹
本
研
究
員
が
出
席
し
、
本

年
度
調
査
事
業
に
関
す
る
提
案
を
行
、
ヲ
。

橋
本
事
務
局
長
代
行
、
木
村
渉
外
課
長
、
恒
川
国
際
課
長
が

棲
井
新
参
議
院
議
員
を
訪
問
。

2
0
0
6
年

J
T
F
事
業

「
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
ヘ
ル
ス
お
よ
び
地
域
の
相
瓦
扶
助

能
力
の
向
上
を
通
し
た
持
続
可
能
な
災
害
告
理
と
復
興
に
関

す
る
国
会
議
員
会
議
お
よ
び
視
察
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
つ
い
て

協
議
を
行
、
っ
。

平
野
学
・
東
京
電
力
環
境
部
医
際
業
務
グ
ル
ー
プ
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
、
大
賞
崇
雄
阿
国
際
部
海
外
事
業
開
発
第
一
グ
ル
ー

プ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
秋
出
知
美
同
グ
ル
ー
プ
主
任
が
来
所
。

8
月
刊
日

8
月
M
M

日

8
月
M
B

8
月
叩
日

B
R幻
自

8
月
幻

B

B
R
m
a
 楠

本
事
務
局
長
代
行
、
竹
本
研
究
員
が
協
議
。

日3

楠
本
事
務
局
長
代
行
、
木
村
渉
外
課
長
が
外
務
省
、
長
島
忠

美
衆
議
院
議
員
、
清
水
嘉
与
子
参
議
院
議
員
を
訪
問
。

2
0

0
6年
J
T
F事
業
「
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
お
よ

び
地
域
の
相
互
扶
効
能
力
の
向
上
を
通
し
た
持
続
可
能
な
災

害
管
理
と
復
興
に
関
す
る
国
会
議
員
会
議
お
よ
び
視
察
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
に
つ
い
て
協
議
を
行
う
。

早
稲
岡
大
学
白
木
研
究
室
で
開
催
さ
れ
た
平
成
郎
年
度
雇
用

能
力
・
間
開
発
機
構
委
託
前
資
事
業
の
聞
き
取
り
調
先
検
討
会

に
楠
本
修
事
務
局
長
代
行
参
加
。

平
成
同
年
度
農
水
省
委
託
調
査
事
業
に
関
す
る
打
ち
合
わ
せ

の
た
め
、
矢
倉
研
二
郎
・
名
古
原
大
学
大
学
院
特
任
講
師
が

来
所
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
情
勢
に
関
す
る
聞
き
取
り
お
よ
び
業
務

打
ち
合
わ
せ
を
行
う
。

清
水
嘉
守
子

J
P
F
P事
務
総
長
よ
り
、

j
p
F
P提
言
を

安
倍
晋
一
一
令
官
一
一
房
長
宵
に
提
出
。

楠
本
事
務
局
長
代
行
が
新
宿
外
国
人
一
一
尿
剤
促
進
セ
ン
タ
ー
を

訪
問
。

農
水
省
と
平
成
問
年
度
農
水
省
委
託
謁
資
事
業
「
人
口
問
題

が
農
業
・
農
村
環
境
に
日
え
る
影
響
に
関
す
る
恭
礎
調
先
ー

カ
ン
ボ
ジ
ア
国
」
の
契
約
を
締
結
。

楠
本
事
務
局
長
代
行
、
木
村
渉
外
課
長
、
恒
川
国
際
謀
長
が

南
野
知
恵
子
参
議
院
議
員
を
訪
問
。

2
0
0
6
年

J
T
F事



8
月
お
日

8
月
間
四
日

8
月
初
日

8
月
幻
自

8
月
剖
B

9
R
1
B
 

業
「
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
プ
・
ヘ
ル
ス
お
よ
び
地
域
の
相
瓦
扶

助
能
力
の
向
上
を
通
し
た
持
続
可
能
な
災
害
管
理
と
復
興
に

関
す
る
凶
会
議
員
会
談
お
よ
び
視
察
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
つ
い

て
協
議
を
行
う
。

竹
本
将
規
研
究
員
が
農
水
省
委
託
潟
査
事
業
に
関
す
る
打
ち

合
わ
せ
の
た
め
、
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
を
訪
問
。
天
川
直

子
園
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
東
南
ア
ジ
ア
E
研
究
グ
ル
ー
プ
長

を
訪
ね
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
情
勢
に
関
す
る
開
き
取
り
を
行
う
。

楠
本
事
務
局
長
代
行
、
木
村
亮
子
渉
外
課
長
が
棲
丹
新
事
務

所
を
訪
問
。
新
潟
県
東
京
事
務
所
と
打
ち
合
わ
せ
を
行
う
。

「
世
界
人
口
白
書
2
0
0
8
」
記
者
発
表
(
於
一
日
本
記
者

ク
ラ
ブ
)
に
楠
本
事
務
局
長
代
行
、
竹
本
研
究
員
が
出
席
。

和
気
邦
夫
U
N
F
P
A事
務
局
次
長
、
池
上
清
了
U
N
F
P

A
東
京
事
務
所
長
が
来
所
。

U
N
F
P
A
と
A
P
D
A
の
協

力
体
制
と
今
後
の
活
動
方
針
に
つ
い
て
協
議
を
行
う
。

U
N
F
P
A
ア
ド
ハ
イ
ザ
リ
1
コ
ミ
ッ
テ
ィ

i
に
楠
本
事
務

局
長
代
行
が
出
席
。

楠
本
修
事
務
局
長
就
任
並
び
に

換
」
出
版
記
念
パ
ー
テ
ィ

「
ア
ジ
ア
に
お
け
る
人
口
転
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御

ニ一一口

一寸一

イ
ギ
リ
ス
で
の
航
空
機
テ
ロ
未
遂
事
件
、
パ
レ
ス
チ
ナ
に
お
け
る
ヒ
ズ

ボ
ラ
と
イ
ス
ラ
エ
ル
の
戦
湖
、
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
実
験
な
ど
、
世
の
中

が
だ
ん
だ
ん
き
な
臭
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
安
全
保
障
の
観
点
か
ら
兄
て

も
、
日
本
を
取
り
巻
く
環
境
は
隊
し
さ
を
増
し
て
い
る
。

国
際
的
な
紛
争
を
日
比
て
思
う
こ
と
は
、
そ
れ
が
全
て
内
事
者
に
と
っ
て

は
「
正
義
」
の
戦
い
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
自
ら
が
正
し
い
と
信
じ
る

か
ら
こ
そ
、
戦
い
が
生
じ
る
。

し
か
し
そ
の
正
義
は
そ
れ
ぞ
れ
に
と
っ
て
の
正
義
で
あ
り
、
地
球
環
境

や
人
口
な
と
の
人
類
が
こ
の
地
球
で
生
き
て
い
く
た
め
に
絶
対
に
必
要
な

問
題
は
余
り
関
心
に
の
ぼ
っ
て
い
な
い
。

こ
れ
は
田
山
際
政
治
の
分
野
ば
か
り
で
は
な
い
。
経
済
の
分
野
で
も
、
そ

の
他
の
分
野
で
も
、
全
て
が
競
争
で
、
効
率
性
を
追
求
し
そ
の
追
求
が
正

義
だ
と
思
わ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
今
、
世
の
中
は
必
死
に
な
っ
て
手
近
な

「
正
義
」
に
し
が
み
つ
い
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
の
結
果
、
後
発
開
発
途
上
闘
で
の
人
口
増
加
は
引
き
続
き
、
地
球
環

境
の
劣
化
は
進
展
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
正
義
」
の
足
元
が
危
な
く
な
っ
て

き
て
い
る
。
日
本
で
も
日
本
人
が
か
つ
て
持
っ
て
い
た
共
同
体
の
相
互
扶

助
は
、
ま
さ
し
く
コ
モ
ン
ズ
(
公
共
財
)
を
維
持
し
、
全
体
の
福
利
を
維

持
し
た
。
こ
れ
が
現
在
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
。

官
と
民
の
間
に
あ
る
こ
の
機
能
を
、
政
府
や
行
政
が
拐
、
つ
こ
と
は
不
可

能
に
近
い
。
今
、
そ
の
機
能
を
担
う
こ
と
が

N
G
Oに
期
待
さ
れ
て
い
る
。

A
P
D
Aは
N
G
O
の
一
員
と
し
て
、
多
く
の
皆
様
の
ご
協
力
を
得
る
努

力
を
続
け
、
人
類
の
未
来
に
禍
根
を
残
さ
な
い
た
め
の
話
動
を
続
け
て
い

き
た
い
と
思
う
。

(
0
・
K
)

ベトナムの f自由の果実j

ベトナムのハノイ市内にあるホン市場

では、多くの果実が'd先に並ぶ。
イ政策以後のベトナム経済は順調に成長

を続It、今年度中に念願のWTO正式加盟

ドイモ

が認められる見通しとなった。ベトナム

図内では、自由な世界市場への参入や投

さらなる発燥に資の導入促進によって、

とあるべトつながると期待されている o

ナムノ、から「ドイモイ後、購入できる品

物が圧倒的に増えたjとの声を聞く。応

先に並ぶ多くの果実は、自舟という名の

果実を意川、しているのかもしれない。

(竹本)
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-a'F
Ar
F，
 

b芦

安

み JAグループ
みんな「趨Jでつながっている。

毎日何気なく畠べているいつものごはん。普段あまり気巴昔ることはおいけれども、

その向こう側はみんな「農」巴つながコています。

JAグル プは、いつも安全 ・安心な自料供給と

農業と社舎のいい関係を目指してさまざまな取り組みを行っています。

「農」と「共生」の世紀づくり




